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平成28～29年度　福島再生可能エネルギー研究開発拠点機能強化事業

被災地企業のシーズ支援プログラム

໨ɹ࣍
○被災地企業のシーズ支援プログラムについて １
○平成25～29年度　支援企業マップ ２
○平成28年度　支援テーマリスト（全19件） ３

１. 結晶シリコン型太陽電池電極ペースト用ガラスフリットの性能評価 AGCエレクトロニクス（株） ４
２. Agめっきアクリル樹脂粒子の機能向上及び、それを分散材とした導電性フィ

ルムを用いて作製した太陽電池モジュールの性能評価 （株）山王 ５

３. 粘土ガスバリア膜を含む高信頼性太陽電池モジュールの開発 クニミネ工業（株） ６
４. ペロブスカイト組成物の性能評価 （株）クレハ ７
５. 分子結合チタニアシリカを適用した太陽電池モジュールの屋外暴露評価 （株）アサカ理研 ８
６. 高効率太陽電池セルに対応した封止材用架橋助剤の開発 日本化成（株） ９
７. 風車用プラズマ気流制御用電極の特性評価 （株）朝日ラバー 10
８. 温泉水とアルミニウム廃材からの水素製造実用化研究 北日本電線（株） 11
９. 地中熱を利用した電子機器類の排気冷却システム ミサワ環境技術（株） 12
10. 低コスト熱応答試験のための新規工法の実証 新協地水（株） 13
11. 樹脂製細管熱交換器を内蔵したタンク式地中熱交換器の有効性の検証 ジオシステム（株） 14
12. 電解めっきによる多孔質金属支持体を用いた金属系水素透過膜の開発 （株）山王 15
13. イオン液体を用いた除湿・脱水プロセスの開発 日本化学工業（株） 16
14. ヒートポンプ用スクロール圧縮機の性能評価 アネスト岩田（株） 17
15. 予熱槽併用型太陽熱利用給湯システムの最適運転制御手法の開発 （株）亀山鉄工所 18
16. 水素利用蓄エネルギー有効活用のための先進的熱交換技術の開発 北芝電機（株） 19
17. 太陽光発電システム性能・故障診断アルゴリズムの開発 日本工営（株） 20
18. メガワット級太陽光発電所の故障・劣化診断技術の開発 福島発電（株） 21
19. 単結晶Si太陽光パネルとアモルファスSiシートにおける長期信頼性の検証 （株）環境システムヤマノ 22

○平成29年度　支援テーマリスト（全26件） 23
１. 結晶シリコン型太陽電池電極ペースト用ガラスフリットの改善 AGCエレクトロニクス（株） 24
２. ペロブスカイト組成物の性能・耐久性評価 （株）クレハ 24
３. 粘土ガスバリア膜を用いた太陽電池バックシートの信頼性評価 クニミネ工業（株） 25
４. 無電解Agめっきアクリル樹脂粒子を分散材とした導電性フィルムを用いて　

作製した薄型太陽電池セルでの信頼性評価 （株）山王 25

５. 単結晶Siを用いた融雪型太陽光パネルにおける高性能低コスト化技術の開発 （株）環境システムヤマノ 26
６. 高効率太陽電池セル及び高電圧対応の封止材用架橋助剤開発 日本化成（株） 26
７. 分子結合チタニアシリカを適用した太陽電池モジュールの屋外発電量および　

信頼性評価 （株）アサカ理研 27

８. 耐候・耐トラッキング性構造を有するプラズマ気流制御電極の開発 （株）朝日ラバー 27
９. 風車点検UAVシステム実用化に向けた飛行性能の高度化と実証 アルパイン（株） 28
10. 溶融樹脂を用いた革新的な高温・高圧環境試験技術の開発とその評価 （株）東栄科学産業 28
11. 準浅層における低コスト熱応答試験の改良及び熱交換器埋設工法への展開 新協地水（株） 29
12. 地熱適正利用のための耐熱型ボアホールスキャナーの開発 （株）ボア 29



13. 樹脂製細管熱交換器を内蔵したタンク式地中熱交換器の高度化 ジオシステム（株） 30
14. 異種同軸小口径採熱鋼管の採熱効果の有効性検証とその施工技術の確立 （有）ジェイディエフ 30
15. 地中熱を利用した電子機器類の排気冷却システムの高度化 ミサワ環境技術（株） 31
16. 小型温泉発電装置の高効率化・高耐久化支援 （株）リナジス 31
17. カーボンニュートラル燃料の熱利用技術の開発 （株）ひまわり 32
18. 小型バイナリー発電システムの最適化検討 （株）馬渕工業所 32
19. イオン液体を用いた水電解水素の除湿プロセスの高効率化 日本化学工業（株） 33
20. MCH利用型分散発電システムのための小型先進的熱交換技術の開発 北芝電機（株） 33
21. マグネットカップリングを用いたバイナリー発電機の発電性能の評価 アネスト岩田（株） 34
22. 電解めっきによる金属複合水素透過膜（多孔質金属支持体と貴金属水素透過膜

の複合膜）の開発とその評価 （株）山王 34

23. 温度成層式予熱槽を用いた、太陽熱集熱器と補助熱源機器の最適運転化 （株）亀山鉄工所 35
24. 長期運用データと人工知能（AI）を活用した小水力発電所維持管理の高度化 日本工営（株） 35
25. コンセント型スマートメーターの評価・課題解決 （株）会津ラボ 36
26. メガワット級太陽光発電所の劣化評価と故障・劣化検知手法の開発 福島発電（株） 36

○主な成果

太陽光発電システムの遠隔異常検知装置の商品化
（太陽電池ストリング監視システムの評価） アサヒ電子（株） 37

太陽電池保護回路の故障診断装置の商品化
（太陽電池ストリングの健全性確認検査装置の実証） 日本カーネルシステム（株） 38

信頼性の高い太陽電池モジュール作製のための材料の商品化
（太陽電池モジュール用封止材用材料の評価） 日本化成（株） 39

『温度成層式蓄熱・貯湯システム』効率向上による差別化
（『温度成層式蓄熱・貯湯システム』省エネ性能実証評価） （株）亀山鉄工所 40

地下水移流効果を有効利用した高効率地中熱交換器の商品化
（地域の地下水環境を活用した地中熱システムの開発） ジオシステム（株） 41

自噴井を利用したクローズドループ地中熱ヒートポンプ冷暖房システムと
無散水消雪システムの高効率ハイブリッド化とその性能評価

（地域の地下水環境を活用した地中熱システムの開発） 
日本地下水開発（株） 42

オープンループ型に対応可能な地中熱ヒートポンプの開発
（地域の地下水環境を活用した地中熱システムの開発） サンポット（株） 43

○索引【分野別】【企業別】【県別】 44～47
○平成25～27年度　支援テーマリスト（別紙参照） 48～49
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ẮのᄂᆮਗໜのἱッシἹὅのɟếとしề、ငಅᨼᆢとࣄᐻồのᝡྂをਫ਼ậềấり、Ẑᘮ໎ע˖ಅのシὊἌૅੲἩἿἂἻムẑは、
ிଐஜٻᩗ໎によりကٻễᘮܹをӖẬたᘮ໎עίᅦ޽Ⴤ、ܷ؉Ⴤ、ޥ৖Ⴤの3Ⴤὸに৑נẴỦ˖ಅầ᧏ႆしたϐဃӧᏡỺ἟Ἵ
ἀὊに᧙ᡲした২ᘐởἠỸハỸにݣẴỦ২ᘐૅੲをငዮᄂầ実଀し、ע؏にấẬỦૼငಅのоЈをૅੲẴỦʙಅỂẴẇ

ᅦ޽Ⴤ、ܷ؉Ⴤ、ޥ৖Ⴤの3Ⴤに৑נẴỦ˖ಅầ、ئࠊにấẟềૼᙹࣱὉΟˮࣱをਤế自ᅈỂ᧏ႆしたシὊἌをờとに、ϐ
ဃӧᏡỺ἟ἽἀὊ᧙ᡲЎ᣼にấẬỦᝤែ᧏ਏởʙಅ҄をႸਦẴᛢ᫆Ểẝり、ᅦ޽ϐဃӧᏡỺ἟ἽἀὊᄂᆮ৑ễỄのᏡщに
よりࣖݣίシὊἌのΟˮࣱὉࣱ̮᫂ễỄをᅆẴܲᚇႎễኽௐを੩̓ẴỦẮとễỄὸầӧᏡễᛢ᫆をѪᨼしộẴẇ
以ɦにᅆしたᛢ᫆は̊ᅆỂẝり、᧙ᡲẴỦ২ᘐを࠼ẪݣᝋとしộẴẇ

ɶ熱Ў᣼὾ᔛỺ἟ἽἀὊЎ᣼὾ϐဃӧᏡỺ἟ἽἀὊሥྸЎ᣼ע熱ע὾᫘щႆᩓЎ᣼὾(ඥをᨊẪ߻଀)ήႆᩓЎ᣼ᨗٽ

¾ ிଐஜٻᩗ໎によりᘮ໎したᅦ޽Ⴤ、ܷ؉Ⴤ、ޥ৖Ⴤに৑נẴỦ˖ಅầ᧏ႆしたϐဃӧᏡỺ἟ἽἀὊに᧙ᡲした২ᘐở
ἠỸハỸễỄのʙಅ҄をငዮᄂầ২ᘐႎにૅੲẇ

¾ 成ௐの২ᘐᆆ転をᡫẳề、ᘮ໎ע؏にấẬỦૼたễငಅのоЈをႸਦẴẇ

ᘮ໎עίᅦ޽Ⴤ、ܷ؉Ⴤ、ޥ৖Ⴤの3Ⴤὸに৑נẴỦ˖ಅẇίӷჄᡶЈሁʖܭ、ဃငਗໜ、ᄂᆮ᧏ႆਗໜをԃớὸ

˖ಅầ᧏ႆした২ᘐởἠỸハỸにݣし、ᚾ˺Լのᚸ̖ễỄをᡫẳたငዮᄂによỦ২ᘐႎૅੲにより、ᝤែ᧏ਏởʙಅ҄に
᧙ẴỦ˖ಅのӕりኵỚầ̟ᡶẰủộẴẇ

Ṟ˖ಅとᡲઃしたӕりኵỚをٳᢿにኰʼ
Ὁ࠯成275࠰உ31ଐ̿ܤᬍႻắᙻݑ଺に˖ಅẦỤᛟଢ
ὉଐБ߻ಅૼᎥのငዮᄂᡲ᠍௒にਫ਼᠍ί࠯成274࠰உ῍9உ൑ᡵங୴ଐにਫ਼᠍ὸ

ṟૅੲ˖ಅとイἫὅἚにσӷỂЈޒ
ὉẔϐဃӧᏡỺ἟ἽἀὊɭမޒᅆ˟ίᾡᾔ2016ὸẕ ৑ᾉἣシἧỵἅ್ාئ

ὉẔỐẪしộࣄᐻϐဃӧᏡỺ἟ἽἀὊငಅἧỹỴ2016ίᾡᾔᾘᾕỐẪしộ2016ὸẕ
৑ᾉἥッἂἣἾッἚỐẪしộئ

ὉẔỺἅἩἿ2016ẕ ৑ᾉிʮἥッἂἇイἚئ

12உ8῍10ଐ࠰成28࠯
ỺἅἩἿἒἁ἖2016

ṸʙಅಒᙲṸ

ṸʙಅのႸႎṸ

Ṹݣᝋᛢ᫆Ṹ

ṸݣᝋᎍṸ

Ṹʙಅにより期ࢳẰủỦјௐṸ

ṸʙಅイἳὊἊ׋Ṹ

Ṹ成ௐのႆ̮Ṹ

Ṹʙಅ҄ሁʙ̊Ṹίᛇኬは37῍43Pὸ

Ṽᨗٽᩓ൷スἚリὅἂႳᙻシステム
ẐNeoaleẑ
ίỴἇἤᩓ܇ఇࡸ˟ᅈὸ

ṼẐἢイἣスἒイỼὊドἓỹッỽὊẑ
ίଐஜỽὊ἟Ἵシステムఇࡸ˟ᅈὸ

Ṽᨗٽᩓ൷ἴἊἷὊἽ用
ഥ஬の௚೛ядẐTENASHIELDẑݥ
ίଐஜ҄成ఇࡸ˟ᅈὸ

ṼẐภࡇ成ࡸޖᔛ熱Ὁᝪืシステムẑ
ίఇࡸ˟ᅈʒ߻ᤧޛ৑ὸ

ṼẐעɦ൦ᆆ්јௐをஊј利用した᭗јྙעɶ熱交換器のՠԼ҄ẑ
ίἊỼシステムఇࡸ˟ᅈὸ

ṼẐ自噴井を利用したἁἿὊἌドἽὊἩעɶ熱ἤὊἚἯὅἩ冷暖房シス
テムと໯૝൦消雪システムの᭗јྙハイブリッド҄とẸのࣱᏡᚸ̖ẑ
ίଐஜעɦ൦᧏ႆఇࡸ˟ᅈὸ

ṼẐỼὊἩὅἽὊἩ׹にࣖݣӧᏡễעɶ熱ἤὊἚἯὅἩの᧏ႆẑ
ίἇὅἯッἚఇࡸ˟ᅈὸ

6உ29ଐ῍7உ1ଐ࠰成28࠯
RE2016

ṸẸの˂Ṹ
Ӗចᾉᇹ61ׅᅦ޽Ⴤႆଢޒᅦ޽Ⴤჷʙច

Ẑૼしẟ融雪ೞᏡ˄Ẩᨗٽήႆᩓシステムの᧏ႆẑ
ίఇࡸ˟ᅈ࿢ؾシステムἶἰἠὸ
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ί24ᅈ25ˑὸࡇ࠰成27࠯
ί18ᅈ19ˑὸࡇ࠰成28࠯
ί25ᅈ26ˑὸࡇ࠰成29࠯

ήᨗٽ
36

ɶ༏ע༏ע
30

ᔛ⇎⇳
21

ϐ⇎⇳ሥྸ
15

᫘щ
6

μ108ˑ

H25⊡29ࡇ࠰
Ў᣼К

H25⊡29ࡇ࠰
ჄК≋の↨ૠ≌

μ108ˑ

福島Ⴤ
82

ܷ؉Ⴤ
15

৖Ⴤޥ
11
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˖ಅӸ ؏ע ᛢ᫆Ӹ

ẌᨗٽήႆᩓЎ᣼ẍ

ᾐᾖᾒỺἾἁἚἿἝἁスίఇὸ ᅦ޽Ⴤᢼࠊޛ ኽ୒シリἅὅᨗٽ׹ᩓ൷ᩓಊἬὊスἚ用ỾἻスἧリッἚのࣱᏡᚸ̖

ίఇὸྛޛ ᅦ޽Ⴤᢼࠊޛ
ᾐᾶỜẾẨỴἁリἽ೔Ꮲቩ܇のೞᏡӼ上ӏỎ、ẸủをЎ૝஬としたݰ
ᩓࣱἧỵἽムを用ẟề˺ᙌしたᨗٽᩓ൷ἴἊἷὊἽのࣱᏡᚸ̖

ἁἝἱ἟߻ಅίఇὸ ᅦ޽ჄẟỪẨࠊ ቬםỾスἢリỴᐏをԃớ᭗ࣱ̮᫂ᨗٽᩓ൷ἴἊἷὊἽの᧏ႆ

ίఇὸἁἾハ ᅦ޽ჄẟỪẨࠊ ἬἿブスỽイἚኵ成ཋのࣱᏡᚸ̖

ίఇὸỴἇỽྸᄂ ᅦ޽Ⴤᢼࠊޛ
Ў܇ኽӳἓἑἝỴシリỽをᢘ用したᨗٽᩓ൷ἴἊἷὊἽのٳދ୧ᩧ
ᚸ̖

ଐஜ҄成ίఇὸ ᅦ޽ჄẟỪẨࠊ ᭗јྙᨗٽᩓ൷ἍἽにࣖݣしたݥഥ஬用௚೛ядの᧏ႆ

Ẍ᫘щႆᩓЎ᣼ẍ

ίఇὸஔଐἻἢὊ ᅦ޽Ⴤඡ߃஭ ᫘៻用ἩἻἌἰൢ්Сࣂ用ᩓಊのཎࣱᚸ̖

Ẍע熱עɶ熱Ў᣼ẍ

҅ଐஜᩓዴίఇὸ ܷ؉Ⴤ௷ဋထ ภඡ൦とỴἽἱἝỸムࡑ஬ẦỤの൦እᙌᡯ実用҄ᄂᆮ

ἱἇὁ࿢ؾ২ᘐίఇὸ ᅦ޽Ⴤ˟඾ᒉ௅ࠊ ೞ器᫏の੎ൢ冷Ҳシステム܇ɶ熱を利用したᩓע

ૼңע൦ίఇὸ ᅦ޽Ⴤᢼࠊޛ ˯ἅスἚ熱ࣖሉᚾ᬴のたỜのૼᙹ߻ඥの実ᚰ

ίఇὸἊỼシステム ࠊ৖Ⴤ๚එޥ
೔Ꮲᙌኬሥ熱交換器をϋᔺしたἑὅἁעࡸɶ熱交換器のஊјࣱの౨
ᚰ

ẌᔛỺ἟ἽἀὊЎ᣼ẍ

ίఇὸྛޛ ᅦ޽Ⴤᢼࠊޛ
ᩓᚐỜẾẨによỦ܉ٶឋ᣿ૅޓਤ˳を用ẟた᣿ޓኒ൦እᡢᢅᐏの
᧏ႆ

ଐஜ҄߻ܖಅίఇὸ ᅦ޽Ⴤɤବထ イỼὅ෩˳を用ẟたᨊ฻ὉᏮ൦ἩἿἍスの᧏ႆ

ίఇὸỴ἟スἚޥဋ ᅦ޽Ⴤჵԉထ ἤὊἚἯὅἩ用スἁἿὊἽן጑ೞのࣱᏡᚸ̖

ίఇὸʒ߻ᤧޛ৑ ܷ؉Ⴤ˅Өࠊ ʖ熱಺́用ᨗٽ׹熱利用ዅืシステムのஇᢘ運転Сࣂ৖ඥの᧏ႆ

҅ᑮᩓೞίఇὸ ᅦ޽Ⴤᅦࠊ޽ ൦እ利用ᔛỺ἟ἽἀὊஊј෇用のたỜのέᡶႎ熱交換২ᘐの᧏ႆ

ẌϐဃӧᏡỺ἟ἽἀὊሥྸЎ᣼ẍ

ଐஜ߻փίఇὸ ᅦ޽Ⴤ᪰᝶߷ࠊ ήႆᩓシステムࣱᏡὉ૏ᨦᚮૺỴἽἆリἌムの᧏ႆᨗٽ

ᅦႆ޽ᩓίఇὸ ᅦ޽Ⴤᅦࠊ޽ ἳỾὁッἚኢᨗٽήႆᩓ৑の૏ᨦὉэ҄ᚮૺ২ᘐの᧏ႆ

ίఇὸ࿢ؾシステムἶἰἠ ᅦ޽Ⴤ᪰᝶߷ࠊ
ҥኽ୒ᾢᾸᨗٽήἣ἟ἽとỴἴἽἧỳスᾢᾸシὊἚにấẬỦᧈ期ࣱ̮᫂
の౨ᚰ

ＭＥＭＯ

ࡇ࠰成ᾁᾇ࠯ ૅੲテὊἰリスἚίμᾀᾈˑὸ
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研研 究究究究究究 ঺঺ ௐ

ࡇ࠰成ᾁᾇ࠯ ᘮ໎ע˖ಅのシὊἌૅੲἩἿἂἻム ίᅦ޽ϐဃӧᏡỺ἟ἽἀὊᄂᆮ᧏ႆਗໜೞᏡ҄ࢍʙಅὸ

産総研ỉᝡྂ˖業ầৼảỦᛢ᫆

˖業ỉ২ᘐἉーἌ

ʻࢸỉޒ開

˖業ỉἉーἌ

˖業ầৼảỦᛢ᫆

産総研ỉᝡྂ

研 究 ঺ ௐ

Ẕ研究঺ௐẕ

ẔἯỶὅἚẕ

ኽ୒シリἅὅᨗٽ׹ᩓ൷ᩓಊἬὊスἚ用
ỾἻスἧリッἚのࣱᏡᚸ̖

ᾐᾖᾒỺἾἁἚἿʚἁスఇࡸ˟ᅈᾉɶ҅ ᙲ˲Ὁჵᢿ ԧࢀὉࢀ井 คᨺ
ϐဃӧᏡỺ἟ἽἀὊᄂᆮἍὅἑὊᾉႉຓѨࢠὉஙဋࡍҦὉܢᣃܷ୓Ὁౕ᜿ദଯὉ෌ރᅵɟὉ᭗ᢒᅵݵ

ኽ୒シリἅὅᨗٽᩓ൷用ᩓಊ用ἬὊスἚにԃộủỦӲᆔỾἻスἧリッἚの᧏ႆẇ

ᩓ൷ἍἽ/ἴἊἷὊἽ˺ᙌὉᚸ̖のたỜのᚨͳを̬ஊしềẟễẟẇᨗٽ

ᩓ൷ἍἽ/ἴἊἷὊἽの˺ᙌấよỎẸのᚸ̖ẇᨗٽ

ỺἾἁἚἿἝἁスᙌԼに࣏᪰のỾἻスࣇብ஛(ἧリッἚ)ӏỎẸのἬὊスἚ҄ᙌԼ
のᙌᡯẇ

ኽ୒シリἅὅᨗٽᩓ൷用ᩓಊ用ἬὊスἚにԃộủỦӲᆔỾἻスἧリッἚの᧏ႆẇ
ẮủỤỾἻスἧリッἚをԃஊしたᩓಊἬὊスἚの˺ᙌ২ᘐẇ

• したૼᙹỾἻスἧリッἚを᧏ႆࣖݣஹἍἽấよỎഏɭˊἍἽにࢼ
• ૼᙹỾἻスἧリッἚをԃỮẻᩓಊἬὊスἚにより、ἍἽの٭換јྙӼ上を達成ẇ

ṞഏɭˊἍἽとしềஊஓễPERCἍἽ用のỾἻスἧリッἚを᧏ႆしたẇ
ṟỾἻスἧリッἚにấẬỦỾἻスኵ成を٭ảたAlἬὊスἚを用ẟề、ἍἽを˺ᙌ

したኽௐ、ࢼஹỾἻスよりờ0.1%以上јྙầોծẰủ、ૼᙹ੩కỾἻスとし
ềはҗЎにỴἦὊἽỂẨỦỾἻスἧリッἚをࢽỦẮとầỂẨたẇ

ṠỾἻスኵ成以ٳにấẟềờ、ỾἻスἧリッἚのԃஊ᣽ễỄを҄٭ẰẶỦẮとに
より、٭換јྙのોծầ׋Ụủたẇ

 ഏɭˊἍἽの٭換јྙӼ上にớẬたᩓಊἬὊスἚ用ỾἻスἧリッἚのஇᢘ҄を׋Ủẇ

ኽ୒シリἅὅᨗٽᩓ൷ἍἽ/ἴἊἷὊἽ˺ᙌὉᚸ
̖のたỜのᚨͳを̬ஊしềẟễẟẇ

Ṟ ኽ୒シリἅὅᨗٽᩓ൷ἍἽ/ἴἊἷὊἽの˺ᙌẇ
ṟ ˺ᙌしたἍἽ/ἴἊἷὊἽのӲᆔࣱ̮᫂ᚾ᬴

ấよỎẸのᚸ̖ẇ

˺ᙌしたἍἽ

したૼᙹỾἻスἧリッἚの᧏ႆに成ыẇࣖݣஹἍἽấよỎഏɭˊἍἽにࢼ
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研研 究究究究究究究究究究究 ঺঺঺঺঺঺঺঺ ௐ

ࡇ࠰成ᾁᾇ࠯ ᘮ໎ע˖ಅのシὊἌૅੲἩἿἂἻム ίᅦ޽ϐဃӧᏡỺ἟ἽἀὊᄂᆮ᧏ႆਗໜೞᏡ҄ࢍʙಅὸ

産総研ỉᝡྂ˖業ầৼảỦᛢ᫆

˖業ỉ২ᘐἉーἌ

ʻࢸỉޒ開

˖業ỉἉーἌ

˖業ầৼảỦᛢ᫆

産総研ỉᝡྂ

研 究 ঺ ௐ

Ẕ研究঺ௐẕ

ẔἯỶὅἚẕ

AgỜẾẨỴἁἼル೔Ꮲቩ܇ỉೞ能ӼɥӏỎẆẸủửЎ૝஬ểẲẺ
ᩓ൷ἴἊἷールỉࣱ能ᚸ̖ᨗٽᩓࣱἧỵルἲửဇẟề˺ᙌẲẺݰ

ఇࡸ˟ᅈྛޛᾉ܇ف᣿ࠊὉο᣻೎ᎧὉЭလᝮဌ
ϐဃӧᏡỺ἟ἽἀὊᄂᆮἍὅἑὊᾉႉຓѨࢠὉ෌ރᅵɟὉஙဋࡍҦὉܢᣃܷ୓Ὁౕ᜿ദଯὉ᭗ᢒᅵݵ

໯ᩓᚐAgỜẾẨỴἁリἽ೔Ꮲቩ܇を᧏ႆẇ

ᩓ൷ἴἊἷὊἽ˺ᙌὉᚸ̖のたỜのᚨͳを̬ஊしềẟễẟẇᨗٽ

ᩓ൷ἴἊἷὊἽの˺ᙌấよỎẸのࣱ̮᫂ᚸ̖ẇᨗٽ

ᩓࣱἧỵἽムによỦ੗ӳは、はỮẻ੗ӳとӷሁのࣱ̮᫂をஊẴỦẮとを実ᚰẇݰ

໯ᩓᚐAgỜẾẨỴἁリἽ೔Ꮲቩ܇を᧏ႆẇ
᧏ႆしたAgỜẾẨ೔Ꮲቩ܇をࢼஹのNiብ˳のˊஆとしề੔用ẴỦẮとỂݰᩓࣱἧỵἽムίCF)の᭗
ࣱᏡ҄ầ׋ỤủỦẇ

ὉἅスἚ˯ถのたỜ、よりฆλ᣽を˯ถしたݰᩓࣱἧỵἽムを˺ᙌし、はỮẻ੗ӳ
とᢐᑥのễẟࣱ̮᫂をஊẴỦẮとをଢỤẦにしたẇ

᭗ภ᭗฻ᚾ᬴Э(上െὸ、273଺᧓のᚾ
ɦെὸのELϙჇẇ)ࢸ᬴
э҄はᚇยẰủềẟễẟẇ

Ṟ NiAgỜẾẨỴἁリἽ೔ᏢをฆλしたݰᩓࣱἧイἽムίCF)のἅスἚ˯ถのたỜ、
ᩓࣱἧỵἽムを˺ᙌẇݰஹよりờฆλ᣽を˯ถしたࢼ

ṟ上ᚡ、ݰᩓࣱἧỵἽムを用ẟề実ᨥにἱἝἴἊἷὊἽを˺ᙌし、Ӳᆔࣱ̮᫂
ᚾ᬴をᘍẾたẇ

ṠẸのኽௐ、はỮẻ੗ӳとᢐᑥのễẟࣱ̮᫂ầẝỦẮとをଢỤẦにしたẇ
ṡẰỤに、ૼしẪ᧏ႆしたNiἾスἒイἾἁἚAgを用ẟたݰᩓࣱἧỵἽムỂờNiAg

ỜẾẨԼとൔ᠋しềӷሁのࣱᏡầࢽỤủたẇ

 より˯ἅスἚỂࣱ̮᫂の᭗ẟݰᩓࣱἧỵἽムίCF)の᧏ႆをᘍạẇヨ㦂䞉ホ

ᩓ൷ἴἊἷὊἽ˺ᙌὉᚸ̖のたỜのᚨͳをᨗٽ
̬ஊしềẟễẟẇ

Ṟ ኽ୒シリἅὅᨗٽᩓ൷ἴἊἷὊἽの˺ᙌẇ
ṟ ˺ᙌしたἴἊἷὊἽのӲᆔࣱ̮᫂ᚾ᬴

ί᭗ภ᭗฻ᚾ᬴ễỄὸấよỎẸのᚸ̖ẇ

੗ӳд

ᣐዴίἑブዴὸ

ἍἽのᩓಊ

܇ቩࣇᩓࣱݰ

ᩓ൷ἍἽᨗٽ

ỴἁリἽ೔Ꮲ

໯ᩓᚐ᤼ἳッỿ

Ҟဋ੗ዓᾒᾕ੗ዓ
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研研 究究究究究究 ঺঺ ௐ

ࡇ࠰成ᾁᾇ࠯ ᘮ໎ע˖ಅのシὊἌૅੲἩἿἂἻム ίᅦ޽ϐဃӧᏡỺ἟ἽἀὊᄂᆮ᧏ႆਗໜೞᏡ҄ࢍʙಅὸ

産総研ỉᝡྂ˖業ầৼảỦᛢ᫆

˖業ỉ২ᘐἉーἌ

ʻࢸỉޒ開

˖業ỉἉーἌ

˖業ầৼảỦᛢ᫆

産総研ỉᝡྂ

研 究 ঺ ௐ

Ẕ研究঺ௐẕ

ẔἯỶὅἚẕ

ቬםỾἋἢἼỴᐏửԃớ᭗ࣱ̮᫂ᨗٽᩓ൷ἴἊἷールỉ開発

ἁἝἱ἟߻ಅఇࡸ˟ᅈᾉދםภჷὉ᱅קऔɟ
ϐဃӧᏡỺ἟ἽἀὊᄂᆮἍὅἑὊᾉႉຓѨࢠὉ෌ރᅵɟὉஙဋࡍҦὉܢᣃܷ୓Ὁౕ᜿ദଯὉ᭗ᢒᅵݵ

ᤸཋỂẝỦἫὅἚἜイἚをҾ૰としたỾスἢリỴ஬૰を᧏ႆẇם໱ቬټ

ᩓ൷ἴἊἷὊἽ˺ᙌὉᚸ̖のたỜのᚨͳを̬ஊしềẟễẟᨗٽ

ᩓ൷ἴἊἷὊἽの˺ᙌấよỎẸのࣱ̮᫂ᚸ̖ᨗٽ

より̖ܤễシὊἚとቬםỾスἢリỴᐏとをᙐӳ҄したᡢଢἢッἁシὊἚを᧏ႆ

ټ໱ቬםᤸཋỂẝỦἫὅἚἜイἚをҾ૰としたỾスἢリỴ஬૰を
᧏ႆ

ଏ܍のỾスἢリỴἧỵἽムのɶỂờἚッἩἾἫἽのỾスὉ൦ᔕൢ
ᢚૺࣱᏡをஊしềẟỦẇ

ငዮᄂி҅ἍὅἑὊỂ᧏ႆẰủた২ᘐをؕにቬםᐏ஬૰としề
実用҄ẇ

Ὁより̖ܤễシὊἚとቬםỾスἢリỴᐏとをᙐӳ҄したᡢଢἢッἁシὊἚを᧏ႆし、
ᑣڤễᾟᾘᾓᚾ᬴のኽௐầࢽỤủたẇ

˺ᙌしたἴἊἷὊἽ

ṞἅスἚの˯ถをႸਦしề、より̖ܤễシὊἚとቬםỾスἢリỴᐏとをᙐӳ
҄したᡢଢἢッἁシὊἚを᧏ႆし、ᚸ̖を実଀ẇ

ṟቬםỾスἢリỴᐏをᨗٽᩓ൷ἴἊἷὊἽ用ἢッἁシὊἚにᢘ用したἧἽ
ἇイἌのᨗٽᩓ൷ἴἊἷὊἽを˺ᙌし、ᚸ̖をᘍẾたẇ

ṠቬםỾスἢリỴᐏをࠋرしたPETはPIDᚾ᬴ỂᑣڤễኽௐầࢽỤủたẇ

 ʻׅ᧏ႆẰủたࠋرPETのཎࣉίᡢᢅࣱ、ᩊ༓のӧᏡࣱὸを෇Ầしたɲ᩿ႆᩓἴἊἷὊἽ᧏ႆӏỎ実用҄のたỜのᚸ̖౨ᚰをᘍạẇ

࢘ᛆシὊἌ(KUNIPIA-M)ấよỎӲᆔ೔Ꮲ
ἧỵἽムのỾスὉ൦ᔕൢᡢᢅྙ

ኽ୒シリἅὅᨗٽᩓ൷ἴἊἷὊἽ˺ᙌὉᚸ̖のた
Ờのᚨͳを̬ஊしềẟễẟẇ

Ṟ ኽ୒シリἅὅᨗٽᩓ൷ἴἊἷὊἽの˺ᙌẇ
ṟ ˺ᙌしたἴἊἷὊἽのӲᆔࣱ̮᫂ᚾ᬴

(᭗ภ᭗฻ᚾ᬴ễỄὸấよỎẸのᚸ̖ẇ
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ࡇ࠰成ᾁᾇ࠯ ᘮ໎ע˖ಅのシὊἌૅੲἩἿἂἻム ίᅦ޽ϐဃӧᏡỺ἟ἽἀὊᄂᆮ᧏ႆਗໜೞᏡ҄ࢍʙಅὸ

産総研ỉᝡྂ˖業ầৼảỦᛢ᫆

˖業ỉ২ᘐἉーἌ

ʻࢸỉޒ開

˖業ỉἉーἌ

˖業ầৼảỦᛢ᫆

産総研ỉᝡྂ

研 究 ঺ ௐ

Ẕ研究঺ௐẕ

ẔἯỶὅἚẕ

ἬἿἨἋỽỶἚኵ঺ཋỉࣱ能ᚸ̖

ఇࡸ˟ᅈἁἾハᾉᓌ᣼ ʁ
ϐဃӧᏡỺ἟ἽἀὊᄂᆮἍὅἑὊᾉᡈ௅ ჇʂὉ஭上 ਏᢹὉܷݢ ՋࢠὉỽἈỸỵ ἇイὉݱ᣼ຓ Ὁᑊங܇˦ ૟ὉӴဋ ᣁӮ

ἬἿブスỽイἚᨗٽᩓ൷のႆᩓޖにԃộủỦஊೞỴἱὅ஬૰を᧏ႆẇ

ᩓ൷ἍἽ˺ᙌὉᚸ̖のたỜのἠỸハỸὉᚨͳを̬ஊしềẟễẟẇᨗٽ

ᩓ൷ἍἽの˺ᙌấよỎẸのཎࣱᚸ̖ẇᨗٽ

ଏ܍஬૰に᧏ႆ஬૰をชьẴỦẮとỂ、ἍἽのࣱܭܤӼ上のͼӼをᙸЈしたẇ

ἬἿブスỽイἚᨗٽᩓ൷のႆᩓޖにԃộủỦஊೞỴἱὅ஬૰を᧏ႆẇ
ଏ܍のஊೞỴἱὅよりờЎ܇᣽ầٻẨẪ、஬૰э҄のᾀếのҾ׆ỂẝỦஊೞỴὅἴἝỸムイỼὅの
ਘ૝現ᝋの˯ถầ期ࢳẰủỦẇ

• ଏ܍஬૰MAIにૼᙹ஬૰KS-1を10%ชьẴỦẮとにより、
MAIのỚのἍἽよりࣱܭܤầӼ上ẴỦͼӼầᙸỤủたẇ

Ṟ MAIとKS-1のฆӳൔのီễỦἬἿブスỽイἚᨗٽᩓ൷を˺ᙌしたẇ
ṟእ܇ನᡯ(᪯ or ᡞὸởἬἿブスỽイἚのᙌᐏ૾ඥ(1 step or 2 step)のီễỦἍἽ

をӲᆔ˺ᙌし、KS-1のชьјௐをᄩᛐしたẇ
Ṡኽௐ、KS-1を10ήชьẴỦẮとỂ、ἍἽのࣱܭܤầӼ上ẴỦͼӼầᙸỤủたẇ
ṡཎに、᪯ನᡯỂ2stepᙌᐏしたᨥに、இờјௐầᙸỤủたẇ

 ᩓ൷のИ期ࣱᏡấよỎ᎑ʁࣱӼ上をႸਦし、ૼᙹ஬૰を用ẟたἍἽの˺ᙌᚸ̖をᘍạẇᨗٽ
 ૼᙹ஬૰のชь᣽、ᙌᐏவˑấよỎእ܇ನᡯをஇᢘ҄ẴỦẮとỂ、ࣱܭܤの᭗ẟἍἽを˺ᙌし、᎑ʁࣱᚾ᬴をᘍạẇ

ᩓ൷ἍἽ˺ᙌὉᚸ̖のたỜのἠỸハỸὉᚨͳᨗٽ
を̬ஊしềẟễẟẇ

Ṟ ἬἿブスỽイἚᨗٽᩓ൷ἍἽの˺ᙌẇ
ṟ ˺ᙌしたἍἽのӲᆔཎࣱᚸ̖ấよỎẸの

ᚾ᬴ẇࣱܭܤ

ஊೞᤲἬἿブスỽイἚᨗٽ׹ᩓ൷のኽ୒ನᡯ

όଏ܍のỴἱὅؕよりờٻẨễЎ܇᣽
ḷਘ૝現ᝋの˯ถỂ᎑ʁࣱӼ上

MAIのỚ

҄٭ᩓ൷ཎࣱのኺଐᨗٽ

KS-1 10%ชь

˯ɦ ٻٻ

˯ɦ ݱ

ઙ式ভ঺ク嵔ハ
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Ў܇ኽӳἓἑἝỴシリỽをᢘ用したᨗٽᩓ൷ἴἊἷὊἽの
୧ᩧᚸ̖ٳދ

ఇࡸ˟ᅈỴἇỽྸᄂᾉޥ᣼ݎ
ϐဃӧᏡỺ἟ἽἀὊᄂᆮἍὅἑὊᾉႉຓѨࢠὉ෌ރᅵɟὉஙဋࡍҦὉܢᣃܷ୓Ὁౕ᜿ദଯὉ᭗ᢒᅵݵ

ήᚑۥ஬૰としề、Ў܇ኽӳἓἑἝỴシリỽを᧏ႆẇ

ᩓ൷ἴἊἷὊἽ˺ᙌὉᚸ̖のたỜのᚨͳを̬ஊしềẟễẟẇᨗٽ

ᩓ൷ἴἊἷὊἽの˺ᙌấよỎẸのࣱ̮᫂ᚸ̖ẇᨗٽ

実用҄ἇイἌのἴἊἷὊἽを用ẟたٳދ୧ᩧᚾ᬴Ểႆᩓ᣽をዜਤẇᑒṆ

ήᚑۥ஬૰としề、ࢼஹのᣠ҄ἓἑὅとはီễỦ、Ў܇ኽӳἓ
ἑἝỴシリỽを᧏ႆしềẨたẇ

Ў܇ኽӳἓἑἝỴシリỽをỽἢὊỾἻスにࠋرẴỦẮとỂ、
Ӓݧ᧸ഥјௐによỦႆᩓ᣽のٻفと、᧸൲јௐによỦἴἊἷὊ
ἽٳދᚨፗにấẬỦႆᩓ᣽の˯ɦの᧸ഥầ期ࢳẰủỦẇ

ᩓ൷ἴἊἷὊἽ˺ᙌὉᚸ̖のたỜのᚨͳをᨗٽ
̬ஊしềẟễẟẇ

• 実用҄ἇイἌのἴἊἷὊἽίኖ1mX1.6mὸỂٳދ୧ᩧᚾ᬴をᘍẟ、ႆᩓ᣽の
˯ɦሁのэ҄はᚇยẰủễẦẾた(ᚾ᬴をዒዓɶὸẇ

FREA実ᚰἧỵὊἽドにᚨፗẰủた
ᩓ൷ἴἊἷὊἽᨗٽ

ṞỴἇỽྸᄂầ、ᙌᡯἻイὅỂЎ܇ኽӳἓἑἝỴシリỽをرᘺし、熱҄ࢍϼྸ
したỽἢὊỾἻスを˺ᙌẇ

ṟငዮᄂは上ᚡỾἻスを用ẟề実用҄ἇイἌのἴἊἷὊἽを˺ᙌし、Ẹのཎ
ࣱởࣱ̮᫂のᚸ̖をᘍẾたẇ

Ṡ ˺ᙌしたἴἊἷὊἽをFREAの実ᚰἧỵὊἽドにᚨፗしề、ٳދ୧ᩧᚾ᬴を
᧏ڼしたί現נờᚾ᬴をዒዓɶὸẇ

 ୧ᩧᚾ᬴によỦࣱ̮᫂ấよỎ᧸൲јௐのᚸ̖ẇٳދ
 Ў܇ኽӳἓἑἝỴシリỽをࠋرしたỽἢὊỾἻスのોᑣẇ

Ṟ ኽ୒シリἅὅᨗٽᩓ൷ἴἊἷὊἽの˺ᙌ
ṟ ˺ᙌしたἴἊἷὊἽのӲᆔࣱ̮᫂ᚾ᬴

ί᭗ภ᭗฻ᚾ᬴ễỄὸấよỎẸのᚸ̖
Ṡ ୧ᩧᚾ᬴ấよỎẸのᚸ̖ٳދ

8ʕ　　ʕ



研研 究究究究究究 ঺঺ ௐ

ࡇ࠰成ᾁᾇ࠯ ᘮ໎ע˖ಅのシὊἌૅੲἩἿἂἻム ίᅦ޽ϐဃӧᏡỺ἟ἽἀὊᄂᆮ᧏ႆਗໜೞᏡ҄ࢍʙಅὸ

産総研ỉᝡྂ˖業ầৼảỦᛢ᫆

˖業ỉ২ᘐἉーἌ

ʻࢸỉޒ開

˖業ỉἉーἌ

˖業ầৼảỦᛢ᫆

産総研ỉᝡྂ

研 究 ঺ ௐ

Ẕ研究঺ௐẕ

ẔἯỶὅἚẕ

ଐஜ҄成ఇࡸ˟ᅈᾉ߷஭ᅎිޛ、ࠎჇဃ܇
ϐဃӧᏡỺ἟ἽἀὊᄂᆮἍὅἑὊᾉႉຓѨࢠὉஙဋࡍҦὉܢᣃܷ୓Ὁౕ᜿ദଯὉ෌ރᅵɟὉ᭗ᢒᅵݵ

ഥдίEVA)用௚೛яд㝧㟁ụݥήႆᩓἴἊἷὊἽࣱ̮᫂Ӽ上のたỜのᨗٽ

ᩓ൷ἴἊἷὊἽ˺ᙌὉᚸ̖のたỜのᚨͳを̬ஊしềẟễẟᨗٽ

ᩓ൷ἴἊἷὊἽの˺ᙌấよỎẸのࣱ̮᫂ίPIDཎࣱὸᚸ̖ᨗٽ

PID現ᝋの৮Сјௐにếẟềの˺用ೞನをᚐଢẴỦたỜのӲᆔᚐௌを実଀

ᨗٽᩓ൷ἴἊἷὊἽのݥഥ஬に用ẟỤủỦEVA(ỺἓἾὅἥἝἽỴἍテὊἚὸを௚೛ẴỦたỜの௚
೛ядを᧏ႆしềẨたẇ

ᨗٽᩓ൷EVAݥഥ஬用௚೛ядとしềTAIC®ίἚリỴリἽイἏシỴ἞ἾὊἚὸを̬ஊしềẟỦẇ
ẮのᙌԼのɼᙲೞᏡをዜਤし、᭗Ў܇ᚨᚘ২ᘐをࣖ用しề、ኽ୒シリἅὅᨗٽᩓ൷ἴἊἷὊἽの
ࣱ̮᫂˯ɦ現ᝋίPID現ᝋὸをјྙႎに৮СẴỦ௚೛ядをૼしẪ᧏ႆしたẇ

Ṟ ኽ୒シリἅὅᨗٽᩓ൷ἴἊἷὊἽの˺ᙌ
ṟ ˺ᙌしたἴἊἷὊἽのӲᆔࣱ̮᫂ᚾ᬴

ίᾟᾘᾓᚾ᬴ễỄὸấよỎẸのᚸ̖

ኽ୒シリἅὅᨗٽᩓ൷ἍἽ/ἴἊἷὊἽ˺ᙌὉᚸ
̖のたỜのᚨͳを̬ஊしềẟễẟẇ

ὉPID現ᝋの৮Сјௐにếẟềの˺用ೞನのᛇኬをᚐଢẴỦたỜのӲᆔᚐௌ
を実଀し、ஊႩễኽௐをࢽたẇ

Ṟ᧏ႆした௚೛ядをԃஊしたEVAシὊἚを˺ᙌẇ
ṟẮのEVAシὊἚを用ẟềኽ୒シリἅὅᨗٽᩓ൷ἴἊἷὊἽを˺ᙌし、

ࣱ̮᫂ᚾ᬴をᘍạẇ
Ṡ実᬴ኽௐをؕに௚೛ядễỄのોᑣをᘍạẇ
ṡΟủたཎࣱをஊẴỦ௚೛ядの᧏ႆに成ыしたẇ
Ṣ PID現ᝋの৮Сјௐにếẟềの˺用ೞನのᛇኬをᚐଢẴỦたỜの

Ӳᆔᚐௌを実଀したẇ

 ᧏ႆしたݥഥ஬を用ẟたἴἊἷὊἽの1500VɦỂのࣱᏡᚸ̖ί٭換јྙ、᎑PIDࣱᏡễỄὸをᘍạẇ
 ᭗јྙἍἽίN׹ἍἽ、PERCἍἽሁὸにݣしềのPID৮СᏡщのᚸ̖をᘍạẇ

と実᬴ኽௐẇ܇ᩓ൷ἴἊἷὊἽのPIDᚾ᬴のಮᨗٽ
᧏ႆԼは、PIDэ҄ầݲễẟẮとầỪẦỦẇ

᭗јྙᨗٽᩓ൷ἍルỆࣖݣẲẺݥഥ஬ဇ௚೛助дỉ開発
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᫘៻ဇἩἻἌἰൢ්Сࣂဇᩓಊỉཎࣱᚸ̖

ఇࡸ˟ᅈஔଐἻἢὊᾉบᡀ ဌὉ᭗ஙࡨ ԧʁὉ޽஭ ɟ೔
ϐဃӧᏡỺ἟ἽἀὊᄂᆮἍὅἑὊᾉ߷ᇢ ීԧὉ׽ݱ ՋʍὉແ߷ നࢠὉᇦޛ Ο܇Ὁߢဋ ᡶ

᫘៻ブἾὊドの්ủСࣂをႸႎとした᭗᎑ʁࣱᩓಊを᧏ႆ

᫘៻ᚨͳを̬ஊしềẟễẟたỜ実ೞ࿢ؾɦỂのཎࣱᚸ̖ᚾ᬴ầỂẨễẟ

実ೞ᫘៻を用ẟたἩἻἌἰൢ්Сࣂ用ᩓಊのཎࣱᚸ̖ᚾ᬴を実଀

消ᝲᩓщሁؕᄽႎễἙὊἑのӕࢽと実ೞにấẬỦ᎑ʁࣱをᚸ̖

• ᭗᎑ʁࣱᩓಊのؕஜႎễᩓൢႎཎࣱをଢỤẦにした
• 実ೞ࿢ؾɦỂ્ᩓに᎑ảỤủỦẮとをᚰଢ

Ṟע上ᚾ᬴によẾề、ᩓಊҥˮᧈẰẝたりの消ᝲᩓщをଢỤẦにẴỦとσに、
8mᧈẰのᩓಊầרɟに્ᩓẴỦẮとをᄩᛐしたẇ

ṟငዮᄂầ৑ஊẴỦ᫘៻のブἾὊド3௏に᭗᎑ʁࣱᩓಊを઀᠍したẇ
Ṡ᫘៻ầׅ転しềẟỦཞ७ỂờᩓಊồのᡫᩓӧᏡễᚨͳをݰλしたẇ
ṡ にᐱỦộỂ、᭗ᡮׅ転ɦỂờᩓಊầеầủנ10உのᩓಊ઀᠍ẦỤ現࠰2016

ᓳẼỦẮとは໯ẦẾたẇ
Ṣ実ೞ࿢્ؾᩓᚾ᬴によẾề、ᩋ、雪の࿢ؾỂờᩓಊのᄊْầ໯ẟẮとをᄩᛐẇ

 ୼ễỦ᎑ʁࣱὉ᎑ࣱͅのӼ上をႸਦし、ൢᝋ࿢ؾによỦᩓಊのэ҄を᧸ẫẇ
 ἩἻἌἰ્ᩓầ᫘៻のᆰൢщࣱܖᏡにɨảỦࢨ᪪をܭ᣽҄ẴỦẇ

Ṟ ἩἻἌἰൢ්Сࣂ用ᩓಊを実ೞ᫘៻に
઀᠍したἧỵὊἽドᚾ᬴ᚨͳをನሰ

ṟ 消ᝲᩓщ、᎑ʁࣱに᧙ẴỦᚸ̖ἙὊἑを
ଢỤẦにした

Ὁ੗ბдởἆムのьᄑ੗ბを用
ẟễẟ、ἆムと᣿ޓの҄ܖኽ
ӳ২ᘐを᧏ႆ

ὉἩἻἌἰのႆဃ࢟७に᣻ᙲễ
、しềݣඥにݡ᪪をɨảỦࢨ
᭗ẟችࡇをЈẴẮとầỂẨỦ

᭗ԗඬᩓเ

ᩓಊ ᛔᩓ˳

ἩἻἌἰ

ᛔឪ්

᣻ᙲݡඥ

ஹ২ᘐࢼ シὊἌ২ᘐ

ཎࣱᚸ̖ᚾ᬴を実଀ẴỦたỜの実ೞ
᫘៻を̬ஊしềẟễẟ

ἩἻἌἰᩓಊᾉ᱅ẟሂཞにᙸảỦờの

੗ბдᾉ્ᩓを᧹ܹ

上にấẬỦ્ᩓᚾ᬴ע
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ภඡ൦ểỴルἱἝỸἲࡑ஬ẦỤỉ൦እᙌᡯܱဇ҄研究

҅ଐஜᩓዴఇࡸ˟ᅈᾉɤි̢ርὉ˱᝝୓ᇘὉݱ᣼پܑݢ
ϐဃӧᏡỺ἟ἽἀὊᄂᆮἍὅἑὊᾉஇᬍᑶऔὉ෌කܨ ி҅ܖٻᾉ࠯᣼˦پὉܢ᣼ദឪὉบ᢫ЩଯὉދםርᑷ

ỴἽἱἝỸムと˷йภඡのỺ἟ἽἀὊဃ成ồの利用とϐ᝻เ҄の২ᘐ᧏ႆẇࡑ

ɼにᩓዴὉἃὊブἽ᫏のᇢ஬としềٶ᣽のỴἽἱἝỸムސዴầဃẳềẟỦẇ

ỴἽἱἝỸムސዴのብᄃவˑの౨᚛ấよỎӧ੿׹ἩἻὅἚによỦ実ᚰᚾ᬴ẇ

ӧ੿׹ἩἻὅἚによỦ൦እဃ成ầӧᏡỂẝỦẮとを実ᚰẇ

ᩓዴὉἃὊブἽᙌᡯỂؔẾた২ᘐと̮᫂をἫὊスに、ήἃὊブἽ、
ήᢿԼ、融雪ՠԼ、暖房器ễỄのЎ᣼にᡶЈẇ

ࡑỴἽἱἝỸムのஊј෇用ሊとしề、ᣠࣱඡを利用した൦እと൦ᣠ
҄ỴἽἱἝỸムのᙌᡯを౨᚛し、࠯成27ࡇ࠰ஜシὊἌૅੲʙಅấ
よỎငዮᄂ/ி҅ٻἰッἓὅἂἧỳὅドʙಅờԃỜ、ᄂᆮテὊἰとし
ềӕኵỮỂẨたẇ

• ӧ੿׹ἩἻὅἚを用ẟ、ỴἽἱἝỸムとټ໱ᣠࣱඡẦỤ
൦እဃ成ầӧᏡỂẝỦẮとを実ᚰしたẇ

ภඡעにᚨፗしたӧ੿׹ἩἻὅἚ

Ṟܴϋ実᬴をᘍẟ、ಮẉễብᄃỴἽἱἝỸムの൦እဃ成᣽をᚸ̖したẇ
ṟӧ੿׹ἩἻὅἚを˺ᙌしたẇ
ṠᣠࣱඡのิЈẴỦภඡעにấẟề、ӧ੿׹ἩἻὅἚを用ẟ、ỴἽἱἝỸムと

໱のภඡ൦ίᣠࣱඡὸを用ẟた実ᚰᚾ᬴をᘍẾたẇټ
ṡኽௐ、ܴϋ実᬴とӷሁの൦እႆဃầӧᏡỂẝỦẮとをଢỤẦにしたẇ

 ỴἽἱἝỸムの࢟७Ὁь૾߻ඥởӧ੿׹ἩἻὅἚのシステムᚨᚘのブἻッシἷỴッἩẇ
 ỴἽἱἝỸムとภඡ൦を用ẟた൦እဃ成システムの実用҄ὉՠԼ҄を౨᚛ẇヨ㦂䞉ホࡑ

ɼにᩓዴὉἃὊブἽ᫏のᇢ஬としềٶ᣽のỴἽἱ
ἝỸムސዴầဃẳềẟỦẇ

Ṟ இᢘብᄃίἱリὅἂὸவˑの౨᚛とシステ
ムཎࣱዮӳᚸ̖ඥのݰЈẇ

ṟ ӧ੿׹ἩἻὅἚによỦ実ᚰᚾ᬴ẇ

䝸䜰䜽䝍ー

䜺䝇䝞ッ䜾

 ἨỈ
౪⤥
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ܴϋภࡇとCOPの҄٭
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Ẕ研究঺ௐẕ

ẔἯỶὅἚẕ

•
•
実ᚰᚾ᬴にấẟề、җЎễ冷Ҳјௐを実ᚰ

ஹシステムにൔỔề᭗ẟႾỺ἟ࣱᏡを実ᚰࢼ

Ṟ

ṟ

Ṡ

システムẦỤܴϋồ̓ዅẰủỦ冷᫘は18ḥ以ɦỂẝり、ܴϋภࡇを
ࠝ଺26ḥ以ɦに̬ਤẴỦẮとを実ᚰ

システムCOPは7῍8を実ᚰẇ冷Ҳ᝟ᒵのفьによりẰỤにCOPӼ上
ầӧᏡ

運転ᝲはᡫࠝのỺỴἅὅ冷房とൔỔềኖ6лЪถẇ冷Ҳ᝟ᒵのفь
によりẰỤにٻẨễЪถјௐầӧᏡ





҄ࡇɶ熱交換器のἿὊテὊシἹὅによỦシステム᭗עによỦ冷房との́用ấよỎൢٳ

冷Ҳ᝟ᒵầٻẨẟٰ期にấẬỦシステムのؕᄽႎᏡщấよỎஇᢘ運転ἣἑὊὅのᄩᛐヨ㦂䞉ホ

研研 究究究究究究 ঺঺ ௐ

ࡇ࠰成ᾁᾇ࠯ ᘮ໎ע˖ಅのシὊἌૅੲἩἿἂἻム ίᅦ޽ϐဃӧᏡỺ἟ἽἀὊᄂᆮ᧏ႆਗໜೞᏡ҄ࢍʙಅὸ

産総研ỉᝡྂ˖業ầৼảỦᛢ᫆

˖業ỉ২ᘐἉーἌ

˖業ỉἉーἌ

˖業ầৼảỦᛢ᫆

産総研ỉᝡྂ

研 究 ঺ ௐ

ೞ֥᫏ỉ੎ൢϬҲἉἋἘἲ܇ɶ༏ửМဇẲẺᩓע

ἱἇὁ࿢ؾ২ᘐఇࡸ˟ᅈᾉဋɶᨻʴὉᬡຓଯࢠὉᡶؘ଻ځ
ϐဃӧᏡỺ἟ἽἀὊᄂᆮἍὅἑὊᾉϋဋබ࠯ὉӴޢჇࡻὉシἷἾスἑỾỸἻ὆ὉჽҾന࣓

ೞ器の੎ൢ熱冷Ҳシステム܇ɶ熱を利用したᩓע

࢘ᛆ২ᘐのᚸ̖ầỂẨỦ଀ᚨấよỎᚸ̖のἠỸハỸを̬ஊしềẟễẟ

実ᚰᚾ᬴଀ᚨのನሰấよỎ実ᚰ運転のᚸ̖

җЎễ冷ҲᏡщấよỎႾỺ἟ࣱᏡを実ᚰ

ἙὊἑἍὅἑὊሁにᚨፗẰủたᩓ܇ೞ器ẦỤの੎ൢ熱にݣしề、ע
ɶ熱を利用した熱交換器を用ẟềࡑ熱Ὁ冷房ẴỦシステムを᧏ႆ

ἤὊἚἯὅἩを̅用しễẟたỜ、ࢼஹのɟᑍႎễ冷房システムỂẝ
Ủᆰ冷ỺỴἅὅとൔ᠋しề、ࠢٻễႾỺ἟ầӧᏡ

໎ܹ଺にấẟề᩼ࠝ用ᩓเにݣẴỦ᝟ᒵầݱẰẪ、冷房Ꮱщのዜ
ਤầӧᏡ

࢘ᛆ২ᘐのᚸ̖ầỂẨỦ଀ᚨを̬ஊしềẟ
ễẟ

システムのࣱᏡᚸ̖ấよỎᧈ期ႎễࣱᏡʖ
ยのἠỸハỸを̬ஊしềẟễẟ

Ṟ 実ᚰᚾ᬴଀ᚨのᚨፗ

ṟ 冷ҲᏡщのᚸ̖

Ṡ ႾỺ἟јௐのᚸ̖

システムの೉׋ࡸ
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ૼңע൦ఇࡸ˟ᅈ ᾉ᜿ᕲΧࢠὉᯓလሶӮὉชဋࠝӴὉᕲක˦࠳
ϐဃӧᏡỺ἟ἽἀὊᄂᆮἍὅἑὊ ᾉϋဋබ࠯ὉӴޢჇဌ፦ὉシἷἾスἑỾỸἻ὆ὉჽҾന࣓

• 30mの熱交換器の؈ᚨを0.5῍1.0ଐのჺ଺᧓Ể実଀ӧᏡ
• より20%῍50%᭗ẟ͌をᅆẴẮとをྙݰの熱ˡٓם᪪Ểࢨɦ൦のעはྙݰ৑により，ỚẦẬ熱ˡئ
実ᚰ

Ṟ ῞ Ό῔ῠ῟ ῥ​ῷ‌῟ έᇢを๋੗したῩ῝ ῱​ῷ‌῟Ό‌を؈ᚨẇ
N͌30以ɦのޖעỂは、1ஜ3.0mを15Ўச฼Ể਴λ
ấよỎࡽẨ৷ẨӧᏡ

ṟ 熱ࣖሉᚾ᬴によỦỚẦẬ熱ˡྙݰはעႴの熱ˡݰ
ྙより20%῍50%᭗ẟૠ͌とễり、עɦ൦のࢨ᪪をԃ
ớ熱ཎࣱをยܭӧᏡ

Ṡ 熱交換器؈ᚨのἅスἚを1/2ᆉࡇに˯ถ

 ɦ൦්をјௐႎにシὊἽドἣイἩにӕりλủỦスリッἚのોᑣע
 のἯテὅシἵἽᚸ̖のؕᄽἙὊἑのӓᨼὉૢྸ؏עໜにấẬỦ熱ࣖሉᚾ᬴の実଀によỦעٶ
 井ৎᚨፗをӧᏡとẴỦ、έᇢЏりᩉしೞನをͳảたシὊἽドἣイἩの᧏ႆ

ඥに߻ᚨ؈熱交換器םと᩼੎൦Ὁ᩼੎ࡸஹ૾ࢼ
よỦ熱ࣖሉᚾ᬴のᚐௌኽௐにếẟề、ൔ᠋Ὁ౨᚛
૾ඥのჷᙸをஊしềẟễẟẇ

Ṟ によỦ熱ࣖሉᚾ᬴ܭยྙݰの熱ˡٓם
ኽௐのᚸ̖ẇ

ṟ 熱ࣖሉᚾ᬴ኽௐにếẟề、൦ྸעឋவ
ˑによỦࣱ࢘ڲのᚸ̖

˯ἅἋἚ༏ࣖሉᚾ᬴ỉẺỜỉૼᙹ߻ඥỉܱᚰ

῞ Ό῔ῠ῟ ῥ​ῷ‌῟ έᇢを利用した᩼੎൦Ὁ᩼੎ם
によỦ熱交換器の؈ᚨと଀߻଺᧓のჺ጑҄

熱交換器の଀߻ἅスἚ˯ถによỦ、熱ࣖሉᚾ᬴
の˯ἅスἚӧを実現

ᚾ᬴ࢸにはἣイἽを৷ሥỂẨỦたỜ，ᚾ᬴עの
Ҿཞ࠙ࣄầӧᏡ

῞ Ό῔ῠ῕ ῥ​ῷ‌῟ 利用の᩼੎൦ῒ᩼੎߻םඥによỦ˯ἅスἚ熱ࣖሉᚾの実ᚰ

との熱ࣖሉᚾ᬴ኽௐのൔ᠋Ὁ౨ᚰ૾ඥࡸとૼ૾ࡸஹ૾ࢼ

᚜ឋவˑによỦ熱ࣖሉᚾ᬴ኽௐの౨עによỦᚸ̖ẇ൦ྸྙݰの熱ˡٓם

˯ἅスἚ熱ࣖሉᚾ᬴の実ᚰ，熱交換器؈ᚨ଺᧓のჺ጑

˯ἅスἚ熱ࣖሉᚾ᬴
଀߻ಒဦ׋
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Ẕ研究঺ௐẕ
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೔Ꮲᙌኬሥ༏ʩ੭֥ửϋᔺẲẺἑὅἁעࡸɶ༏ʩ੭֥ỉ
ஊјࣱỉ౨ᚰ

ἊỼシステムఇࡸ˟ᅈᾉ᭗னჇӮὉᑅ᣼ദʂὉݱ᧓ঙࢠὉʞҗߕ૟ग़
ϐဃӧᏡỺ἟ἽἀὊᄂᆮἍὅἑὊᾉϋဋබ࠯ὉӴޢჇࡻὉShrestha GauravὉჽҾന࣓Ὁ᣿܇፽࠯Ὁʞҗჽීʼ

᭗ࣱᏡẦếᚨፗὉ運用ἅスἚ˯ถӧᏡễἑὅἁࡸ熱交換器ˁಮのൿܭ৖᪯

࢘ᛆ২ᘐのᚸ̖のたỜのᚨͳ、ᚸ̖のἠỸハỸを̬ஊしềẟễẟ

ɦ൦を利用ӧᏡễ実ᚰἧỵὊἽドӏỎᄂᆮՃのჷᙸởἠỸハỸの෇用ע

ἑὅἁࡸ熱交換器の熱交換ཎࣱをᄩᛐ、ỺỴイὅἊỹἁシἹὅのஊјࣱをᄩᛐ

עɦ൦Ὁิ൦ሁを̖ܤにࢽỤủỦئӳに、᭗ࣱᏡỂ、Ầ
ếᚨፗὉ運用ἅスἚの˯ถӧᏡễἑὅἁࡸ熱交換器のˁ
ಮと、ẸのᛇኬをൿܭẴỦ৖ඥ

ஜ熱交換器は、熱交換ࣱᏡầ᭗Ẫ、ݲễẟעɦ൦/ิ൦
̅用᣽Ể運用ӧᏡ、ẦếἳὅテἜὅスࣱにΟủềẟỦ

И期ἅスἚとἻὅἝὅἂἅスἚをЪถỂẨỦたỜ、עɶ熱
利用୍ӏồのブἾὊἁスἽὊにếễầỦ

• ἑὅἁࡸ熱交換器の熱交換Ꮱщは，ἩἾὊἚࡸよりờ᭗ẟẮとを実ᚰ

• 井൦のON/OFFСࣂとỺỴイὅἊỹἁシἹὅのஊјࣱのᄩᛐ

ἑὅἁࡸとἩἾὊἚࡸのࣱᏡൔ᠋ኽௐ

ṞவˑにờよỦầ、ἑὅἁࡸはἩἾὊἚࡸよりờ熱交換Ꮱщầ᭗ẟẮとをᄩᛐ
ί暖房଺ὸ

ṟ熱ܾ᣽のٻẨẟἑὅἁを利用ẴỦẮとỂ、熱交換器Ểのภ҄٭ࡇをዼởẦ
にỂẨỦたỜ、ቇဦễС૾ࣂඥỂẝỦON/OFFСࣂを੔用ỂẨ、システムᝲ
用を˯ถỂẨỦ

Ṡ現ע実᬴により、ᢘЏễ井൦СࣂとỺỴἾὊシἹὅによỦࢍСટਉầ熱交
換ཎࣱを᭗ỜỦẮとをᄩᛐ

 冷房଺の熱交換ཎࣱ、ႾỺ἟ࣱのᄩᛐ
 冷暖房᝟ᒵầٻẨẟئӳのࣖݣとしề、˂熱เとのハイブリッドにếẟềの౨᚛ầ࣏ᙲ
 よりݱᙹ೉ễブἿỴを̅用しề、̅用ᩓщのЪถ、システムCOPのӼ上にếẟềの౨᚛

җЎễ᣽のעɦ൦をൽỚ上ậỤủỦ井ৎと、ࢼ
ஹ׹のἩἾὊἚࡸ熱交換器とのൔ᠋ᚾ᬴をᘍạ
たỜのೞ器をஊしềẟễẟẇộた、ᚸ̖૾ඥにế
ẟềのἠỸハỸầឱりễẟẇ

Ṟ 実ᚰἧỵὊἽドỂのࢼஹೞ器とのൔ᠋
ἙὊἑのӕࢽ

ṟ ἑὅἁࡸ熱交換器の熱交換器ཎࣱ、ỺỴ
ἾὊシἹὅのஊјࣱᚸ̖

ἑὅἁࡸỂのỺỴἾὊシἹὅのјௐ

P
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ᩓᚐỜẾẨỆợỦ܉ٶឋ᣿ૅޓਤ˳ửဇẟẺ
᣿ޓኒ൦እᡢᢅᐏỉ開発

ఇࡸ˟ᅈྛޛᾉ܇ف᣿ࠊὉο᣻೎ᎧὉЭလᝮဌὉӞ߷፯୓
ϐဃӧᏡỺ἟ἽἀὊᄂᆮἍὅἑὊᾉᢒᕲ成᠗ὉЭဋՋࢠὉ༇߷ଡ࣓Ὁᤠங୓ӪὉ᱅קɢ᣺܇Ὁɶ஭᣺̀ὉʞᑆႸฌб

൦እᡢᢅᐏとễỦPdኒᐏとẸのૅਤ˳とễỦ܉ٶឋNiᐏの成ᐏ২ᘐẇ

ỜẾẨᐏをᚸ̖ίኽ୒ನᡯὉᘙ᩿ኵጢὉ൦እᡢᢅᏡሁὸẴỦᚨͳとჷᙸầễẟẇ

FREA実᬴ᚨͳӏỎᄂᆮՃのஊẴỦჷᙸởἠỸハỸの෇用ẇ

Pdኒᐏと܉ٶឋNiᐏの成ᐏഩသӼ上ẇݱᙹ೉ḵ҄׹ٻồޒ᧏し、ἠỸハỸྒࢽẇ

• ᩓᚐỜẾẨによỦ᣿ޓᙐӳᐏίPdኒᐏ/܉ٶឋNiૅਤ˳ὸの成ᐏഩသのӼ上ẇ
• ẇࢽឋᐏの成ᐏὉᚸ̖ሁのἠỸハỸをྒרஹൔ10̿以上のᐏ᩿ᆢἇイἌỂࢼ

ṞᩓᚐỜẾẨによỦPdኒᐏと܉ٶឋNiᐏの成ᐏ২ᘐίỼὅリὊὁὅの২ᘐὸ
ḤᩓᚐỜẾẨỂ成ᐏỂẨủị、˯ἅスἚὉჺ଺᧓Ểᑣឋᐏのٻ᣽ဃငầӧᏡ

ṟ ᚾᘍᥴᛚをኺề、Pdኒᐏのኵ成СࣂấよỎNiᐏの܉ٶឋ҄ϐ現ࣱのӼ上
Ṡ ኽௐ、᣿ޓᙐӳᐏの成ᐏഩသのӼ上 ḵᴾ実ᚰスἃὊἽỂのᚾ᬴ᚸ̖ἠỸハỸをྒࢽ

Ḥ܉ٶឋNiᐏに᧙しề、׎ᨥཎᚩЈᫍ、׎ᨥܖ˟ấよỎイὅἣἁἚἧỳἁἑὊ˄
ᨥᛯ૨Ể成ௐႆᘙ׎

ỜẾẨᐏのኽ୒ನᡯሁのஇᢘ҄ấよỎೞ఺ႎࡇࢍᚸ̖ẇ
実ᚰἇイἌί࠯ெ׹&όӷ׹ὸPdኒᐏ/܉ٶឋNiૅਤ˳の᣿ޓᙐӳᐏỂの൦እᡢᢅ᣽Ὁ᎑ʁࣱሁのᚸ̖ẇ

Ṟ ỜẾẨᐏのӲᆔЎௌᚸ̖のᘺፗầɧឱ

ṟ ൦እを用ẟた実᬴ᘺፗὉᚨͳầễẟ

Ṡ ൦እᡢᢅᐏに᧙ẴỦჷᙸởἠỸハỸầ໯ẟ

ἻἮスἃὊἽと実ᚰスἃὊἽ
൦እᡢᢅᚾ᬴ἭἽἒὊのɟ̊

ᘙᘻにᝦᡫしたࣇኬ܉ầẝỦNiᐏί܉ٶឋNiૅਤ˳ὸのᩓᚐỜẾẨによỦ成ᐏ২ᘐ

PdኒᐏのᩓᚐỜẾẨによỦ成ᐏ২ᘐ

ឋNiǊƬƖᐏ܉ٶ

Pdӳ᣿ǊƬƖᐏ

Ṟ ỜẾẨᐏのኵ成Ὁኽ୒ನᡯὉᘙ᩿ኵጢὉࡇࢍ
ሁをЎௌᚸ̖ỂẨỦᘺፗ᫏をܦͳ

ṟ ൦እᡢᢅᚸ̖ᘺፗሁの൦እ実᬴ᚨͳ
Ṡ ᣿ޓኒ൦እᡢᢅᐏに᧙ẴỦჷᙸὉἠỸハỸ

上ẦỤᙸたᩓ܇
ᦟϙჇࣇ᫋

MH2016

Mater. Trans. 58(7) (2017) in press. 

PCT/JP2016/082608

PdPd系系系膜

ほぼ濃度ムラの無い
均質Pd合金を成膜

多孔質多孔質NiNiNi膜

広角元素マッピングによる組成分析
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ỶỼὅ෩˳ửဇẟẺᨊ฻ὉᏮ൦ἩἿἍἋỉ開発

ଐஜ҄߻ܖಅఇࡸ˟ᅈᾉบ᢫ѐὉ߷ແᘽʍὉ൦ӝබ࠯
ϐဃӧᏡỺ἟ἽἀὊᄂᆮἍὅἑὊᾉЭဋՋࢠὉ᣿ʁ̬ήځὉཊ᣼ᝮᐱὉඕ᣼ᨺ೔Ὁ᱅קɢ᣺܇

イỼὅ෩˳のૼたễ用ᡦの᧏ਏとἥἊ἟スἩἻὅのನሰ

イỼὅ෩˳の൦ᔕൢԈӓ᣽ᚸ̖ấよỎ൦ᩓᚐ൦እのᨊ฻実ᚰᚾ᬴

イỼὅ෩˳を用ẟề൦ᩓᚐ൦እẦỤの᭗јྙᨊ฻を実ᚰ

イỼὅ෩˳を用ẟề൦ᩓᚐ൦እẦỤの᭗јྙᨊ฻を
実ᚰ

ὉイỼὅ෩˳の൦ᔕൢԈӓ᣽をᚸ̖し、ᨊ฻ࣱᏡにΟủたイỼὅ

෩˳をᢠܭ

ὉイỼὅ෩˳にชьдをьảỦẮとỂᨊ฻ࣱᏡをࠢٻにોծ

Ὁ൦ᩓᚐ൦እのᨊ฻ᚾ᬴ೞをᚨᚘὉᙌ˺し、ᨊ฻実ᚰᚾ᬴を実଀

 イỼὅ෩˳の൦ᔕൢԈӓの᭗ࣱᏡ҄
 ᨊ฻ἩἿἍスの᭗јྙ҄とᨊ฻ἸἝッἚのᙌԼ҄䞉ホ

ὉиဃẴỦἭスἧỵὅỾスẦỤ᭗˄ь̖͌ễᙌԼとễỦリὅኒイỼὅ෩˳の᧏ႆ২ᘐ

無電解ニッケルメッキの還元剤

ホスフィンガス

既存製品

副生成物

リン系イオン液体

高付加価値化

不揮発性
難燃性
高温耐久性
高吸湿性

原料

リὅኒイỼὅ෩˳(ɧੱႆࣱ、ᩊ༓ࣱ、᭗ภ᎑ʁࣱ、᭗Ԉ฻ࣱὸをシリὊἌỂ᧏ႆ

ὉイỼὅ෩˳のૼたễ用ᡦを᧏ਏし、ἥἊ἟スἩ
ἻὅをоЈしたẟ

Ὁᨊ฻ࣱᏡのᚸ̖২ᘐにếẟềᚨͳởἠỸハỸ
を̬ஊしềẟễẟ

ὉイỼὅ෩˳の൦ᔕൢԈӓ᣽をᚸ̖し、ᨊ฻ࣱ
ᏡにΟủたイỼὅ෩˳をᢠܭ

ὉชьдをьảỦẮとỂᨊ฻ࣱᏡをࠢٻにોծ
Ὁ൦ᩓᚐ൦እのᨊ฻ᚾ᬴ೞをᚨᚘὉᚾ˺し、ᨊ
฻実ᚰᚾ᬴を実଀

設計・製作した除湿試験機

日本化学㈱福島第二工場

16ʕ　　ʕ



研研 究究究究究究 ঺঺ ௐ

ࡇ࠰成ᾁᾇ࠯ ᘮ໎ע˖ಅのシὊἌૅੲἩἿἂἻム ίᅦ޽ϐဃӧᏡỺ἟ἽἀὊᄂᆮ᧏ႆਗໜೞᏡ҄ࢍʙಅὸ

産総研ỉᝡྂ˖業ầৼảỦᛢ᫆

˖業ỉ২ᘐἉーἌ

ʻࢸỉޒ開

˖業ỉἉーἌ

˖業ầৼảỦᛢ᫆

産総研ỉᝡྂ

研 究 ঺ ௐ

Ẕ研究঺ௐẕ

ẔἯỶὅἚẕ

ἤーἚἯὅἩဇἋἁἿールן጑ೞỉࣱ能ᚸ̖

Ỵ἟スἚޥဋఇࡸ˟ᅈᾉ෌ᙸคɟὉԧඡܑଢὉݱ௎ͤɟὉჵ᣼ᎢʍὉᕲܦޢ
ϐဃӧᏡỺ἟ἽἀὊᄂᆮἍὅἑὊᾉඕ຋ẝẦỈὉؘࠎ˲ܣὉᢒᕲ成᠗Ὁᤠங୓ӪὉ༇߷ଡ࣓Ὁᢒᕲ成᠗ὉЭဋՋࢠ

熱ׅӓἤὊἚἯὅἩ用スἁἿὊἽן጑ೞᙌᡯ২ᘐẇ

ἤὊἚἯὅἩ用スἁἿὊἽן጑ೞᚸ̖のたỜのἠỸハỸを̬ஊしềẟễẟẇ

熱јྙấよỎ᝟ᒵ٭ѣのࣖݣをᚸ̖ỂẨỦᚾ᬴システムの౨᚛ẇ

ἤὊἚἯὅἩ用スἁἿὊἽן጑ೞᚸ̖システムのನሰẇ

׹ݱ熱ׅӓἤὊἚἯὅἩに൭ỜỤủỦ᭗ภۥ˳ῒ᭗ן጑ൔにࣖݣしたן጑ೞನをờế᭗ችࡇスἁ
ἿὊἽן጑ೞᙌᡯ২ᘐẇ

• ᭗ภࣖݣスἁἿὊἽן጑ೞにஇᢘễᚸ̖システムをನሰしたẇ
• ஜシステムにより、スἁἿὊἽן጑ೞの熱јྙ、᝟ᒵ٭ѣᚾ᬴ầӧᏡとễẾたẇ

ṞႸႎとẴỦภࡇ؏Ểの熱јྙấよỎ᝟ᒵ٭ѣᚾ᬴に࣏ᙲễἣἻἳὊἑを
౨᚛し、ᚾ᬴にஇᢘễシステムのᚨᚘấよỎᚾ᬴ᘺፗのನሰをᘍẾたẇ

ṟᚾ᬴に࣏ᙲễἙὊἑầӕࢽỂẨỦẮとをᄩᛐしたẇ
Ṡ上ᚡより、᭗ภ؏ỂのἤὊἚἯὅἩ用スἁἿὊἽן጑ೞのࣱᏡᚸ̖ầӧᏡ

とễẾたẇ

 ಮẉễவˑɦにấẬỦスἁἿὊἽן጑ೞの熱јྙấよỎ᝟ᒵ٭ѣᚾ᬴、実用҄にӼẬた᎑ʁᚾ᬴によỦࣱ̮᫂のᚸ̖ễỄをᘍạẇ
ヨ㦂䞉ホ

ἤὊἚἯὅἩ用スἁἿὊἽן጑ೞのӲᆔᚾ᬴ӏỎ
ࣱᏡᚸ̖のたỜのἠỸハỸを̬ஊしềẟễẟẇ

熱јྙấよỎ᝟ᒵ٭ѣのࣖݣをᚸ̖ỂẨỦ
ἤὊἚἯὅἩ用スἁἿὊἽן጑ೞのࣱᏡᚸ̖
システムの౨᚛

ἿὊἽן጑ೞᙌᡯ২ᘐẇ

ἤὊἚἯὅἩ用スἁἿὊἽן጑ೞᚾ᬴ᘺፗ
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ʖ༏಺́ဇᨗٽ׹༏МဇዅืἉἋἘἲỉ
இᢘᢃ᠃Сࣂ৖ඥỉ開発

ఇࡸ˟ᅈʒ߻ᤧޛ৑ᾉެ௶達ʍὉɶຓ̢ɟὉఞ井ᢰଢὉᤠஙദᨺὉ࠯߷ᇘ
ϐဃӧᏡỺ἟ἽἀὊᄂᆮἍὅἑὊᾉඕ຋ẝẦỈὉؘࠎ˲ܣὉᤠங୓ӪὉ༇߷ଡ࣓Ὁᢒᕲ成᠗ὉЭဋՋࢠ

ʖ熱಺́用ᨗٽ׹熱利用システムのᙌᡯấよỎСࣂ২ᘐẇ

熱利用ዅืシステムᚸ̖のたỜのᚨͳを̬ஊしềẟễẟᨗٽ

ငዮᄂỂ̬ஊẴỦᨗٽ熱ἣ἟Ἵሁを利用したᚸ̖ᚨͳのನሰẇ

ʖ熱಺́用ᨗٽ׹熱利用システムのನሰὉ運用ἙὊἑのӕࢽẇ

᭗ภと˯ภのؾႸをዜਤしềஇࢸộỂ໯ᬛễẪɟܭภࡇのấืを利用ỂẨỦẮとầཎࣉの、׹ݱภ
২ᘐẇࣂʖ熱ἑὅἁᙌᡯấよỎСࡸޖ成ࡇ

• ʖ熱಺́用ᨗٽ׹熱利用ዅืシステムᚸ̖ᚨͳをನሰしたẇ
• ஜシステムにより、ภࡇ成ࡸޖʖ熱಺運転Сࣂの運用ἙὊἑをӕࢽしたẇ

Ṟʒ߻ᤧޛ৑のภࡇ成ࡸޖʖ熱಺とငዮᄂ
Ể̬ஊẴỦᨗٽ熱ἣ἟ἽሁをኵỚӳỪẶ
ỦẮとにより、ʖ熱಺́用ᨗٽ׹熱利用ዅ
ืシステムᚸ̖ᚨͳをನሰしたẇ

ṟภࡇ成ࡸޖʖ熱಺運転СࣂにấẬỦᨼ熱
ภࡇở්᣽ሁのἣἻἳὊἑを౨᚛したẇ

Ṡ上ᚡより、ᨗٽ熱を利用したภࡇ成ࡸޖʖ
熱಺の運用ἙὊἑをӕࢽしたẇ

 ẰỤにࠢ࠼ẟவˑɦỂの運用ᚾ᬴ἙὊἑをӕࢽし、ʖ熱಺́用׹ภࡇ成ࡸޖСࣂと、ʖ熱಺໯しのภࡇ成ࡸޖСࣂとのјྙをᚸ
̖ẴỦẮとỂ、ዅืシステムμ˳のࣱ̮᫂をӼ上ẰẶỦẇヨ㦂䞉ホ

熱利用ዅืシステムᚨͳấよỎシステムᨗٽ
のᨗٽ熱ồのஇᢘ҄২ᘐを̬ஊしềẟễẟẇ

ଏ܍ᚨͳをોᡯẴỦẮとによỦ、ʖ熱಺́用׹
ภࡇ成ࡸޖシステムのᚸ̖ᚨͳのನሰ

ภࡇ成׹ޖʖ熱಺と、Ẹủに੗ዓẴỦᨗٽ熱ᨼ熱ἣ἟Ἵ

ప㉁の熱䜢
⤥Ỉண熱䛸䛧䛶

฼⏝ྍ⬟

ᐦ
㛢
ᆺ
ᑠ
ᆺ
ண
⇕
ᵴ

 ᗘᡂᒙᘧ
ไᚚ
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൦እМဇᔛエネルギーஊј෇ဇỉẺỜỉ
έᡶႎ༏ʩ੭২ᘐỉ開発

҅ᑮᩓೞఇࡸ˟ᅈίᅦ޽Ⴤὸᾉ˱ᕲᇦ፦
ϐဃӧᏡỺ἟ἽἀὊᄂᆮἍὅἑὊᾉ熱ෙᑣ᠒、ᡁ஭ਏ、ܨ޽ݱɟ

熱交換器ࡸἩἿἍスӼẬブἾὊἊὅἂἩἾὊἚܖ҄

ஊೞハイドἻイドኒ൦እᝪᔺۥ˳を利用したႆᩓἩἿἍスồのࣖ用

熱交換器ᚸ̖ᚾ᬴ấよỎἩἿἍスܖ߻ႎễ熱交換器ᚨᚘ૾ᤆのᄩᇌ

೉લ්˳によỦ熱交換器ᚸ̖ᚾ᬴とἦὅἓᚐௌによẾề২ᘐᛢ᫆をਁЈ

҄ܖἩἿἍスӼẬブἾὊἊὅἂἩἾὊἚࡸ
熱交換器

᭗ẟˡ熱᩿ᆢをஊし、ἅὅἣἁἚࣱầӼ上
ᖦᘍしたˡ熱᩿を੔用ẴỦẮとỂ、᭗ẟዮ
ਙˡ熱̞ૠをᄩ̬

• ೉લ්˳ᚾ᬴を実଀し、ἦὅἓᚐௌ
• MCHͨൢ෩မ᩿ầἮἚἽ἟ッἁỂẝỦẮとをᚐଢ

ἦὅἓᚐௌ
ḷ 熱щܖႎにஇٻとễỦ熱交換器のᚨᚘを

ଢᄩにỂẨỦẇ
Ṟἦὅἓᚐௌί熱ᙐӳዴ׋ὸẦỤ、ϋᢿの熱交換ਫѣをᚐଢ
ṟ MCH්ͨ˳のൢ෩မ᩿ầ熱交換のἮἚἽ἟ッἁ
Ṡˡ熱᩿ᆢẻẬỂはễẪ、ൢ෩မ᩿の᩿ᆢをفьẰẶỦᚨᚘầ᣻ᙲ

 実්˳によỦ熱交換ᚾ᬴
 ൢ෩မ᩿をفьẰẶỦ熱交換器のᚨᚘὉᙌ˺
 ἾシἩἿỺὅἊὅ、Ꮾ൦እӒࣖ器、熱交換器をኵỚᡂỮẻ実ᚰᚾ᬴ᘺፗのᙌ˺

9ஊೞハイドἻイドὉ෩˳൦እ利用ἩἿἍスにấ
ẬỦᙲ൭ࣱᏡễỄのᚨᚘਦᤆầɧଢᄩ

9ฆႻ්をӕりৢạ熱交換器のᚨᚘ૾ᤆầɧଢ
ᄩ

Ṟ ൮用ἩἿἍスシἱἷἾὊἑὊを用ẟた熱
交換器἟ッἚὁὊἁのᚸ̖

ṟ ೉લ්˳を用ẟた熱交換器ᚸ̖ᚾ᬴

Ἒルエὅ

MCH

Ἒルエὅ
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ή発ᩓἉἋἘἲࣱ能Ὁ૏ᨦᚮૺỴルἆἼἌἲỉ開発ᨗٽ

ଐஜ߻փఇࡸ˟ᅈᾉݱ߷ᨙᘍὉฌ൦達ଢὉ߃လཊဏὉ҅ဣݎ଻ὉᤠஙܑӪὉ௶කɟշ
ϐဃӧᏡỺ἟ἽἀὊᄂᆮἍὅἑὊᾉٻ᜿ᜐʶὉ೛ஜ๾ὉᤠஙദɟὉɶ஭඲ਏὉ᩷ᄆဌᝮ

ήႆᩓίPV)システムዜਤሥྸのたỜのႆᩓᚮૺὉ૏ᨦᚮૺೞᏡᨗٽ

PVႆᩓ᣽ਖ਼ܭ২ᘐở実ᚰἙὊἑのɧឱ

PVႆᩓ᣽ਖ਼ܭ২ᘐở᧙ᡲஇૼ২ᘐ᧙ӏỎ実ᚰἧỵὊἽドἙὊἑによỦ౨ᚰ

PVႆᩓ᣽ਖ਼ܭ৖ඥをᚸ̖し、ᚮૺỴἽἆリἌムとしềの実用҄にᢊሂ

ӷᅈầ̬ஊẴỦPVႆᩓ᣽ᚮૺỴἽἆ
リἌムの౨᚛Ὁᚸ̖

ଏ܍ἴἝἑリὅἂシステムにPVႆᩓ
᣽ਖ਼ܭೞᏡをᡙьẴỦẮとによỦ᭗
ೞᏡ҄

ငዮᄂầPVႆᩓ᣽ਖ਼ܭ২ᘐởᚸ̖にếẟề
яᚕẇPVႆᩓ᣽ਖ਼ܭỴἽἆリἌムのᚸ̖ở実
ᚰἧỵὊἽドἙὊἑを利用したỴἽἆリἌムの
౨ᚰễỄを実଀

z PVシステムのႆᩓ᣽ởࣱᏡᚮૺに࣏ᙲễ২
ᘐởᚸ̖ਦ೅に᧙ẴỦჷᙸ

z PVႆᩓ᣽ਖ਼ܭỴἽἆリἌムの౨ᚰに࣏ᙲとễ
Ủ実ᚰἙὊἑầɧឱしềẟỦ

z࣏ᙲễἙὊἑをᚘยӧᏡỂẝủị᭗ẟችࡇのਖ਼͌ܭầࢽỤủ、Ẹủにより実ย͌とのൔ᠋によỦ
ႆᩓ᣽ᚮૺầӧᏡỂẝỦẮとをᄩᛐ

ႆᩓ᣽ਖ਼ܭỴἽἆリἌムをᚸ̖
z FREA実ᚰἧỵὊἽドἙὊἑを෇用
z 実ᨥのPVἇイἚỂはẴỔềのἙὊἑầ

ᚘยỂẨỦとはᨂỤễẟ
z ൦᩿࠯ଐݧἙὊἑのỚのἇイἚỂờ、

ଐݧをͼ૲᩿ἙὊἑに٭換ẴỦẮとỂ
ܭỂႆᩓ᣽をਖ਼ࡇ5%ᆉࠀᛚר࠯᧓࠰
ẴỦẮとầӧᏡ

˖ಅầ̬ਤẴỦٶᆔٶಮễᨗٽήႆᩓシステムにݣし、ႆᩓᚮૺỴἽἆリἌムのᢘࣖのӧᏡࣱを౨᚛ẇシステムの
ͤμࣱをᚮૺẴỦೞᏡとしề実用҄をᡶỜ、ஜシステムによỦᨗٽήႆᩓシステムのͤμễ୍ӏにᝡྂẴỦẇ

ʻׅのᚸ̖ݣᝋ

䝕ー䝍⟶⌮䝉ン䝍ー

ኴ㝧ගⓎ㟁䝅䝇䝔䝮

デ᩿
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図؟াશ৅ਗ਼୤भ実ౚध௓৒கૻຎ 図؟঩஋઴৅ਗ਼୤भ実ౚध௓৒ങഘ図
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ࡇ࠰成ᾁᾇ࠯ ᘮ໎ע˖ಅのシὊἌૅੲἩἿἂἻム ίᅦ޽ϐဃӧᏡỺ἟ἽἀὊᄂᆮ᧏ႆਗໜೞᏡ҄ࢍʙಅὸ

産総研ỉᝡྂ˖業ầৼảỦᛢ᫆

˖業ỉ২ᘐἉーἌ

ʻࢸỉޒ開

˖業ỉἉーἌ

˖業ầৼảỦᛢ᫆

産総研ỉᝡྂ

研 究 ঺ ௐ

Ẕ研究঺ௐẕ

ẔἯỶὅἚẕ

ἳỾὁἕἚኢᨗٽή発ᩓ৑ỉ૏ᨦὉэ҄ᚮૺ২ᘐỉ開発

ᅦႆ޽ᩓఇࡸ˟ᅈᾉᤠஙችɟ
ϐဃӧᏡỺ἟ἽἀὊᄂᆮἍὅἑὊᾉٻ᜿ᜐʶὉ೛ஜ๾Ὁɶ஭඲ਏὉ᩷ᄆဌᝮ

30ᆔのᨗٽᩓ൷ἴἊἷὊἽをݰλしたᅦ޽ᆰลἏὊἻὊἣὊἁ

ήႆᩓ৑をᧈ期運用ẴỦたỜのἳὅテἜὅス৖ඥሁồのჷᙸɧឱᨗٽ

ᔛᆢẰủたႆᩓἙὊἑのЎௌễỤỎに૏ᨦὉɧφӳʙ̊のᚐௌ

ήႆᩓ৑のᧈ期運用のたỜのᚨᚘὉ運用ἠỸハỸをᄩᇌᨗٽ

30ᆔ᫏のᨗٽᩓ൷(PV)ἴἊἷὊἽをݰλした׎ϋஇٻኢの
ᆰลἏὊἻὊἣὊἁ޽ήႆᩓᚸ̖ἇイἚỂẝỦᅦᨗٽ

Ṟ ᔛᆢẰủたႆᩓἙὊἑẦỤӲᆔPVἴἊἷὊἽ
のኺ࠰э҄ሁにếẟềЎௌ

ṟ ႆᩓの˯ɦởܤμにࢨ᪪ẴỦ૏ᨦの౨Ј૾
ඥの実ᚰとシἱἷἾὊシἹὅ

9 を౨ᚰ҄٭୵ᩧによỦӲPVἴἊἷὊἽのЈщٳދ᧓の࠰2
9ኖ3174kWのᨗٽήႆᩓにấẬỦ૏ᨦ実̊をЎ᫏ᚸ̖

 よりᧈ期の౨ᚰをᡶỜ、ᨗٽήႆᩓシステムのͤμễ運用とἳὅテἜὅス২ᘐにᝡྂẴỦ

Ṟ ಮẉễᆔ᫏のPVἴἊἷὊἽẦỤ、ᚨፗ࿢ؾに
ᢘしたPVἴἊἷὊἽのᢠܭầ׉ᩊ

ṟ ήႆᩓ৑をᧈ期運用しềẟẪたỜのO&Mᨗٽ
২ᘐầᄩᇌẰủềấỤẵ、ộたჷᙸờɧឱし
ềẟỦ

ᅦ޽ᆰลἏὊἻὊἣὊἁμ୎

ჄϋのᨗٽήႆᩓʙಅᎍをૅੲẴỦたỜのʴ஬Ꮛ成
ἩἿἂἻム

ૠ࠰᧓にỪたりᔛᆢẰủたႆᩓἙὊἑở૏ᨦʙ̊
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Performance and Reliability of Photovoltaic Systems, IEA PVPS Task 13 (2014)

¾ܱᨥのPVǷǹȆȠƱPVȢǸȥȸȫのЈщ˯ɦƸီƳǔŵ
¾PVǷǹȆȠのЈщ˯ɦƸŴ૏ᨦሁƴǑǓר࠯ưᴈ1.5%Ŵஇٻưᴈ6.4%

PVἴἊἷὊἽのЈщ҄٭ PVシステムのЈщ҄٭
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産総研ỉᝡྂ˖業ầৼảỦᛢ᫆

˖業ỉ২ᘐἉーἌ

ʻࢸỉޒ開

˖業ỉἉーἌ

˖業ầৼảỦᛢ᫆

産総研ỉᝡྂ

研 究 ঺ ௐ

Ẕ研究঺ௐẕ

ẔἯỶὅἚẕ

ҥኽ୒SiᨗٽήἣネルểỴἴルἧỳἋSiἉーἚỆấẬỦ
ᧈ஖ࣱ̮᫂ỉ౨ᚰ

ఇࡸ˟ᅈ࿢ؾシステムἶἰἠᾉெᱠ࠳˺
ϐဃӧᏡỺ἟ἽἀὊᄂᆮἍὅἑὊᾉٻ᜿ᜐʶὉ˱ẉஙʶὉܤᱣҦ፦

ᩓ൷ἴἊἷὊἽの᧏ႆᨗٽఌồのᆢ雪をјྙႎに融雪ẴỦދ

ܲᚇႎễᧈ期ࣱ̮᫂の౨ᚰ

ࣱ̮᫂ᚾ᬴のኽௐにؕỀẨ২ᘐᛢ᫆をਁЈ

ᧈ期ࣱ̮᫂をஊẴỦἴἊἷὊἽನᡯの২ᘐႎᛢ᫆ầᙸЈẰủた

Ṹ融雪にấẬỦỺ἟ἽἀὊἿスとἅスἚを᠉ถẴỦ২ᘐと、ႆᩓᩓщのјྙをӼ上ẰẶỦ২ᘐの᧏ႆをᘍạẇ

Ṹ᤾ெỺッἓὅἂἤὊἑをኵỚᡂỮẻૼたễ融雪ᨗٽ׹ᩓ൷ἴἊἷὊἽにếẟề、融雪ࣱᏡሁのൔ᠋ᚸ̖をᘍạẇ

株式会社 環境システムヤマノ

融雪とᨗٽήႆᩓをኵỚӳỪẶたኺฎࣱにΟủたދఌ融雪システム

ҥኽ୒シリἅὅᨗٽᩓ൷とᡢଢݰᩓᐏ׹ἤὊἑὊとኵỚӳỪẶềἴ
ἊἷὊἽồのბ雪を᧸ഥẴỦ、ૼしẟ融雪ᨗٽ׹ᩓ൷ἴἊἷὊἽ

᩿ᆢҥ̖のܤẟシὊἚ׹ỴἴἽἧỳスシリἅὅᨗٽᩓ൷ờ̅用ӧ

zҥኽ୒ᨗٽ׹ᩓ൷ἴἊἷὊἽを、ኽᩧϵኽᚾ᬴、᭗

ภ᭗฻ᚾ᬴、ೞ఺ႎᒵ᣻ᚾ᬴、ᨀᩒᚾ᬴、融雪ภࡇ

上ଞᚾ᬴ሁをᘍễẾề、Ẹのᧈ期ࣱ̮᫂を౨ᚰした

zỴἴἽἧỳスᨗٽ׹ᩓ൷ἴἊἷὊἽờӷಮにࣱ̮᫂

ᚾ᬴をᘍẟ、ᧈ期ࣱ̮᫂を౨ᚰした

zᙌԼ҄にӼẬề、ᾘᾔᾒᙹ఍ӕࢽに࣏ᙲễࣱ̮᫂ᚾ

᬴をᘍẟ、ࣱ̮᫂ᄩ̬のたỜの২ᘐᛢ᫆をਁЈしẸ

ủをᚐൿẴỦ࣏ᙲầẝỦẇ

z୼ễỦ᭗ࣱᏡ҄と˯ἅスἚ҄にếễầỦẮとầ期ࢳ

ẰủỦૼ২ᘐにếẟềờ౨᚛ầ࣏ᙲẇ

z融雪ᨗٽ׹ᩓ൷ἴἊἷὊἽのᙹ఍ӕࢽにӼẬềのᧈ期ࣱ̮᫂ᚾ᬴を実଀し、融雪ನ

ᡯにឪ׆ẴỦɧφӳにếẟềのඹẟЈしをᘍẾたẇẸのኽௐ、ᡢଢݰᩓᐏのỾἻス᩿の

୯りởޖ᧓еᩉầᚇยẰủỦễỄ、ʻࢸᚐൿẴỔẨ২ᘐႎᛢ᫆ầЙଢしたẇ

Ṟ ҥኽ୒シリἅὅᨗٽ׹ᩓ൷ἴἊἷὊἽのᚾ˺Լにݣし、IEC61215ᙹ఍にؕỀẪࣱ̮᫂
ᚾ᬴を実଀したࢸのЈщ˯ɦྙは、ᚾ᬴のӳ఍ؕแの8%をឬảễẟẮとをᄩᛐしたẇ

ṟ ᾟᾔᾣޖとᾔᾥᾐޖ᧓のеᩉࡇࢍᚾ᬴をᘍẾたኽௐ、ቬბࣱầ˯ẟẮとầЙଢしたẇቬბ
ɧᑣầဃẳたޖ᧓に൦ЎầԈӓẰủたӧᏡࣱầ᭗ẟẇ

Ṡ ỴἴἽἧỳスᨗٽ׹ᩓ൷ἴἊἷὊἽのᚾ˺Լにấẟề、ᡫᩓᚾ᬴をᘍẟ、Јщ˯ɦྙ
はᾘᾔᾒᙹ఍のӳ఍ؕแ10%をឬảễẟẮとをᄩᛐしたẇ

ṡ ỴἴἽἧỳス׹のἃὊブἽᇢ܇ᢿにấẟề、ἚἻッỿὅἂ現ᝋによỦと࣬ỪủỦׅែૺ
ዴầဃẳたẇᚾ᬴଺のᨗٽᩓ൷シὊἚᢿẦỤᇢ܇ᢿồのᣐዴ૾ඥにếẟềોᑣầ࣏ᙲẇ

ҥኽ୒׹ἴἊἷὊἽ
融雪ภࡇ上ଞᚾ᬴

ỴἴἽἧỳス׹ἴἊἷὊἽ
融雪ภࡇ上ଞᚾ᬴
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˖ಅӸ ؏ע ᛢ᫆Ӹ

ẌᨗٽήႆᩓЎ᣼ẍ

ᾐᾖᾒỺἾἁἚἿἝἁスίఇὸ ᅦ޽Ⴤᢼࠊޛ ኽ୒シリἅὅᨗٽ׹ᩓ൷ᩓಊἬὊスἚ用ỾἻスἧリッἚのોծ

ίఇὸἁἾハ ᅦ޽ჄẟỪẨࠊ ἬἿブスỽイἚኵ成ཋのࣱᏡὉ᎑ʁࣱᚸ̖

ἁἝἱ἟߻ಅίఇὸ ᅦ޽ჄẟỪẨࠊ ቬםỾスἢリỴᐏを用ẟたᨗٽᩓ൷ἢッἁシὊἚのࣱ̮᫂ᚸ̖

ίఇὸྛޛ ᅦ޽Ⴤᢼࠊޛ
໯ᩓᚐAgỜẾẨỴἁリἽ೔Ꮲቩ܇をЎ૝஬としたݰᩓࣱἧỵἽムを用
ẟề˺ᙌしたᕓᨗٽ׹ᩓ൷ἍἽỂのࣱ̮᫂ᚸ̖

ίఇὸ࿢ؾシステムἶἰἠ ᅦ޽Ⴤ᪰᝶߷ࠊ
ҥኽ୒Siを用ẟた融雪ᨗٽ׹ήἣ἟ἽにấẬỦ᭗ࣱᏡ˯ἅスἚ҄২ᘐ
の᧏ႆ

ଐஜ҄成ίఇὸ ᅦ޽ჄẟỪẨࠊ ᭗јྙᨗٽᩓ൷ἍἽӏỎ᭗ᩓࣖݣןのݥഥ஬用௚೛яд᧏ႆ

ίఇὸỴἇỽྸᄂ ᅦ޽Ⴤᢼࠊޛ
Ў܇ኽӳἓἑἝỴシリỽをᢘ用したᨗٽᩓ൷ἴἊἷὊἽのႆٳދᩓ᣽
ấよỎࣱ̮᫂ᚸ̖

Ẍ᫘щႆᩓЎ᣼ẍ

ίఇὸஔଐἻἢὊ ᅦ޽Ⴤඡ߃஭ ᎑ͅὉ᎑ἚἻッỿὅἂࣱನᡯをஊẴỦἩἻἌἰൢ්Сࣂᩓಊの᧏ႆ

ỴἽἣイὅίఇὸ ᅦ޽ჄẟỪẨࠊ ᫘៻ໜ౨UAVシステム実用҄にӼẬた᫠ᘍࣱᏡの᭗҄ࡇと実ᚰ

Ẍע熱עɶ熱Ў᣼ẍ

ίఇὸி௿ᅹܖငಅ ܷ؉Ⴤ˅Өࠊ
๋融೔Ꮲを用ẟた᪃ૼႎễ᭗ภὉ᭗ן࿢ؾᚾ᬴২ᘐの᧏ႆとẸのᚸ
̖

ૼңע൦ίఇὸ ᅦ޽Ⴤᢼࠊޛ
แ෌ޖにấẬỦ˯ἅスἚ熱ࣖሉᚾ᬴のોᑣӏỎ熱交換器؈ᚨ߻ඥồ
のޒ᧏

ίఇὸἮỴ ܷ؉ჄంҾࠊ ἮỴἭὊἽスỿἵἜὊの᧏ႆ׹熱ᢘദ利用のたỜの᎑熱ע

ἊỼシステムίఇὸ ࠊ৖Ⴤ๚එޥ ೔Ꮲᙌኬሥ熱交換器をϋᔺしたἑὅἁעࡸɶ熱交換器の᭗҄ࡇ

ίஊὸἊỹイἙỵỺἧ ᅦ޽ჄẟỪẨࠊ
ီᆔӷ᠆ݱӝࢲ੔熱ᥟሥの੔熱јௐのஊјࣱ౨ᚰとẸの଀߻২ᘐの
ᄩᇌ

ἱἇὁ࿢ؾ২ᘐίఇὸ ᅦ޽Ⴤ˟඾ᒉ௅ࠊ ҄ࡇೞ器᫏の੎ൢ冷Ҳシステムの᭗܇ɶ熱を利用したᩓע

ίఇὸリἜἊス ܷ؉Ⴤ˅Өࠊ ภඡႆᩓᘺፗの᭗јྙ҄Ὁ᭗᎑ʁ҄ૅੲ׹ݱ

ẌᔛỺ἟ἽἀὊЎ᣼ẍ

ίఇὸọộỪり ᅦ޽Ⴤ᪰᝶߷ࠊ ỽὊἮὅἝἷὊἚἻἽ༓૰の熱利用২ᘐの᧏ႆ

ίఇὸᬔณ߻ಅ৑ ܷ؉Ⴤ˅Өࠊ ᚜ἢイἜリὊႆᩓシステムのஇᢘ҄౨׹ݱ

ଐஜ҄߻ܖಅίఇὸ ᅦ޽Ⴤɤବထ イỼὅ෩˳を用ẟた൦ᩓᚐ൦እのᨊ฻ἩἿἍスの᭗јྙ҄

҅ᑮᩓೞίఇὸ ᅦ޽Ⴤᅦࠊ޽ MCH利用׹Ў૝ႆᩓシステムのたỜの׹ݱέᡶႎ熱交換২ᘐの᧏ႆ

Ỵ἟スἚޥဋίఇὸ ᅦ޽Ⴤჵԉထ ἰἂ἟ッἚỽッἩリὅἂを用ẟたἢイἜリὊႆᩓೞのႆᩓࣱᏡのᚸ̖

ίఇὸྛޛ ᅦ޽Ⴤᢼࠊޛ
ᩓᚐỜẾẨによỦ᣿ޓᙐӳ൦እᡢᢅᐏί܉ٶឋ᣿ૅޓਤ˳とᝮ᣿ޓ
൦እᡢᢅᐏのᙐӳᐏὸの᧏ႆとẸのᚸ̖

ίఇὸʒ߻ᤧޛ৑ ܷ؉Ⴤ˅Өࠊ
ภࡇ成ࡸޖʖ熱಺を用ẟた、ᨗٽ熱ᨼ熱器とᙀя熱เೞ器のஇᢘ運
転҄

ẌϐဃӧᏡỺ἟ἽἀὊሥྸЎ᣼ẍ

ଐஜ߻փίఇὸ ᅦ޽Ⴤ᪰᝶߷ࠊ
ᧈ期運用ἙὊἑとʴ߻ჷᏡίAIὸを෇用したݱ൦щႆᩓ৑ዜਤሥྸの
᭗҄ࡇ

ίఇὸ˟඾ἻἮ ᅦ޽Ⴤ˟඾ᒉ௅ࠊ ἅὅἍὅἚ׹スἰὊἚἳὊἑὊのᚸ̖Ὁᛢ᫆ᚐൿ

ᅦႆ޽ᩓίఇὸ ᅦ޽Ⴤᅦࠊ޽ ἳỾὁッἚኢᨗٽήႆᩓ৑のэ҄ᚸ̖と૏ᨦὉэ҄౨ჷ৖ඥの᧏ႆ

ࡇ࠰成ᾁᾈ࠯ ૅੲテὊἰリスἚίμᾁᾅˑὸ
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No.02 ஊೞᤲȚȭȖǹǫǤȈᨗٽ׹ᩓ൷ƴƓƚǔஊೞǢȟȳ஬૰の᧏ႆ
ૅੲᛢ᫆ӸžȚȭȖǹǫǤȈኵ঺ཋのࣱᏡȷ᎑ʁࣱᚸ̖ſ

˖ಅӸᲴఇࡸ˟ᅈǯȬȏᲢᅦ޽ჄᲣ

˖ಅƕ̬ஊƢǔ২ᘐǷȸǺのϋܾᲴ
z ஊೞᤲȚȭȖǹǫǤȈᨗٽ׹ᩓ൷のȚȭȖǹǫǤȈ

ႆᩓޖƴԃǇǕǔஊೞǢȟȳ஬૰Ǜૼᙹ᧏ႆŵ
z ଏ܍のஊೞǢȟȳǑǓǋЎ܇᣽ƕٻƖƘŴ஬૰э҄

のᲫƭのҾ׆ưƋǔஊೞǢȳȢȋǦȠǤǪȳのਘ૝
ྵᝋの˯ถƕ஖ࢳƞǕǔŵ

ငዮᄂƴǑǔ২ᘐǷȸǺのᚸ̖૾ඥᲴ
z ȚȭȖǹǫǤȈᨗٽ׹ᩓ൷の˺ᙌᚸ̖২ᘐƴܱጚの

ƋǔငዮᄂƴƓƍƯŴૼᙹ஬૰Ǜဇƍƨμ׹˳׍እ
੭ཎࣱǍ᎑ʁࣱƴ᧙Ƣǔᚸ̖Ǜ٭Ǜ˺ᙌƠŴήᩓ܇
ᘍƏŵ

z H28ࡇ࠰ƴᚸ̖Ơƨૼᙹ஬૰ƸŴଏ܍஬૰ƴ10%
ชьƢǔƜƱƴǑǓŴଏ܍஬૰のǈのእ܇ǑǓ᎑ʁ
ࣱƕӼɥƢǔͼӼƕᙸǒǕƨŵH29ࡇ࠰ƸŴૼƨƳ
ૼᙹ஬૰ǋ౨᚛Ơƨእ܇の˺ᙌᚸ̖ǛᘍƍŴƞǒƳ
ǔཎࣱӼɥǛႸਦƢŵ

ඬӏјௐᲢƲのǑƏƴࢫᇌƭƔᲹᲣᲴ
z ήᩓ٭੭ཎࣱǍ᎑ʁࣱƕଏ܍஬૰Ǜ̅ဇƠƨእ܇Ǒ

Ǔ᭗ƍƜƱƕЙଢƢǕƹŴȚȭȖǹǫǤȈႆᩓޖƴ
ԃǇǕǔஊೞǢȟȳ஬૰ƱƠƯ࠼Ƙ̅ဇƞǕǔŵ˯
ǳǹȈư᠉᣽ȷȕȬǭǷȖȫƳᨗٽᩓ൷ƱƠƯܱဇ
҄ƞǕŴƜǕǇưᚨፗɧӧᏡƳئ৑ƴǋᚨፗưƖŴ
ƕᙸᡂǇǕǔŵٻਘئࠊ

২ᘐǷȸǺ

ஊೞᤲȚȭȖǹǫǤȈᨗٽ׹ᩓ൷のኽ୒ನᡯ

ငዮᄂの২ᘐૅੲ

Ფૼᙹ஬૰Ǜԃǉμᨗٽ׹˳׍ᩓ൷እ܇の˺ᙌ
Ფήᩓ٭੭ཎࣱǍ᎑ʁࣱƴ᧙Ƣǔᚸ̖

Ფଏ܍のஊೞǢȟȳǑǓǋٻƖƳЎ܇᣽
ąਘ૝ྵᝋの˯ถư᎑ʁࣱӼɥ

ᲤஊೞǢȟȳ஬૰のᙌᡯᝤ٥
Ფ஬૰Ქᨗٽᩓ൷ᙌᡯ২ᘐǛσӷ᧏ႆ
Ფ˯ǳǹȈư᠉᣽ȷȕȬǭǷȖȫƳᨗٽᩓ൷ƱƠƯŴٻ

ƖƘئࠊƕਘٻ

ܱဇ҄

ஊೞǢȟȳ

ᤲ

ȏȭǲȳ

ૼᙹஊೞǢȟȳ

Ɣǒ ǁ

H29ᘮ໎ע˖ಅのǷȸǺૅੲȗȭǰȩȠᲢᅦ޽ϐဃӧᏡǨȍȫǮȸᄂᆮ᧏ႆਗໜೞᏡ҄ࢍʙಅᲣ

No.01 ᩓ൷јྙ҄のƨǊのᩓಊȚȸǹȈဇǬȩǹȕȪȃȈの᧏ႆᨗٽ
ૅੲᛢ᫆Ӹžኽ୒ǷȪǳȳᨗٽ׹ᩓ൷ᩓಊȚȸǹȈဇǬȩǹȕȪȃȈのોծſ

˖ಅӸᲴAGCǨȬǯȈȭȋǯǹఇࡸ˟ᅈ
Ტᅦ޽ჄᲣ

˖ಅƕ̬ஊƢǔ২ᘐǷȸǺのϋܾᲴ
z ኽ୒ǷȪǳȳᨗٽᩓ൷˺ᙌƴဇƍǒǕǔᩓಊဇȚȸ

ǹȈƴԃǇǕǔӲᆔǬȩǹȕȪȃȈの᧏ႆŵ
z ƜǕǒǬȩǹȕȪȃȈǛԃஊƠƨᩓಊȚȸǹȈの

˺ᙌŵ

ငዮᄂƴǑǔ২ᘐǷȸǺのᚸ̖૾ඥᲴ
z ᧏ႆƠƨᩓಊȚȸǹȈǛဇƍƯᨗٽᩓ൷ǻȫǛ˺ᙌ

ƠᩓൢཎࣱǛᚸ̖Ƣǔŵ
z ᧏ႆƠƨᩓಊȚȸǹȈǛဇƍƯ˺ᙌƠƨǻȫの̮᫂

ࣱᚸ̖ǛᘍƏŵ

H28ࡇ࠰の঺ௐᲴ
z ƠƨૼᙹǬȩǹȕࣖݣஹǻȫƓǑƼഏɭˊǻȫƴࢼ

ȪȃȈǛ᧏ႆŵƜǕǛဇƍƨᩓಊȚȸǹȈǛ̅ဇƠ
Ư˺ᙌƠƨǻȫの٭੭јྙӼɥƴ঺ыƠƨŵ

ඬӏјௐᲢƲのǑƏƴࢫᇌƭƔᲹᲣᲴ
z ኽ୒ǷȪǳȳᨗٽᩓ൷の᭗јྙ҄ȷ᭗ࣱ̮᫂҄ƕ

ǒǕǔŵ׋
z ཎƴഏɭˊのᨗٽᩓ൷ǻȫဇᩓಊȚȸǹȈの᭗ࣱ

Ꮱ҄ƴᝡྂưƖǔŵ

ငዮᄂᲢFREA)

AGCǨȬǯȈȭȋǯǹ(ఇ)

ỉᩓಊȚȸǹȈƴԃǇǕǔǬ
ȩǹȕȪȃȈのኵ঺ƳƲǛ
ƑƯŴૼƠƍᩓಊȚȸǹ٭
ȈǛ˺ᙌŵ

ỉǬȩǹȕȪȃȈのஇᢘ҄

ỉ᧏ႆƠƨᩓಊȚȸǹȈǛဇƍƨᨗٽᩓ൷ǻȫの˺
ᙌƱᚸ̖ŵ

ỉǻȫのࣱ̮᫂ᚸ̖

ỉૼᙹǬȩǹȕȪȃȈƴǑǔᨗٽᩓ൷ǻȫのɟޖ
の٭੭јྙӼɥƱࣱ̮᫂のᚸ̖ŵ

H29ࡇ࠰ᚘဒ

ỉૼᙹǬȩǹȕȪȃȈǛဇ
ƍƨഏɭˊǻȫのјྙӼ
ɥƴ঺ыŵ
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No.04 ᩓ൷ȢǸȥȸȫのࣱᏡᚸ̖ᨗٽᩓࣱȕǣȫȠǛဇƍƯ˺ᙌƠƨݰ
ૅੲᛢ᫆Ӹž໯ᩓᚐAgǊƬƖǢǯȪȫ೔Ꮲቩ܇ǛЎ૝஬ƱƠƨݰᩓࣱȕǣȫȠǛဇƍƯ˺ᙌƠƨᕓᨗٽ׹ᩓ൷ǻȫưのࣱ̮᫂ᚸ̖ſ

˖ಅӸᲴఇࡸ˟ᅈྛޛᲢᅦ޽ჄᲣ

˖ಅƕ̬ஊƢǔ২ᘐǷȸǺのϋܾᲴ
z ǢǯȪȫ೔Ꮲቩ܇ƴ໯ᩓᚐ᤼ǊƬƖǛᘍƬƨݰᩓ

Ǜ᧏ႆŵ܇ቩࣇࣱ
z Ɯの஬૰ǛŴᨗٽᩓ൷ȢǸȥȸȫ˺ᙌƴ࣏ᙲƳŴ

ǿȖዴ੗ӳ஬(ݰᩓࣱȕǣȫȠCFᲣǁのЎ૝஬Ტݰ
ᩓቩ܇ᲣƱƠƯМဇŵ

ငዮᄂƴǑǔ২ᘐǷȸǺのᚸ̖૾ඥᲴ
z Ɯのݰᩓࣱࣇቩ܇ǛဇƍƨᣐዴᲢǿȖዴᲣ੗ӳ஬

Ǜ̅ဇƠƯŴǿȖዴƱǻȫƱǛ੗ӳƠŴƦのࣱᏡ
Ტ੗ӳࡇࢍƳƲᲣǛᚸ̖Ƣǔŵ

z ܱᨥƴܱဇ҄ǵǤǺのȢǸȥȸȫǛ˺ᙌƠŴᩓൢ
ႎཎࣱǍࣱ̮᫂のᚸ̖ǛᘍƏŵ

H28ࡇ࠰の঺ௐᲴ
z ᩓࣱȕǣȫȠɶのAgǊƬƖǢǯȪȫ೔Ꮲቩݰ

ǘ٭のԃஊ᣽Ǜ˯ถƠƯǋŴƸǜƩ੗ӳǛ܇
ǒƳƍࣱ̮᫂Ǜࢽƨŵ

ඬӏјௐᲢƲのǑƏƴࢫᇌƭƔᲹᲣᲴ
z ǿȖዴ੗ӳ஬(ݰᩓࣱȕǣȫȠᲣƴǑǔᨗٽᩓ൷Ȣ

Ǹȥȸȫの᭗ࣱᏡ҄ƴ݃ɨŵ

ఇࡸ˟ᅈྛޛ

• ȀǤȬǯȈ᤼ǊƬƖƴǑǔǢǯȪȫ೔Ꮲቩ܇の˺ᙌŵ
• ᤼ǊƬƖቩ܇ԃஊྙǛถǒƠƨ˯ǳǹȈCFの౨᚛ŵ

ငዮᄂ

ỉݰᩓࣱࣇቩ܇ǛဇƍƨᣐዴᲢǿȖዴᲣ੗ӳ஬Ǜ
̅ဇƠƯŴᣐዴ஬ƱǻȫƱの੗ዓȷᚸ̖ǛᘍƏŵ

ỉݰᩓࣱȕǣȫȠɶのAgǊƬƖǢ
ǯȪȫ೔Ꮲቩ܇のԃஊ᣽Ǜ˯ถƠ
ƯǋŴƸǜƩ੗ӳǛ٭ǘǒƳƍ̮
ࣱ᫂Ǜࢽƨŵ

ỉ᭗ภ᭗฻ᚾ᬴後のELဒ΂(ӫ׋Უ

੗ӳд

ᣐዴᲢǿȖዴᲣ

ǻȫのᩓಊ

܇ቩࣇᩓࣱݰ

ᩓ൷ǻȫᨗٽ

ỉȀǤȬǯȈ᤼ǊƬƖƴǑǔǢǯȪȫ೔Ꮲቩ܇Ǜ
ԃǜƩݰᩓࣱȕǣȫȠの˺ᙌӏƼŴƦǕǛဇƍ
ƨȢǸȥȸȫのࣱ̮᫂ӼɥƱ˯ǳǹȈ҄

H29ࡇ࠰ᚘဒ

H28ࡇ࠰঺ௐ

H29ᘮ໎ע˖ಅのǷȸǺૅੲȗȭǰȩȠᲢᅦ޽ϐဃӧᏡǨȍȫǮȸᄂᆮ᧏ႆਗໜೞᏡ҄ࢍʙಅᲣ

ȷᳬ

No.03 ᩓ൷ȢǸȥȸȫဇȐȃǯǷȸȈの᭗ࣱᏡ҄ᨗٽ
ૅੲᛢ᫆ӸžቬםǬǹȐȪǢᐏǛဇƍƨᨗٽᩓ൷ȐȃǯǷȸȈのࣱ̮᫂ᚸ̖ſ

˖ಅӸᲴǯȋȟȍ工ಅఇࡸ˟ᅈᲢᅦ޽ჄᲣ

˖ಅƕ̬ஊƢǔ২ᘐǷȸǺのϋܾᲴ
z ᤸཋưƋǔșȳȈȊǤȈǛҾ૰ƱƠƨǬǹȐȪם໱ቬټ

Ǣ஬૰Ǜ᧏ႆŵ
z ଏ܍のǬǹȐȪǢȕǣȫȠのɶưǋȈȃȗȬșȫのǬ

ǹȷ൦ᔕൢᢚૺࣱᏡǛஊƠƯƍǔŵ
z ငዮᄂி҅ǻȳǿȸư᧏ႆƞǕƨ২ᘐǛቬםᐏ஬૰ƱƠ

Ưܱဇ҄Ơƨǋのŵ
z ᧏ႆƠƨǬǹȐȪǢ஬૰Ǜᨗٽᩓ൷ȢǸȥȸȫのȐȃǯ

ǷȸȈƴᢘဇƢǔŵ

ငዮᄂƴǑǔ২ᘐǷȸǺのᚸ̖૾ඥᲴ
z ᧏ႆƠƨȐȃǯǷȸȈǛဇƍƯᚸ̖ဇのᨗٽᩓ൷ǻȫƓ

ǑƼȢǸȥȸȫǛ˺ᙌƢǔŵ
z ȢǸȥȸȫのࣱᏡᲢ٭੭јྙᲣȷࣱ̮᫂Ტ᭗ภ᭗฻ᚾ᬴

ƳƲᲣのᚸ̖ǛᘍƏŵ

H28ࡇ࠰の঺ௐᲴ
z ǬǹȐȪǢᐏǛᙐӳ҄ƠƨᡢଢƳםƳǷȸȈƱቬ̖ܤ

ȐȃǯǷȸȈǛૼƨƴ᧏ႆŵ
z PIDᚾ᬴ƴƓƍƯᑣڤƳཎࣱǛᅆƠƨŵ

ඬӏјௐᲢƲのǑƏƴࢫᇌƭƔᲹᲣᲴ
z ׋ԡ҄ƕݤǍᧈࣱܭܤᩓ൷ȢǸȥȸȫのࣱᏡのᧈ஖ᨗٽ

ǒǕǔŵ
z ࣱ̮᫂ӼɥƴǑǔᨗٽᩓ൷ȢǸȥȸȫのǳǹȈ˯ถƴ݃

ɨŵ

ȐȃǯǷȸ
Ȉ

ǯȋȟȍ工ಅఇࡸ˟ᅈ

ငዮᄂ(FREA)

˺ᙌƠƨȆǹȈဇȢǸȥȸȫ

ỉټ໱ቬםᤸཋưƋǔș
ȳȈȊǤȈǛҾ૰ƱƠ
ƨǬǹȐȪǢ஬૰Ǜဇ
ƍƨȐȃǯǷȸȈǛ˺
ᙌŵ

ỉǑǓ̖ܤưᡢଢƳᙐӳ҄
ȐȃǯǷȸȈǛ᧏ႆƠŴ
ܱဇ҄ǵǤǺのȢǸȥȸ
ȫǛ˺ᙌƠƨŵ

ỉᨗٽᩓ൷ȢǸȥȸȫǛ˺ᙌƠŴ
ࣱ̮᫂ƳƲǛᚸ̖Ƣǔŵ

ỉǑǓ̖ܤưᡢଢƳቬםᐏǛԃǉᙐӳ҄ᐏǛဇƍƨ
ȐȃǯǷȸȈƴݣƠŴࣱ̮᫂ᚾ᬴ሁǛᘍƏŵ

H28ࡇ࠰঺ௐ

H29 ࡇ࠰ᚘဒ
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No.06 ᭗јྙȷ᭗ࣱ̮᫂ᨗٽᩓ൷ȢǸȥȸȫ˺ᙌのƨǊの஬૰᧏ႆ
ૅੲᛢ᫆Ӹž᭗јྙᨗٽᩓ൷ǻȫӏƼ᭗ᩓࣖݣןのݥഥ஬ဇ௚೛яд᧏ႆſ

˖ಅӸᲴଐஜ҄঺ఇࡸ˟ᅈᲢᅦ޽ჄᲣ

˖ಅƕ̬ஊƢǔ২ᘐǷȸǺのϋܾᲴ
z ഥ஬ᲢEVAᲢǨݥᩓ൷ȢǸȥȸȫư̅ဇƞǕǔᨗٽ

ȁȬȳᣖᣠȓȋȫσ᣻ӳ೔ᏢᲣᲣのࣱ̮᫂Ǜ᭗Ǌǔ
ƨǊのชьдᲢ௚೛ядᲣŵ

z ᚨᚘ২ᘐ܇ஹԼのɼᙲೞᏡǛዜਤƠƳƕǒŴ᭗Ўࢼ
ǛࣖဇƠƯૼƠƍ௚೛ядǛ᧏ႆƠƨŵ

ငዮᄂƴǑǔ২ᘐǷȸǺのᚸ̖૾ඥᲴ
z ૼᙹ௚೛ядǛชьƠƨEVAݥഥ஬ǛဇƍƯᨗٽᩓ

൷ȢǸȥȸȫǛ˺ᙌƠŴӲᆔᚾ᬴ƴǑǓŴࣱ̮᫂ᚸ
̖ǛᘍƏŵ

H28ࡇ࠰の঺ௐᲴ
z ഥ஬ǛݥƴཎࣱǛӼɥƞƤƨEVAࠢٻஹԼƴൔǂࢼ

᧏ႆƠƨŵ
z PID৮СೞನのᚐଢǛᡶǊƨŵ

ඬӏјௐᲢƲのǑƏƴࢫᇌƭƔᲹᲣᲴ
z PIDྵᝋǛ৮ഥưƖǔEVAݥഥдƴǑǓŴᨗٽᩓ൷

ȢǸȥȸȫのࣱ̮᫂Ӽɥƕ஖ࢳƞǕǔŵ

ỉᚸ̖ဇᨗٽᩓ൷ǻȫȷȢ
Ǹȥȸȫの˺ᙌ(ϙჇӫ)

ỉȢǸȥȸȫのࣱ̮᫂ᚸ̖
(PIDᚾ᬴ƳƲᲣ

• ૼƠƍ௚೛ядの᧏ႆ
ƱŴƦǕǛဇƍƨEVA
ഥдの˺ᙌݥ

ଐஜ҄঺ఇࡸ˟ᅈ

ငዮᄂᲢFREA)

ỉࢼஹԼƴൔǂࠢٻƴཎࣱǛӼ
ɥƞƤƨEVAݥഥ஬Ǜ᧏ႆŵ

ȷPID৮СೞನのᚐଢǛᡶǊƨŵ

• 㧗㟁ᅽୗ（1500V）䛷のPIDᢚไ⬟ຊ䜢ᣢ䛴ᯫᶫຓ
๣の㛤Ⓨ

H28ࡇ࠰঺ௐ

H29ࡇ࠰ᚘဒ

ǫȐȸǬȩǹ

ഥ஬ݥ
(EVA)

ǻȫ

ȐȃǯǷȸȈ

H29ᘮ໎ע˖ಅのǷȸǺૅੲȗȭǰȩȠᲢᅦ޽ϐဃӧᏡǨȍȫǮȸᄂᆮ᧏ႆਗໜೞᏡ҄ࢍʙಅᲣ

No.05 ᭗јྙ˯ǳǹȈᗡᩌᨗٽᩓ൷ȑȍȫの᧏ႆૅੲ
ૅੲᛢ᫆Ӹžҥኽ୒SiǛဇƍƨᗡᩌᨗٽ׹ήȑȍȫƴƓƚǔ᭗ࣱᏡ˯ǳǹȈ҄২ᘐの᧏ႆſ

ငዮᄂの২ᘐૅੲ

• ᗡᩌᩓщの᠉ถƴǑǔȍȃȈǨȍȫǮȸӓૅのો
ծ Ტ˯ǳǹȈ҄Უ

• ƴǑǔႆᩓјྙのોծᲢ᭗ٻفᩓ൷ǁのή᣽ᨗٽ
ࣱᏡ҄Უ

• ᗡᩌǷǹȆȠのݰλᝲဇの˯ถƱǳǹȈӓૅのો
ծư୍ӏǛьᡮ҄ŵ

• ᆢᩌעの᭗ᱫ҄Ʊൢͅ٭ѣƴǑǔီࠝᨀᩌƴǑǔ
ʴ៲ᘮܹの᠉ถŵ

• ᗡᩌ଺の҄ჽ༓૰ෞᝲのራถŵ
• ᗡᩌᨗٽήႆᩓئࠊのਘٻŵ

ܱဇ҄

ȤȞȎƕ᧏ႆܱᚰɶのᗡᩌǷǹȆȠ

˖ಅӸᲴఇࡸ˟ᅈ࿢ؾǷǹȆȠȤȞȎᲢᅦ޽ჄᲣ

˖ಅƕ̬ஊƢǔ২ᘐǷȸǺのϋܾᲴ
ᩓ൷ȢǸȥȸȫのᨗٽఌǁのᆢᩌǛјྙႎƴᗡᩌƢǔދ
᧏ႆܱጚŵ
ǷȸȈ׹ǢȢȫȕǡǹǷȪǳȳᨗٽᩓ൷ƱȒȸǿǛɟ˳
҄Ơƨᗡᩌᨗٽ׹ᩓ൷ȢǸȥȸȫの২ᘐǛ෇ဇƠƯŴᩓ
්දλƴǑǔႆ༏ƴǑǓბᩌǛ᧸ƙᡫᩓ׹ᗡᩌᨗٽᩓ൷
ȢǸȥȸȫǛ᧏ႆŵ

ငዮᄂƴǑǔ২ᘐǷȸǺのૅੲ૾ඥᲴ
z ᗡᩌƴƓƚǔǨȍȫǮȸȭǹƱǳǹȈǛ᠉ถƢǔ২

ᘐૅੲǛᘍƏŵ
z ႆᩓᩓщのјྙǛӼɥƞƤǔ২ᘐૅੲǛᘍƏŵ
z ȢǸȥȸȫのࣱ̮᫂Ǜᚸ̖Ƣǔŵ׹ૼ

ඬӏјௐᲢƲのǑƏƴࢫᇌƭƔᲹᲣᲴ
• ୍ӏのȍȃǯưƋǔ᭗᫇ƳИ஖ݰλᝲဇƕ˯ถƞǕ

ǔŵ
• ᗡᩌƴǑǔᩓщෞᝲƱႆᩓƴǑǔМࢽのȐȩȳǹư

ൿǇǔȍȃȈのǨȍȫǮȸӓૅƕોծƞǕǔŵ
• ૼ২ᘐƴݣƢǔࣱ̮᫂のɧܤǛ৚ƠǐƘưƖǔŵ
• ൮ဇȢǸȥȸȫƱの̖఍ࠀǛ጑ݱƠŴᢘဇӧᏡƳࠊ

ưƖǔŵٻǛਘئ
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No.08 ᭗᎑ʁࣱ᫘៻ဇȗȩǺȞൢ්Сࣂᩓಊのᙌᡯ২ᘐ
ૅੲᛢ᫆Ӹž᎑ͅȷ᎑ȈȩȃǭȳǰࣱನᡯǛஊƢǔȗȩǺȞൢ්Сࣂᩓಊの᧏ႆſ

˖ಅӸᲴఇࡸ˟ᅈஔଐȩȐȸᲢᅦ޽ჄᲣ

˖ಅƕ̬ஊƢǔ২ᘐǷȸǺのϋܾᲴ
z ੗ბдǍǴȠのьᄑ੗ბǛဇƍƳƍŴǴȠƱ᣿ޓ

の҄ܖኽӳ২ᘐǛ᧏ႆŵ
z ျ൦ࣱನᡯǍŴ᎑ȈȩȃǭȳǰࣱನᡯǛஊƢǔૼ

ನᡯのȗȩǺȞൢ්СࣂᩓಊǛႆకŵ

ငዮᄂƴǑǔ২ᘐǷȸǺのᚸ̖૾ඥᲴ
z ২ᘐǷȸǺưƋǔૼನᡯȗȩǺȞൢ්СࣂᩓಊǛ

᫘៻ƴӕǓ˄ƚŴᩓಊのᢃဇǛܱೞܱᚰŵ
z ȗȩǺȞൢ්СࣂƴǑǔŴ᫘៻のᆰൢщܖႎཎࣱ

ોծјௐǛσӷưᚸ̖ŵ

HᲬᲲࡇ࠰の঺ௐᲴ
z ᧏ႆƠƨȗȩǺȞൢ්СࣂᩓಊǛ᫘៻ƴ઀᠍ƠŴ

᫘ǷȸǺȳưƋǔᅸ᳸ϤƴƔƚƯŴᄊ੷ǼȭǛࢍ
ܱྵƠƨŵ

ඬӏјௐᲢƲのǑƏƴࢫᇌƭƔᲹᲣᲴ
z 施工ƕܾତƳέᡶႎ᫘៻᭗ࣱᏡ҄২ᘐƱƠƯŴȗ

ȩǺȞൢ්СࣂဇᩓಊǛܱဇ҄ŵ
z ᫘៻のᆰൢщܖႎཎࣱǛોծƢǔƜƱưŴ᫘៻の

ႆᩓјྙӼɥŴឬݤԡ҄Ǜܱྵŵ

⌆ ફ঩嵑崸ー

産総研

௯੤の空気力৾的્性改ఒを৯的とした
高いິ୲性電ாの実用化・事業化

ා電৬

プラズマ

সര

プラズマ

Ⴇ水性コート

ා電৬のິトラッ崕ング性਱上、
ິଣ電エロー崠嵏ンৌੁ

ኽӳܖ҄

[జ来構ୗ]
[ৗ構ୗ]

産総研
ȗȩǺȞൢ්Сࣂᩓಊ ・௯੤のઈૡ૾ଙ、

௯யデータから気૴
制御の能力(ٙ発電
量のੜ加ী)を઴出

・気଴૖੯と気૴制
御能力のঢ়係性を
৥らかにし、ິ౜性
電ாの開発を崝ポー
トଣ電ଣ電ଣ電

H29ᘮ໎ע˖ಅのǷȸǺૅੲȗȭǰȩȠᲢᅦ޽ϐဃӧᏡǨȍȫǮȸᄂᆮ᧏ႆਗໜೞᏡ҄ࢍʙಅᲣ

No.07 Ӓݧ᧸ഥᐏ˄ǫȐȸǬȩǹƴǑǔᨗٽᩓ൷ȢǸȥȸȫの᭗ࣱᏡ҄
ૅੲᛢ᫆ӸžЎ܇ኽӳȁǿȋǢǷȪǫǛᢘဇƠƨᨗٽᩓ൷ȢǸȥȸȫのႆٳދᩓ᣽ƓǑƼࣱ̮᫂ᚸ̖ſ

˖ಅӸᲴఇࡸ˟ᅈǢǵǫྸᄂᲢᅦ޽ჄᲣ

˖ಅƕ̬ஊƢǔ২ᘐǷȸǺのϋܾᲴ
z ήᚑۥƱƠƯŴࢼஹのᣠ҄ȁǿȳのೞᏡǛӼɥƞƤ

ƨЎ܇ኽӳȁǿȋǢǷȪǫǛ᧏ႆŵ
z ஜ஬૰Ǜᨗٽᩓ൷ȢǸȥȸȫのǫȐȸǬȩǹƴࠋر

ƢǔƜƱưŴӒྙݧの˯ถȷ᧸൲јௐƴǑƬƯȢ
Ǹȥȸȫの٭੭јྙのӼɥǛ׋ǔŵ

ငዮᄂƴǑǔ২ᘐǷȸǺのᚸ̖૾ඥᲴ
z ᚸ̖ဇのǻȫƓǑƼȢǸȥȸȫの˺ᙌ
z FREAܱᚰȕǣȸȫȉưٳދ୧ᩧᚾ᬴ɶのȢǸȥȸ

ȫのࣱᏡƓǑƼࣱ̮᫂ᚸ̖ŵ

H28ࡇ࠰の঺ௐᲴ
z ஜ஬૰Ǜᘙ᩿ƴࠋرƠƨǬȩǹǛဇƍƯܱဇ҄ǵǤ

ǺのȢǸȥȸȫǛ˺ᙌƠŴ٭੭јྙのӼɥǛᄩᛐŵ
z FREAܱᚰȕǣȸȫȉưٳދ୧ᩧᚾ᬴Ǜ᧏ڼƠƨŵ

ඬӏјௐᲢƲのǑƏƴࢫᇌƭƔᲹᲣᲴ
z ഥјௐ᧸ݧᩓ൷ȢǸȥȸȫのǫȐȸǬȩǹのӒᨗٽ

ƱŴ᧸൲јௐƱƴǑǓŴٳދᚨፗƴƓƚǔႆᩓ᣽の
Ӽɥƕ஖ࢳƞǕǔŵ

ỉᚸ̖ဇǻȫȷȢ
Ǹȥȸȫの˺ᙌƱ
ࣱ̮᫂ᚸ̖

ỉૼᙹЎ܇ኽӳȁǿȋǢǷȪǫの᧏ႆ
ỉȁǿȋǢǷȪǫǛࠋرƠƨǬȩǹの˺ᙌ

ఇࡸ˟ᅈǢǵǫྸᄂ

ငዮᄂᲢFREA)

ỉӒݧ᧸ഥјௐƱ᧸൲ࣱǛ
ψƶͳƑƨࠋرдǛ᧏ႆŵ

ỉܱဇ҄ǵǤǺのȢǸȥȸ
ȫǛ˺ᙌƠŴٳދ୧ᩧᚾ
᬴Ǜ᧏ڼŵ

ỉܱဇ҄ǵǤǺのȢǸȥȸȫưのࣱᏡᚸ̖
ỉٳދ୧ᩧᚾ᬴ưのႆᩓ᣽ᚸ̖ȷ᧸൲јௐの౨ᚰ

H28ࡇ࠰঺ௐ

H29ࡇ࠰ᚘဒ

˺ᙌƠƨȢǸȥȸȫ Ⴧᆰȩȟȍǿȸ
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H29ᘮ໎ע˖ಅのǷȸǺૅੲȗȭǰȩȠᲢᅦ޽ϐဃӧᏡǨȍȫǮȸᄂᆮ᧏ႆਗໜೞᏡ҄ࢍʙಅᲣ

No.10 ᭗ภȷ᭗ןᚾ᬴࿢ؾǛܱྵƢǔဒ஖ႎ২ᘐ
ૅੲᛢ᫆Ӹž๋ᗡ೔ᏢǛဇƍƨ᪃ૼႎƳ᭗ภȷ᭗ן࿢ؾᚾ᬴২ᘐの᧏ႆƱƦのᚸ̖ſ

˖ಅӸᲴఇࡸ˟ᅈி௿ᅹܖငಅᲢܷ؉ჄᲣ

˖ಅƕ̬ஊƢǔ২ᘐǷȸǺのϋܾᲴ
z ๋ᗡ೔ᏢǛןщۥ˳ƱƠƯᲦલ˩ႎƴע൉ขᢿの

ǛϐྵƢؾ࿢ןǔ᭗ภȷ᭗ࢽᝋƱƳǓݣ༏᧏ႆע
ǔ২ᘐǛ੩కŵ

z Ɯの২ᘐǛМဇƠƯᲦ᭗ภȷ᭗ן࿢ؾᲢ500éᲦ
70 MPaᲣǛȩȜưϐྵƢǔƨǊᘺፗᲢע൉ขᢿ
࿢ؾᚾ᬴ᘺፗᲣǛᚨᚘȷᙌ˺ŵ

z ஜ২ᘐǷȸǺのȝǤȳȈƸᲦĬܤμᲦĭႾᚨፗǹ
ȚȸǹᲦĮ̖ܤƳᘺፗݰλᝲဇሁǛ฼ƨƠƭƭᲦ
᭗ภȷ᭗ן࿢ؾǛᢋ঺ӧᏡưƋǔໜŵ

ငዮᄂƴǑǔ২ᘐǷȸǺのᚸ̖૾ඥᲴ
z ᚾ᬴ᘺፗのܱဇ҄ƴӼƚᲦஜᘺፗのؾ൉ขᢿ࿢ע

ƨǊのஇᢘƳ๋ᗡ೔ᏢのᡲዓදλඥǛ᧏ႆŵ
z ᧏ႆƞǕƨ๋ᗡ೔ᏢǤȳǸǧǯǿのஊဇࣱǛᚸ̖ŵ
z ᚸ̖ኽௐǛ៊ǇƑᲦஜᘺፗのܱဇ҄ƓǑƼᘺፗǛ

ဇƍƨഏɭˊᄂᆮȷ᧏ႆのȗȩȳǛሊܭŵ

ඬӏјௐᲢƲのǑƏƴࢫᇌƭƔᲹᲣᲴ
z ༏ǨȍȫǮȸ᧏ႆƴƔƔǔᆔŷの౨᚛の̟ᡶŵע
z ž᭗ภȷ᭗ן࿢ؾſǛǭȸȯȸȉƱƢǔૼငಅ

Ტ᭗ภȷ᭗ן࿢ؾɦưの஬૰ཋࣱᚸ̖ሁᲣのоЈŵ

ᰴᘧ఍♫ ᮾᰤ⛉Ꮫ⏘ᴗ

ᑒᅽ༳ຍ࡟⁐⼥PEEKᶞ⬡ࡓ࠸⏝ࢆ㸪ᆅẆ῝㒊
⎔ቃヨ㦂⿦⨨ࡢヨసᶵࢆタィ࣭〇సࠋ

⏘⥲◊ ᮏ⿦⨨᭱ࡢࡵࡓࡢ㐺࡞⁐⼥ᶞ⬡ࡢ㐃⥆
ὀධἲࡢ㛤Ⓨࡢࡑ࡜᭷⏝ᛶホ౯ࠋ࠺⾜ࢆ

ᰴᘧ఍♫ ᮾᰤ⛉Ꮫ⏘ᴗࡢᢏ⾡ຊୖྥࡢ

⿕⅏ᆅᆅᇦ࡛“㧗 ࣭㧗ᅽ”ࡿࡍ࡜ࢻ࣮࣮࣡࢟ࢆ
ヨ㦂⿦⨨ࡢ㛤Ⓨ࣭〇ရ໬࡞⬟ྍࡀ၏୍ࡢ௻ᴗ࡬

Ѝ

H29ᘮ໎ע˖ಅのǷȸǺૅੲȗȭǰȩȠᲢᅦ޽ϐဃӧᏡǨȍȫǮȸᄂᆮ᧏ႆਗໜೞᏡ҄ࢍʙಅᲣ

No.09 ᫘៻ໜ౨ဇȞȫȁǳȗǿȸの᫠ᘍࣱᏡӼɥ
ૅੲᛢ᫆Ӹž᫘៻ໜ౨UAVǷǹȆȠܱဇ҄ƴӼƚƨ᫠ᘍࣱᏡの᭗҄ࡇƱܱᚰſ

˖ಅӸᲴǢȫȑǤȳఇࡸ˟ᅈᲢᅦ޽ჄᲣ

˖ಅƕ̬ஊƢǔ২ᘐǷȸǺのϋܾᲴ

z UAV઀᠍׹の᭗ችࡇǫȡȩજࢨ২ᘐ

z UAVのᐯѣᑋᘍǷǹȆȠ২ᘐ

ငዮᄂƴǑǔ২ᘐǷȸǺのᚸ̖૾ඥᲴ

z ǢȫȑǤȳᲢఇᲣのஊƢǔᐯѣᑋᘍǷǹȆȠƴ
ž᭗ችࡇยˮȷСࣂ২ᘐſǛᢘဇƠŴǫȡȩજࢨ
ˮፗŴ᫠ᘍኺែのദᄩƞǛᚸ̖Ƣǔŵ

z ᫘щႆᩓᚨͳໜ౨ဇƴᢘƠƨUAVのೞ˳Ǜᚨ
ᚘȷᚾ˺ƠŴUAVの᫠ᘍཎࣱǛ᫘඼᬴ܱӏƼ᣼
ưᚸ̖Ƣǔŵ᬴ܱٳ

z ܱ᫘៻Ǜ෇ဇƠƨUAVの᫠ᘍࣱᏡǛᚸ̖Ƣǔŵ

ඬӏјௐᲢƲのǑƏƴࢫᇌƭƔᲹᲣᲴ

z μƔƭ˯ǳǹȈの᫘៻౨௹২ᘐのᄩᇌƱܱᚰŵܤ

z ƴƓƚǔໜ౨৖ඥǁのӒପࡇ஖౨௹Сܭ

z ᫘៻のࣱ̮᫂ӼɥƱᧈݤԡ҄

z ǵȸȓǹʙಅのޒ᧏ƴǑǔᨽဇоЈŵ

ǢȫȑǤȳᲢఇᲣ

• ᭗ችࡇǫȡȩの׹ݱ᠉᣽҄

• ᫘щႆᩓᚨͳໜ౨ƴᢘƠƨᐯ
ѣᑋᘍǷǹȆȠ২ᘐの᧏ႆ

ỉܤμƔƭ˯ǳǹȈの᫘៻౨௹২ᘐのᄩᇌ

ỉǵȸȓǹʙಅのޒ᧏ƴǑǔᨽဇоЈ

ငዮᄂ

ỉજࢨˮፗŴ᫠ᘍኺែの
ദᄩƞǛᚸ̖

ỉೞ˳の᫠ᘍཎࣱǛᚸ̖

㧗⢭ᗘ ఩ᢏ⾡
RTK-GPS

✵ຊᢏ⾡

⏬ീฎ⌮ᢏ⾡

㧗⢭ᗘ ఩ᢏ⾡
✵ຊᢏ⾡

᥋㏆໬䞉
㧗ゎീᗘ໬

᫘щႆᩓᚨͳໜ౨
ƴᢘဇ
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No.12 ༏ȷภඡʟのᢘദƔƭਤዓႎƳМဇのƨǊの২ᘐע
ૅੲᛢ᫆Ӹžע༏ᢘദМဇのƨǊの᎑༏׹ȜǢțȸȫǹǭȣȊȸの᧏ႆſ

˖ಅӸᲴఇࡸ˟ᅈȜǢᲢܷ؉ჄᲣ

˖ಅƕ̬ஊƢǔ২ᘐǷȸǺのϋܾᲴ
z ӧᏡƳήࢽǤȡȸǸǛӕܖʟのُƓǑƼ前૾のή׭

ϋưᚨᚘȷᙌᡯӧᏡƳ׎ȜǢțȸȫǹǭȣȊᲢࡸܖ
˖ಅƸಊǘƣƔᲣŵ

z ǹǭȣȊȸƴǑǓӕࢽƠƨဒ΂のϼྸᲦᚐ᣷২ᘐ

ငዮᄂƴǑǔ২ᘐǷȸǺのૅੲ૾ඥᲴ
z ༏ႆᩓᲦƓǑƼภඡဇǷǹȆȠのಒࣞᚨᚘᲦˁע

ಮのሊૅܭੲŵ
z ᭗ภဇȇȐǤǹのᢠܭᲦᚸ̖ŵ
z ༏ȕǣȸȫȉưのࣱᏡᚸ̖ᚾ᬴ŵע

ඬӏјௐᲢƲのǑƏƴࢫᇌƭƔᲹᲣᲴ
z ᲢʒᘷのӼƖǍإऴޖ༏ႆᩓƴƓƚǔᲦ(a)ᝪသע

᧏ӝᲣのӕࢽƴǑǔע༏ǷǹȆȠྸᚐのข҄Ღ(b)
ᎊ஥ʟのǱȸǷȳǰᲦǻȡȳȈͤμࣱᚸ̖ƴǑǔ
ਤዓࣱのዜਤᲦ(c)׭ϋ৮သሁのȈȩȖȫ状況の৭
੮ƴǑǔᢘЏƳࣖݣのܱྵŵ

z ภඡᲦภඡႆᩓƴƓƚǔᲦ(a)׭ϋǹǱȸȫ˄ბ状
況の৭੮ƴǑǔ׭ʟのᢘദሥྸᲦ(b)׭ʟのͤμࣱ
ᚸ̖ƴǑǔਤዓႎภඡМဇŵ

Ფע༏ႆᩓᲦภඡဇǷǹȆȠのಒࣞᚨᚘᲦˁಮのሊૅܭੲ
Ფע༏ȕǣȸȫȉưのܱᚰᚾ᬴
Ფܱဇ҄ǁӼƚƨ᧏ႆᛢ᫆のਁЈƱᚐൿඥの౨᚛ૅੲ

Ფע༏ǷǹȆȠのྸᚐƴǑǔᢘദƳ᝻เМဇ
Ფ׭ʟのᢘദሥྸƴǑǔਤዓႎƳע༏ႆᩓᲦภඡМဇŵ
Ფภඡဇᘺፗ᧏ႆƴǑǔૼᙹȞȸǱȃȈの᧏ႆᲢ1.5Εόᆉ

Უࡇ
Ფע༏ע؏ဇૼᙹǵȸȓǹのܱྵᲢ2000᳸3000ɢό/࠰Ღ

10ʴᆉࡇのᨽဇᲣ

ܱဇ҄

嵄崊社ଲષ（ଅ਽用）

地熱発ਗ਼ ആ೎嵣ആ೎発ਗ਼

ে産嵣൬੪
崦ーンのੲ
ਾ਄੭

ഠᄺ੩の௏
৸ਙ௬੼ቼ੩ல঱岼

૾ଙ௬੼
ス崙ールહ
ା૾ଙ௬੼

ቼ੩の௏
৸ਙ௬੼

ቼ৔可ଳ৲の੎ਏਙቼ੩ト嵑崾
ルੲਾઽૐ

H29ᘮ໎ע˖ಅのǷȸǺૅੲȗȭǰȩȠᲢᅦ޽ϐဃӧᏡǨȍȫǮȸᄂᆮ᧏ႆਗໜೞᏡ҄ࢍʙಅᲣ

No.11 ᚨ工ඥの᧏ႆ؈ɶ༏МဇのƨǊの˯ǳǹȈ༏ʩ੭֥ȷע
ૅੲᛢ᫆Ӹžแ෌ޖƴƓƚǔ˯ǳǹȈ༏ࣖሉᚾ᬴のોᑣӏƼ༏ʩ੭֥؈ᚨ工ඥǁのޒ᧏ſ

˖ಅӸᲴૼңע൦ఇࡸ˟ᅈᲢᅦ޽ჄᲣ

˖ಅƕ̬ஊƢǔ২ᘐǷȸǺのϋܾᲴ
zǢȫȕǡǦǣȳǰȑǤȫǛМဇƠƯ᩼੎൦᩼੎םư

ȜǢțȸȫǛ੐ЪƠŴ൦ƱםჿのϼྸᝲဇǛ˯ถƢ

ǔƜƱƴǑǓ༏ʩ੭֥Ǜ˯ǳǹȈưᚨፗӧᏡŴ༏ࣖ

ሉᚾ᬴ƴМဇӧᏡᲢH28ܱࡇ࠰ᚰฎᲣ

zԗᡀのעɦ൦්ѣǛ஼ϋƴӕǓᡂǊǔ༏ࣖሉᚾ᬴ඥ

ငዮᄂƴǑǔ২ᘐǷȸǺのᚸ̖૾ඥᲴ
zᲭሖ৑ư༏ࣖሉᚾ᬴ᲢĬࢼஹ׹ȷĭોᑣǹȈȬȸ

Ȋȸ̅ဇᲣǛܱ施ŵኽௐのൔ᠋ȷ౨᚛ŵ

z᩼੎൦᩼੎ם༏ࣖሉᚾ᬴のȇȸǿᚐௌኽௐのעɶ༏

ǷǹȆȠᚨᚘǁのМဇඥᄩᇌ

ඬӏјௐᲢƲのǑƏƴࢫᇌƭƔᲹᲣᲴ
zעɦ൦්ѣǛᎋॾƠƨעɦ༏ཋࣱȇȸǿǛࢼஹǑǓ

ǋଔƘܤƘᚘยӧ

zעٶໜƴƓƚǔ༏ࣖሉᚾ᬴ኽௐǛ៊ǇƑŴஊј༏ˡ

ɶ༏ȝȆȳǷȣȫȞȃעࡇǛᡙьƠƨ᭗ችإऴྙݰ

ȗのܱဇ҄

z༏ࣖሉᚾ᬴ኽௐӏƼעɶ༏ȝȆȳǷȣȫȞȃȗの෇

ဇưעɶ༏Мဇの˯ǳǹȈ҄Ǜ̟ᡶ

ᚸ̖ǷȸǺ

୰✵の䡭䢕䢈䡣䡯䡮䢙䡴䢚䝟䜲䝹

㗰⟶ෆ䛻U䡽䡩䡬䢈䢚䜢ᤄධ

㗰⟶㒊䛻ᆅୗỈὶື䜢
ྲྀ䜚ධ䜜䜛䝇䝸ットタ⨨

䠘䝇ト䝺ー䝘ーのᨵⰋ（᱌）䠚䐟 䐠

䐟 䝇ト䝺ー䝘ー㒊䛻ᅵ◁ὶධ䜢
㜵䛠ከᏍ㉁䛺䝣䜱䝹䝍ータ⨨

䐠 䝇ト䝺ー䝘ー㒊の㗰⟶ෆഃ䛻
䝗䝺ーンᮦ䜢タ⨨

ᆅୗỈ䜢ྲྀ䜚㎸䜏䚸ᅵ◁のὶධ
䜢ጉ䛢䜛䜘䛖ᨵⰋ䛩䜛䚹

ᆅୗỈ㠃

熱ᛂ⟅ヨ㦂⏝
熱交換ჾタ⨨ᴫᛕᅗ

䠘ᨵⰋ䝇ト䝺ー䝘ー౑⏝䠚
䞉㠀᤼Ỉ䞉㠀᤼ᅵ䛷の᪋ᕤ
䞉ᚑ᮶ᆺ䛻ẚ䜉௬タ䛜ᑠつᶍ

䠘ᚑ᮶ᆺ䝪䜰䝩ー䝹䠚
䞉᥀๐᫬の᤼Ỉ䞉᥀๐ởἾのฎ⌮䛜ᚲせ
䞉◡◁の඘ሸ䛜ᚲせ

ᖏỈᒙ

ᆅୗỈὶື䜢ྲྀ䜚
㎸䜏ᙳ㡪䜢ຍ࿡䛧䛯
熱ᛂ⟅ヨ㦂䜢ᐇ᪋

◡◁୰䛷
ᆅୗỈὶື஘
䜜䜛

内
側

外
側

外
側
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No.14 Ʊ˯ǳǹȈ施工২ᘐ҄׹ݱɶ༏੔༏ሥのע
ૅੲᛢ᫆Ӹžီᆔӷ᠆ݱӝࢲ੔༏ᥟሥの੔༏јௐのஊјࣱ౨ᚰƱƦの施工২ᘐのᄩᇌſ

ᚸ̖ǷȸǺ˖ಅӸᲴஊᨂ˟ᅈǸǧǤȇǣǨȕᲢᅦ޽ჄᲣ

˖ಅƕ̬ஊƢǔ২ᘐǷȸǺのϋܾᲴ
zᙜヱᢏ⾡䛿䚸ᆅ୰熱฼⏝䝅䝇䝔䝮の᥇熱⟶㒊䜢ᑠཱྀ
ᚄྠ㍈ᵓ㐀䛸䛩䜛䜒の䛷䛒䜛䚹

z᪋ᕤ䛿௻ᴗ㛤Ⓨのືⓗ䝁ーン㈏ධヨ㦂ᶵ䜢౑⏝䛧䚸
᥇熱⟶䜢ᅇ㌿ᅽධ䛷ᆅ୰䛻タ⨨䛩䜛᪉ἲ䛷䛒䜛䚹

zእ⟶䛻㗰⟶䚸ෆ⟶䛻PB⟶䜢฼⏝䛧熱ఏᑟ⋡の␗䛺䜛
␗✀ᮦᩱ䜢᥇⏝䛩䜛஧㔜⟶᥇熱䝅䝇䝔䝮䛸䛩䜛䛣䛸䛷䚸
᥇熱ຠ⋡䜢䛒䛢䜛䚹

z㗰⟶ᮺ䛻䜘䜛ᆅ┙๛ᛶのቑຍ䚸ᾮ≧໬䛻䜘䜛ỿୗᑐ
⟇䛺䛹の㜵⅏㠃䛷の๪ḟⓗຠᯝ䛒䜚䚹

ငዮᄂƴǑǔ২ᘐǷȸǺのᚸ̖૾ඥᲴ
zỈᩥᆅ㉁ᵓ㐀の␗䛺䜛⚟ᓥ┴ෆ2ᆅᇦ䛷のᐇドᐇ㦂
zᶆ‽ᆺᆅ୰熱ヒートポンプ䝅䝇䝔䝮䛸のẚ㍑䞉᳨ウ

ඬӏјௐᲢƲのǑƏƴࢫᇌƭƔᲹᲣᲴ
z熱ఏᑟ⋡の㧗䛔㗰⟶䜢౑⏝䛩䜛䛣䛸䛷䚸㧗ຠ⋡໬䞉┬
䜶䝛໬

zᅇ㌿ᅽධᕤἲ䛻䜘䜚䚸既存᪋タ䜔⊃ᑠᆅ䛷の᪋ᕤ䛜
ྍ⬟

z᪋ᕤ䝁䝇ト䞉᪋ᕤ᫬㛫の㍍ῶ䛻䜘䜚䚸ᆅ୰熱䝅䝇䝔䝮
のᬑཬ䞉ᣑ኱䛻㈉⊩

z㗰⟶ᮺ䛻䜘䜛ᆅ┙๛ᛶのቑຍ䚸ᾮ≧໬䛻䜘䜛ỿୗᑐ
⟇䛺䛹䚸⿕⅏ᆅの䝅ー䝈䛸䛧䛶๪ḟⓗ䛺ຠᯝ䜒䛒䜚

ᆅ
୰
㒊

ᆅ
ୖ
㒊

῝ᗘ

20m䡚40m

᥇熱⟶のᮏᩘ䞉᪋ᕤ㛗（῝ᗘ）䛿䚸
ᅵ㉁䛻䜘䜚Ỵᐃ䛩䜛䚹
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No.13 Ǜ෇ဇƠƨ᭗јྙǷǹȆȠᲣؾɦ൦࿢עの؏עɶ༏ȷ༏ʩ੭֥の᭗јྙ҄Ტע
ૅੲᛢ᫆Ӹž೔Ꮲᙌኬሥ༏ʩ੭֥ǛϋᔺƠƨǿȳǯעࡸɶ༏ʩ੭֥の᭗҄ࡇſ

ᚸ̖ǷȸǺ˖ಅӸᲴǸǪǷǹȆȠఇࡸ˟ᅈᲢޥ৖ჄᲣ
˖ಅƕ̬ஊƢǔ২ᘐǷȸǺのϋܾᲴ
zᆅୗỈ䞉‪Ỉ➼䜢Ᏻ౯䛻ᚓ䜙䜜䜛ሙྜ䛻䚸㧗ᛶ⬟䛷䚸䛛

䛴タ⨨䝁䝇ト䛚䜘䜃㐠⏝䝁䝇ト䛜ప䛔熱交換ჾの௙ᵝ䛸
䛭のヲ⣽䜢Ỵᐃ䛩䜛ᡭ㡰䛻㛵䛩䜛≀䛷䛒䜛䚹

z㧗ᛶ⬟䝅ート≧熱交換ჾの౑⏝䛸䜶䜰䜲ン䝆䜵䜽䝅䝵ン䚸
஭Ỉ㔞ไᚚ䛻䜘䜚䚸ᑡ䛺䛔ᆅୗỈ/‪Ỉ౑⏝㔞䛷㐠⏝ྍ
⬟䚸䛛䛴䝯ン䝔䝘ン䝇ᛶ䛻ඃ䜜䛶䛔䜛䚹

ငዮᄂƴǑǔ২ᘐǷȸǺのᚸ̖૾ඥ Ჴ
z H28ᖺᗘ஦ᴗ䛻䛚䛔䛶䚸ᵓ⠏䛧䛯ᆅ୰熱HP䝅䝇䝔䝮䛻

䛚䛔䛶䚸ᬮᡣ᫬䛻௨ୗのᡂᯝ䛸ㄢ㢟䛜᫂䜙䛛䛻䛺䛳䛯䚹
䞉䝍ン䜽ᘧ熱交換ჾの熱交換⬟ຊ䛜༑ศ䛒䜛䛣䛸䜢☜ㄆ
䛧䛯䚹䜎䛯䚸䜶䜰䜲ン䝆䜵䜽䝅䝵ンの᭷ຠᛶ䜢☜ㄆ䛧䛯䚹
䞉䛣䜜䜎䛷ከ䛟౑⏝䛥䜜䛶䛝䛯プ䝺ート熱交換ჾ䜘䜚䜒ᑡ
䛺䛔஭Ỉ౑⏝㔞䛷䛒䜛஦䜢☜ㄆฟ᮶䛯䚹
䞉熱交換᮲௳のኚ᭦䛻䜘䜚䚸㧗䛔SCOP䜢ᚓ䜛䛯䜑の᮲
௳䜢☜ㄆ䛧䛯䚹䛯䛰䛧᪥㔞20t/10kW䜢㉸䛘䜛᪥䜒䛒䛳䛯䚹
z H29ᖺᗘ஦ᴗ䛷䛿䚸஭Ỉ㔞のᑡ䛺䛔ᆅᇦ䜈のᬑཬ䜢⪃

៖䛧䛶✵Ẽ熱※䝝䜲䝤䝸ッ䝗䝅䝇䝔䝮䛷の㐠⏝ຠᯝ䜢☜
ㄆ䛩䜛䚹SCOPの᭱㐺໬の䛯䜑の㐠㌿᮲௳䜢᳨ウ䛩䜛䚹

z෭ᡣ᫬の䝕ー䝍ྲྀᚓ䚸䝪䜰䝩ー䝹ᆺ䛸のẚ㍑䛻䜘䜛ᮏ
熱交換ჾのඃ఩ᛶの᳨ド䜢⾜䛖䚹

ඬӏјௐᲢƲのǑƏƴࢫᇌƭƔᲹᲣᲴ
zᮏ᪉ᘧの஭ᡞỈのᑡ䛺䛔ᆅᇦ䜈の㐺⏝ᛶᣑ኱䞉トー䝍

䝹䝁䝇トのඃ఩ᛶ䛻䜘䜚䚸ึᮇ䝁䝇トᅇ཰䜢10ᖺᮍ‶䚸
⿵ຓ㔠の䛒䜛ሙྜ䛻䛿ᩘᖺ௨ෆ䛻▷⦰ྍ⬟䚹

P
ᚠ⎔ポンプ

熱※Ỉฟ

Ỉ㠃

F R P Ỉᵴ

熱※Ỉධ䜚

‪Ỉ 䞉ᆅୗỈ
䜸ー䝞ー䝣䝻ー᤼Ỉཱྀ

䜶䜰ー
䜲ン䝆䜵䜽䝅 䝵ン

1
.
1
m

1
.
5
m

（≉チฟ㢪୰ ）

（≉チฟ㢪୰ ）

᤼Ỉ ᗘไᚚ䛻䜘䜛⠇Ỉ
（≉チฟ㢪୰ ）

ᆅ୰熱

ヒー トポンプ

ᨺ熱ჾ

‪Ỉ 䞉ᆅୗỈ

G-䜹ー䝨ッ ト
㛫㝸ಖᣢ䛷ᛶ⬟ྥୖ

外径0.9m

ᆅ୰熱䞉
✵Ẽ熱※
䝝䜲䝤䝸ッ
䝗ヒートポ
ンプ

㐺ṇ䛺྿㎸
㔞䛻䜘䜛㧗
䛔熱交換ᛶ
⬟のಖᣢ

⡆౽䛺⤥Ỉไᚚ䛻䜘
䜛タ⨨䝁䝇トのపୗ

ᆅ୰熱฼⏝ྍ⬟
タ⨨ᆅᇦのᣑ኱

㐺ṇ䛺᤼Ỉ ᗘ䛻䜘
䜛ᆅ୰熱の᭷ຠ฼⏝

㐺ṇ䛺⤥Ỉ䛻䜘䜛
ᥭỈ㟁ຊの๐ῶ

㐺ṇ䛺熱※Ỉ 
ᗘ䛻䜘䜛㧗䛔
COPのᐇ⌧

䝍ン䜽ᘧ熱交換ჾ䛻䜘䜛トー䝍䝹䝁䝇トのపῶ
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No.16 ᙹ೉ภඡưの᭗јྙႆᩓǛܱྵӧᏡƴƢǔೞ֥᧏ႆݱ
ૅੲᛢ᫆Ӹž׹ݱภඡႆᩓᘺፗの᭗јྙ҄ȷ᭗᎑ʁ҄ૅੲſ

˖ಅӸᲴఇࡸ˟ᅈȪȊǸǹᲢܷ؉ჄᲣ

˖ಅƕ̬ஊƢǔ২ᘐǷȸǺのϋܾᲴ
z ༏᣽ƕݱƞƍᲦƋǔƍƸภࡇƕ˯ƍƨǊƴᲦƜǕǇ

ưƸࡑూƞǕƯƖƨٶƘの༏ǨȍȫǮȸǛᩓൢǨȍ
ȫǮȸƴ٭੭ӧᏡƴƢǔž᭗јྙᐔႆࢌᩓೞſ
Ტ70éˌɥのภඡ൦ƱࠝภᆉࡇのϬҲ൦ƔǒᲦ
3kW᳸12kWのႆᩓƕӧᏡᲣŵ

ငዮᄂƴǑǔ২ᘐǷȸǺのૅੲ૾ඥᲴ
z ȐǤȊȪႆᩓᘺፗの᭗јྙ҄Ღ᭗᎑ʁ҄ƴӼƚƨ

ોᑣໜǛਦݰƢǔŵ
z ܱᨥのภඡႆᩓவˑの੩ᅆƱƦのவˑɦưのᘺፗ

ࣱᏡᚸ̖ǛᘍƏŵ
z ǹǱȸȫᲦᏵ᫢ሁのภඡႆᩓཎஊのբ᫆ƕႆᩓᏡ

щƴӏǅƢࢨ᪪Ǜ᬴ܱႎƴᚸ̖Ƣǔŵ

ඬӏјௐᲢƲのǑƏƴࢫᇌƭƔᲹᲣᲴ
z ஜ২ᘐƸ70éˌɥのภࡇƕƋǔǋののᲦิЈ᣽ƕ

ئƘƳƍภඡưのႆᩓǛӧᏡƴƢǔŵƞǒƴ工ٶ
੎༏ሁƴǑǔႆᩓǋӧᏡƴƢǔŵ

z ᝻เ᣽ȇȸǿƔǒਖ਼ܭƢǔƱᲦஜႆᩓᘺፗのᝤ٥
ӧᏡӨૠƸஇٻưኖ50,000ӨƱƳǓᲦ1,500Ε
όᙹ೉のئࠊƱƳǔŵ

ȪȊǸǹᅈƕ᧏ႆƠƨȗȭȈǿǤȗ

ငዮᄂの২ᘐૅੲ

Ფภඡ൦ƴᢘӳƠƨǷǹȆȠのોᑣ
ᲤภඡעưのႆᩓࣱᏡʖยᲦภඡ൦ƴǑǔܱᚰᚾ᬴
Ფภඡႆᩓ׍ஊのᛢ᫆のਁЈƱภඡưの̅ဇ଺のࣱᏡᚸ̖

Ფ׹ݱ
Ფӧ੿׹
Ფ˯ǳǹȈ
Ფ᭗Ꮱྙ (ኖ

8%)
Ფ ٶ ಮ Ƴ ༏

เ ǁ の ᢘ
ࣱࣖ

Ფ��éˌɥのภඡƴƓƚǔᲭ᳸12kWᆉࡇのݱᙹ೉ႆᩓƴǑ
ǔᲦ׎ϋע༏᝻เのஊјМဇŵ

Ფ˯ǳǹȈǷǹȆȠƴǑǔኺฎࣱのᄩ̬ᲢɟӨ300ɢόᆉࡇŵ
のׅӓ஖᧓ŵࡇᆉ࠰3 Უ

Ფٻ᣽ݰλƴǑǔᘮ໎ע؏ưのငಅоЈᲢᙌᡯᲦೞ֥ȡǤȳ
ȆȊȳǹᲣ

ܱဇ҄

H29ᘮ໎ע˖ಅのǷȸǺૅੲȗȭǰȩȠᲢᅦ޽ϐဃӧᏡǨȍȫǮȸᄂᆮ᧏ႆਗໜೞᏡ҄ࢍʙಅᲣ

No.15 ɶ༏ǛМဇƠƨႾǨȍȫǮȸ੎ൢϬҲǷǹȆȠのܱᚰע
ૅੲᛢ᫆Ӹžעɶ༏ǛМဇƠƨᩓ܇ೞ֥᫏の੎ൢϬҲǷǹȆȠの᭗҄ࡇſ

ᚸ̖ǷȸǺ

地中熱交換器

プレートフィンクーラープレートフィンクーラー

地中熱交換器 地中熱交換器

プレートフィンクーラープレートフィンクーラー

地中熱交換器

෭ᡣ฼⏝ እẼによる
ᆅ୰෭༷

෭ᡣ฼⏝እẼによる
ᆅ୰෭༷

䝕䞊䝍䝉䞁䝍䞊ᒇእ 䝕䞊䝍䝉䞁䝍䞊ᒇእ

˖ಅӸᲴȟǵȯ࿢ؾ২ᘐఇࡸ˟ᅈᲢᅦ޽ჄᲣ

˖ಅƕ̬ஊƢǔ২ᘐǷȸǺのϋܾᲴ
zᮏᢏ⾡䝅ー䝈䛿䠈䝕ー䝍䝉ン䝍ー➼䛻タ⨨䛥䜜
䛯㟁Ꮚᶵჾ䛛䜙の᤼Ẽ熱䛻ᑐ䛧䛶䠈ᆅ୰熱䜢฼
⏝䛧䛯熱交換ჾ䜢⏝䛔䛶ᗫ熱䞉෭ᡣ

z୍⯡の෭ᡣ䛸ẚ䜉䛶ᾘ㈝㟁ຊ䛜⣙1๭䛸┬䜶䝛
z⅏ᐖ᫬䛻䛚䛔䛶㠀ᖖ⏝㟁※䛻ᑐ䛩䜛㈇Ⲵ䛜ᑠ
䛥䛟䠈෭ᡣ⬟ຊの⥔ᣢ䛜ྍ⬟

z୰㛫ᮇ䛺䛹䛿እẼ䛻䜘䜛෭ᡣ䜢ే⏝䛧䠈㐃⥆㐠
㌿䛻䜘䜛ᆅ୰䜈の㈇Ⲵ䜢㍍ῶ

zᆅ୰熱交換ჾの䝻ー䝔ー䝅䝵ン䛻䜘䜚ᆅ୰ ᗘ
のᅇ᚟䜢ᅗ䜛

ငዮᄂƴǑǔ২ᘐǷȸǺのᚸ̖૾ඥᲴ
z⚟ᓥ┴ෆのᐇドヨ㦂タഛ䛻䜘䜚䠈┬䜶䝛ຠᯝ䜢
᭱኱໬䛩䜛䛯䜑のタィ᪉ἲ䛸㐠㌿᪉ἲ䜢᳨ウ

z෭ᡣの䜏䜢⾜䛖䛣䛸䛻䜘䜛䠈ᆅ୰ ᗘ⎔ቃ䜈の
ᙳ㡪䜢ホ౯

zእẼ෭ᡣ䛸䝻ー䝔ー䝅䝵ン㐠㌿の᭷ຠᛶ䜢ホ౯

ඬӏјௐᲢƲのǑƏƴࢫᇌƭƔᲹᲣᲴ
z඲ᅜの䝕ー䝍䝉ン䝍ー䞉ᨺ㏦㟁Ἴ୰⥅ᒁ䞉ᦠᖏ㟁
ヰᇶᆅᒁ䞉㏦㓄㟁᪋タ䞉㏻ಙᶵჾᐊ䛺䛹䛷䜒㐺
⏝ྍ⬟

H28ᖺᗘのᡂᯝ
z既存ᢏ⾡䛸ྠ➼の෭ᡣ⬟ຊ䜢☜ㄆ
z既存ᢏ⾡䛻ẚ䜉䛶኱ᖜ䛺┬䜶䝛ຠᯝ䜢☜ㄆ

H28ᖺᗘ䛷ุ᫂䛧䛯ㄢ㢟（H29ᖺᗘの┠ⓗ）
z෭ᡣの䜏䜢⾜䛖䛣䛸䛻䜘䜛㛗ᮇⓗ䛺ᆅ୰ ᗘ
䜈のᙳ㡪ホ౯䠈䛚䜘䜃ᙳ㡪㍍ῶᡭἲの㛤Ⓨ

zᆅ୰熱交換ჾ䜢2⤌䛻ศ䛡䠈䝻ー䝔ー䝅䝵ン䛷
෭ᡣ䜢⾜䛖䚹෭ᡣ䛻䜘䜚 ᗘ䛜㧗䛟䛺䛳䛯ᆅ୰
熱交換ჾ䜢እẼ䛻䜘䜚෭༷䛩䜛䚹

zእẼ 䛜ప䛔ሙྜ䛿䠈እẼ䛻䜘䜚ᐊෆの෭ᡣ
䜢⾜䛖䚹
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No.18 ɶ˯ภのϐဃӧᏡ༏ǨȍȫǮȸǛဇƍƨ᭗јྙႆᩓ২ᘐ
ૅੲᛢ᫆Ӹž׹ݱȐǤȊȪȸႆᩓǷǹȆȠのஇᢘ҄౨᚛ſ

˖ಅӸᲴఇࡸ˟ᅈᬔณ工ಅ৑Ტܷ؉ჄᲣ

˖ಅƕ̬ஊƢǔ২ᘐǷȸǺのϋܾᲴ
z ϐဃӧᏡ༏ǨȍȫǮȸǛဇƍƨȐǤȊȪȸႆᩓȗ

ȭǻǹᚨᚘ২ᘐŵ
z ӧᏡƳǷǹȆȠನሰ২ᘐŵࣖݣಮƳ༏เƴٶ
z ༏Ǜ˺ǓᲦ༏ǛМဇƢǔ২ᘐŵ

ငዮᄂƴǑǔ২ᘐǷȸǺのᚸ̖૾ඥᲴ
z ǷȟȥȬȸǷȧȳȢȇȫǛဇƍƯᲦȐǤȊȪȸǵ

ǤǯȫႆᩓࣱᏡǍ٭੭јྙƴ᧙Ƣǔࣱ̮᫂のᚸ̖
ǛᘍƏŵ

z ಮƳ༏เƴࣖơƨȐǤȊȪȸႆᩓǷǹȆȠのஇٶ
ᢘƳદ˺ȷᚨᚘ৖ඥǛᄩᇌƢǔŵ

ඬӏјௐᲢƲのǑƏƴࢫᇌƭƔᲹᲣᲴ
z ƜǕǇưஊјМဇƕ׉ᩊưƋƬƨ100éˌɦのɶ

˯ภȷசМဇ༏ǨȍȫǮȸǛဇƍƯႆᩓƢǔƜƱ
ƕӧᏡƴƳǔŵ

z ಮŷƳ༏เƔǒᩓൢǛ˺ǔƜƱƕЈஹǔŵ
z ƴƓƚǔૼƠƍᩓเƱƠƯ஖؏ע׹ᙹ೉ƳЎ૝ݱ

ƞǕǔŵࢳ

ᰴᘧ఍♫㤿ῲᕤᴗᡤ

⏘⥲◊

• 䝅䝭䝳䝺ー䝅䝵ン䜢⏝䛔䛯
熱ຊᏛⓗ䛺ホ౯䜢ᐇ᪋䚹

• 䝞䜲䝘䝸ーⓎ㟁䝅䝇䝔䝮
䛒䛒

䛒

• ᧯స䞉タィ᮲௳の᭱㐺
Ⅼ䜢᥈⣴䚹
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No.17 ǫȸȜȳȋȥȸȈȩȫ༓૰のဇᡦਘٻƴӼƚƨԼឋȷᙌᡯ২ᘐのોᑣ
ૅੲᛢ᫆ӸžǫȸȜȳȋȥȸȈȩȫ༓૰の༏Мဇ২ᘐの᧏ႆſ

˖ಅӸᲴఇࡸ˟ᅈƻǇǘǓᲢᅦ޽ჄᲣ

˖ಅƕ̬ஊƢǔ২ᘐǷȸǺのϋܾᲴ
z ᫢ဇ඗ሁǛҾ૰ƱƠƨ༓૰ችᙌȷોឋ২ᘐŵࡑ
z ᠉඗のԼᄩඥǛ฼ƨƢȬșȫのᙌԼԼឋƴˁɥƛ

ǔƜƱƕưƖŴȈȩǯǿȸሁưのМဇܱጚஊǓŵ
z ᧓ᲫᲮȈȳのҾ૰඗Ǜᄩ̬ƢǔᛦᢋȫȸȈǛᄩ࠰

̬ƠŴעငעෞ׹ǨȍȫǮȸᅈ˟のܱྵƴᝡྂŵ

ငዮᄂƴǑǔ২ᘐǷȸǺのᚸ̖૾ඥᲴ
z ᚾ˺ᙌԼのԼឋЎௌᲢ݅ࡇŴቬࡇŴസป ሁᲣ
z ᭗ԼឋŴ˯ǳǹȈ҄ƴ᝻Ƣǔᙌᡯ২ᘐのӼɥ
z ༏ᩓ́ዅሁのМဇೞ֥ƴƓƚǔೞࣱ֥ᏡŴ࿢ࣱؾ

ᏡƳƲǛᚐௌƠŴᚾ˺ᙌԼのೞ֥ᢘࣱࣖǛᚸ̖

ඬӏјௐᲢƲのǑƏƴࢫᇌƭƔᲹᲣᲴ
z ǫȸȜȳȋȥȸȈȩȫ༓૰のٶဇᡦ҄のܱྵƴǑ

ǓᩔᙲƕفƑŴҾ૰ׅӓŴᙌᡯŴᝤ٥ሁƴ૿ƍƯŴ
ᨽဇのоЈјௐƕ஖ࢳ

z ࢘ᛆ༓૰ǛМဇưƖǔႆᩓೞ֥ǍȜǤȩሁのݰλ
̟ᡶǋ஖ࢳưƖŴೞ֥ᙌᡯಅᎍƴƓƍƯǋૼင
ಅȷᨽဇのоЈјௐƕ஖ࢳŵ

ᰴᘧ఍♫䜂䜎䜟䜚

• ᗫ㣗⏝Ἔ➼の⢭〇䞉ᨵ㉁ᢏ⾡
• ኱㔞のཎᩱㄪ㐩➼のㄪ㐩䞉㈍኎䝹ートの☜❧

⏘⥲◊

• ヨస〇ရのᡂศศᯒ䛚䜘䜃฼⏝ᶵჾ䛻䛚䛡䜛熱
౪⤥ᛶ⬟䚸Ⓨ㟁ᛶ⬟䚸⎔ቃᛶ⬟➼のศᯒホ౯

• ⏘⥲◊のホ౯➼䜢ཷ䛡䚸㧗
ရ㉁໬䛚䜘䜃ప䝁䝇ト໬䛻
⧅䛜䜛〇㐀ᢏ⾡のᨵⰋ➼
䜢⾜䛔䚸〇ရ䝷䜲ン䝘ップの
ᣑᙇ䜔஦ᴗᛶのྥୖ䜈⧅
䛢䜛

• ヨస〇ရのศᯒホ౯䜢ཷ䛡䛯ရ㉁䞉〇㐀ᢏ⾡のᨵⰋ
• ฼⏝ᶵჾ䛻䛚䛡䜛ᶵჾᛶ⬟の☜ㄆ䛚䜘䜃ရ㉁ᨵၿ

H29ᖺᗘィ⏬
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No.20 ൦እМဇᔛǨȍȫǮȸஊј෇ဇのƨǊのέᡶႎ༏ʩ੭২ᘐの᧏ႆ
ૅੲᛢ᫆ӸžMCHМဇ׹Ў૝ႆᩓǷǹȆȠのƨǊの׹ݱέᡶႎ༏ʩ੭২ᘐの᧏ႆſ

˖ಅӸᲴ҅ᑮᩓೞఇࡸ˟ᅈᲢᅦ޽ჄᲣ

˖ಅƕ̬ஊƢǔ২ᘐǷȸǺのϋܾᲴ
z ɼᙲಅѦƱƠƯŴႆᩓೞのϬҲのƨǊの༏ʩ੭২

ᘐǛஊƠŴٶૠのܱጚƕƋǔŵ
z ൦እǛϬҲۥ˳ƱƠƯဇƍǔ༏ʩ੭২ᘐǛஊƠŴ

൦እǛৢƏƴҗЎƳኺ᬴ƱܱጚǛஊƠƯƍǔŵ

ငዮᄂƴǑǔ২ᘐǷȸǺのᚸ̖૾ඥᲴ
z ငዮᄂưƸŴȡȁȫǷǯȭȘǭǵȳᲢMCHᲣのᏮ

൦እǬǹǛ೉લƠƨǬǹȷᔕൢሁƴǑǓŴ༏ʩ੭
֥のภࡇЎࠋǍ༏ʩ੭ࣱᏡǛᚸ̖ƠŴ༏ʩ੭֥ᛇ
ኬᚨᚘǁȕǣȸȉȐȃǯƢǔŵ

z ܱ෩ȷܱǬǹƴǑǔ༏ʩ੭ࣱᏡᚸ̖ǛႸਦƢŵ
z ൮ဇȗȭǻǹǷȟȥȬȸǿȸǛဇƍƨ൦እǨȍȫ

ǮȸǷǹȆȠưのܱဇࣱᚸ̖ǛᘍƏŵ

ඬӏјௐᲢƲのǑƏƴࢫᇌƭƔᲹᲣᲴ
z ൦እǭȣȪǢʙಅǛɶ࣎ƱƠƨ༏ǨȍȫǮȸǛஊ

јМဇƢǔƨǊの༏ʩ੭֥のᚨᚘȷᙌᡯǛᘍƏƜ
ƱưŴ൦እǹȆȸǷȧȳǍ൦እǛМဇƠƨႆᩓೞ
ሁǁのǳǢ২ᘐƕ᧏ႆưƖǔŵƞǒƴƸܾٻ᣽ƴ
ᢘࣖƢǔٻ༏ʩ੭᩿ᆢのᚨᚘ౨᚛ƴǑǓŴ᭗ภݣ
ࣖの༏ʩ੭ʙಅのਘٻƕ஖ࢳưƖǔŵ

⏘⥲◊（FREA）

ᶍᨃὶయ䜔ᐇ䜺䝇➼
䛻䜘䜛ᛶ⬟ᐇ 

໭Ⱚ㟁ᶵᰴᘧ఍♫

Ỉ⣲䜢෭፹䛸䛩䜛㧗 㡿ᇦ
熱交換䛿䜸䝸䝆䝘䝹ᢏ⾡

ỉ᭗ภ᪸؏׹༏ʩ੭֥ȡȃǷȥ
Ǜ˺঺ƠŴൢ෩ႻのཋࣱǛ
ȇȸǿșȸǹƱƠƨ༏්˳ȷ
ˡ༏ᚐௌǛܱ施ƠŴஇᢘƳ༏
ʩ੭֥ᚨᚘǁのਦᤆǛݰЈƢ
ǔŵ

ỉ೉લǬǹሁƴǑǔ༏ʩ੭ࣱ֥
ᏡǛܱยᚸ̖ƠŴ༏ʩ੭֥ᛇ
ኬᚨᚘǁȕǣȸȉȐȃǯƢǔŵ

ỉܱ෩ȷܱǬǹƴǑǔ༏ʩ੭֥
ࣱᏡᚸ̖৖ඥǛ౨᚛Ƣǔŵ

ỉ൮ဇȗȭǻǹǷȟȥȬȸǿȸ
Ǜဇƍƨ༏ʩ੭֥ȍȃȈȯȸ
ǯǛᚨᚘƢǔŵ

༏ʩ੭֥ᚸ̖ǷǹȆȠ

ǔŵ

Ἒルエὅ

MCH
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No.19 ෩˳のطǛဇƍƯ൦እƔǒ൦ᔕൢǛјྙǑƘӕǓᨊƘ২ᘐ
ૅੲᛢ᫆ӸžǤǪȳ෩˳Ǜဇƍƨ൦ᩓᚐ൦እのᨊ฻ȗȭǻǹの᭗јྙ҄ſ

˖ಅӸᲴଐஜ҄ܖ工ಅఇࡸ˟ᅈᲢᅦ޽ჄᲣ

˖ಅƕ̬ஊƢǔ২ᘐǷȸǺのϋܾᲴ
z ໯ᩓᚐȋȃǱȫȡȃǭのᢩΨдƱƳǔഏʣȪȳᣠǽȸȀ

のᙌᡯ工ᆉưиဃƢǔțǹȕǣȳǬǹƔǒ᭗˄ь̖͌ᙌ
ԼǛဃင

z ɧੱႆࣱȷᩊ༓ࣱのȪȳኒǤǪȳ෩˳ǛǷȪȸǺư᧏ႆ
z ΟǕƨ᭗ภ᎑ʁࣱǛਤƪŴ൦Ʊのᚃԧࣱƕ᭗ƍԈӓ෩Ǜ

੩̓

ငዮᄂƴǑǔ২ᘐǷȸǺのᚸ̖૾ඥᲴ
z ൦እᙌᡯᚨͳのவˑưŴǤǪȳ෩˳ǛԈӓ෩ƱƠƯ೉લ

ᚾ᬴Ǜܱ施ƠŴᨊ฻ȷᏮ൦ȗȭǻǹのјྙǛᚸ̖
z ǤǪȳ෩˳൦๋෩のൢ෩࠯ᘖཋࣱȇȸǿǛӕࢽƠƯŴ൦

ᔕൢဇԈӓ෩ƱƠƯのࣱᏡǛᚸ̖
z ȪȳኒǤǪȳ෩˳Ǜ൦ᔕൢԈӓ෩ƱƠƯМဇƢǔƨǊの

இᢘƳЎ܇ȇǶǤȳǍᚨᚘਦᤆǛݰЈ

HᲬᲲࡇ࠰の঺ௐᲴ
z ൦ᩓᚐ൦እのᨊ฻ܱᚰᚾ᬴ೞのᚨᚘȷᚾ˺ƴ঺ы
z ǤǪȳ෩˳ƴཎܭのชьдǛьƑǔƜƱư൦ᔕൢԈӓ᣽

ǛࠢٻƴોծᲢཎᚩЈᫍแͳɶᲣ

ඬӏјௐᲢƲのǑƏƴࢫᇌƭƔᲹᲣᲴ
z иဃ঺ཋǛ᭗˄ь̖͌ᙌԼƴ᠃੭ƢǔƜƱưૼƠƍȓǸ

ȍǹȗȩȳǛоЈ
z ᭗ภ᎑ʁࣱǛਤƭǤǪȳ෩˳ǛဇƍǔƜƱưŴ᭗ภɦư

൦እᨊ฻Ǜܱྵŵ൦እᙌᡯᚨͳのᨊ฻ȷᏮ൦ဇのԈӓ෩
ƱƠƯ୍ӏǛ̟ᡶ

᭗˄ь
̖͌҄

˖ಅのਤƭ২ᘐǷȸǺ
ȷ᭗ภ᎑ʁࣱƴΟǕŴ൦Ʊのᚃԧࣱƕ᭗ƍԈӓ෩
ȷȪȳኒǤǪȳ෩˳の᧏ႆ২ᘐ

ᚸ̖ȆȸȞ
Ĭ ǤǪȳ෩˳ǛԈӓ෩ƱƠƨᨊ฻ȷᏮ൦ȗȭǻǹのᚸ̖
ĭ ǤǪȳ෩˳൦๋෩のൢ෩࠯ᘖཋࣱᚸ̖

২ᘐǷȸǺのᚸ̖૾ඥ
൦ᩓᚐ൦እǛेܭƠƯŴᨊ฻೉લᚾ᬴Ǜܱ施ƠŴᨊ฻ȷᏮ൦ȗ
ȭǻǹのјྙǛᚸ̖Შཋࣱᚸ̖ǛᡫơƯŴᔕൢԈӓ෩ƱƠƯஇ
ᢘƳǤǪȳ෩˳Ǜσӷ᧏ႆ

σӷᄂᆮέᲴଐஜܖٻ 工ܖᢿδྚٻ᠒ϱ૙੉Ტᅦ޽ჄᢼࠊޛᲣ
ငዮᄂȷ҄ܖȗȭǻǹᄂᆮᢿᧉᲢி҅ǻȳǿȸᲣ

ཎᩱ〇㐀 ↓㟁ゎニッ䜿䝹
䝯ッ䜻の㑏ඖ๣➼

⏝㏵䠖Ỉ⣲〇㐀タഛの㝖‵䞉⬺Ỉ⏝の྾཰ᾮ

䝸ン⣔䜲䜸ンᾮయ

既存〇ရ

๪⏕ᡂ≀

ଐஜ҄ܖ工ಅ ᅦ޽ᇹʚ工ئᲢɤବᲣ

ငዮᄂFREAᲴ൦ᩓᚐᘺፗ
ϐǨȍư൦እᙌᡯŵᩓᚐ൦እƸᩓᚐ
ภࡇᲢஇ80ٻ䉝Უᩧໜの൦ЎǛԃஊŵ

ǤǪȳ෩˳ưᨊ฻
䊻᭗ኝࡇ൦እǛᙌᡯH2

WetH2

൦ᩓᚐ൦እのᨊ฻ܱᘺᚾ᬴ೞ
ᲢH28ǷȸǺૅੲư᧏ႆᲣ
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䞞ᒣ⋤の䝅ー䝈ᢏ⾡
䞉ከᏍ㉁Ni⭷の㟁ゎᡂ⭷ᢏ⾡
䞉Pd⣔⭷の㟁ゎᡂ⭷ᢏ⾡
䞉ᐇドつᶍỈ⣲㏱㐣⭷ჾල䜈
の䜰䝉ン䝤䝸ᢏ⾡

No.22 ᩓᚐǊƬƖƴǑǔૼᙹPdኒ൦እᡢᢅᐏの᧏ႆƱƦのܱᚰᚾ᬴
ૅੲᛢ᫆Ӹž電解めっきによる金属複合水素透過膜（多孔質金属支持体と貴金属水素透過膜の複合膜）の開発とその評価ſ

˖ಅӸᲴఇࡸ˟ᅈྛޛᲢᅦ޽ჄᲣ
z FREA㞄᥋のᮾ໭ᕤሙෆ䛻Ỉ⣲㏱㐣⭷ᡂ⭷タഛ䜢ᵓ⠏䚹

è福島県産総研連携再生可能エネルギー等研究開発補助事業の
⿵ຓ㔠⋓ᚓ（H28ᖺᗘ）䚹

˖ಅƕ̬ஊƢǔ২ᘐǷȸǺのϋܾᲴ
ᩓᚐǊƬƖƴǑǔ঺ᐏ২ᘐ
z ከᏍ㉁Ni⭷の㟁ゎᡂ⭷（⾲⿬䛻㈏㏻䛧䛯ከᏍの䛒䜛⭷）

ከᏍ㉁Ni⭷䛿ᅽᘏNi⭷䛸ẚ䜉ᰂ㌾ᛶ䛜㧗䛔（H27䝅ー䝈
ᨭ᥼ᡂᯝ）ŵ

z Pd⣔⭷の㟁ゎᡂ⭷
᪂つ⭷のᡂ⭷䛻ᡂຌ（H27䝅ー䝈ᨭ᥼ᡂᯝ）䚹
ᡂ⭷䝜䜴䝝䜴⋓ᚓ䚸Ṍ␃のྥୖ （H28䝅ー䝈ᨭ᥼ᡂᯝ）䚹

ငዮᄂƴǑǔ২ᘐǷȸǺのᚸ̖૾ඥᲴ
z ྛ✀ศᯒ⿦⨨䛻䜘䜚䜑䛳䛝⭷䜢ホ౯䛧䚸⭷の⤖ᬗᵓ㐀䞉ඖ

⣲ศᕸ➼の᭱㐺໬䚹
z ᐇドつᶍ（⭷㠃✚䛷ᚑ᮶ẚ10ಸ௨ୖ）のỈ⣲㏱㐣ヨ㦂䜢

⾜䛔䚸䝅䝇䝔䝮໬䜈のㄢ㢟ᢳฟ䛸ゎỴ䜢ᅗ䜛䚹

ඬӏјௐᲢƲのǑƏƴࢫᇌƭƔᲹᲣᲴ
z ໬▼⇞ᩱ䜔Ỉ⣲䜻䝱䝸䜰➼䛛䜙ᚓ䜙䜜䜛Ỉ⣲の⢭〇䜈฼

⏝䛜ᮇᚅ䛥䜜䛶䛔䜛䚹㐃⥆ⓗ䛻⢭〇䛩䜛Pd⣔Ỉ⣲㏱㐣⭷
のప䝁䝇ト໬䜢ᅗ䜚䚸ᵝ䚻䛺Ỉ⣲฼⏝ᶵჾ䜈⏝㏵ᣑ኱䚹
（䈜ᚑ᮶ἲのỈ⣲⢭〇䛿୺䛻䝞ッ䝏ᘧ）䚹

䝅ー䝈ᨭ᥼䝔ー䝬
䞉䜑䛳䛝⭷の⤖ᬗᵓ㐀➼の᭱㐺໬䛚䜘䜃ᶵᲔⓗᙉᗘホ౯
䞉෇ྠᆺ䠃ᖹᯈᆺPd⣔⭷のỈ⣲㏱㐣㔞䞉⪏ஂᛶのホ౯

⏘⥲◊FREA
䞉ᐇドつᶍỈ⣲㏱㐣ヨ㦂➼䜢⾜䛔䚸䝅䝇䝔䝮໬䜈のㄢ㢟
ᢳฟ䛸ゎỴ䜢ᅗ䜛䚹

ᮏ஦ᴗのỈ⣲㏱㐣ᐇドヨ㦂౛（ᶍᘧᅗ）

HH H

HH H

HH H HHH H H H

H H

HH H

H H

H H

HH H

HH HHH H

HH H

HH H

HC
HH H

HC

HC

HC
HH H

PurePure HHH2

HH HHHHHH
PdPdPdPd系膜膜膜膜膜膜膜膜膜膜（円筒型）HC H

HH HH

HH水素のみ透過

HC

HC

㔠ᒓ」ྜỈ⣲㏱㐣⭷の᩿㠃ᣑ኱ᅗ

໗҄൦እ
HC

໗҄൦እ

H

水素のみ透過水素のみ透過
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No.21 ٭ѣࣖݣӧᏡƳȐǤȊȪȸႆᩓǷǹȆȠဇǹǯȭȸȫᐔࢌೞ
ૅੲᛢ᫆ӸžȞǰȍȃȈǫȃȗȪȳǰǛဇƍƨȐǤȊȪȸႆᩓೞのႆᩓࣱᏡのᚸ̖ſ

˖ಅӸᲴǢȍǹȈޥဋఇࡸ˟ᅈᲢᅦ޽ჄᲣ

˖ಅƕ̬ஊƢǔ২ᘐǷȸǺのϋܾᲴ
z ǹǯȭȸȫᐔ֥ࢌǛМဇƠƨ׹ݱƔƭ٭ѣƴࢍƍ

ȐǤȊȪȸႆᩓೞǛ᧏ႆŵ
z ภඡ༏Ǎע༏Мဇのܱᚰᚾ᬴ǛᡫơŴܱМဇ଺の

ᛢ᫆ǛਁЈŵ

ငዮᄂƴǑǔ২ᘐǷȸǺのᚸ̖૾ඥᲴ
z ੭јྙ٭ȷዮӳڂѣƢǔ༏̓ዅவˑɦưӲᆔ੷٭

ᚸ̖ƱǷȟȥȬȸǷȧȳǛ෇ဇƠƨϬۥǍᙀೞの
இᢘ҄ŵ

ƜǕǇưの঺ௐᲴ
z H27ࡇ࠰ஜʙಅƴƯǹǯȭȸȫᐔࢌೞの٭ѣࣖݣ

ᚾ᬴Ǜܱ施ƠŴӷࡇ࠰ɶƴNEDOɶؙȷɶݱ˖ಅ
ǁの೛บƠᄂᆮ᧏ႆ̟ᡶʙಅžǹǯȭȸȫᐔ֥ࢌ
Ǜဇƍƨ5kwኢ٭ѣࣖݣ༏ႆᩓǷǹȆȠの᧏ႆſ
(H27-28ࡇ࠰Უƴ੔৸ƞǕŴႸ೅јྙŴǷȟȥ
ȬȸǷȧȳችࡇŴ˯ǳǹȈ҄Ǜᢋ঺ŵɟ૾Ŵ᭗᎑
ʁࣱǁӼƚƯϬۥǷȸȫ૾ඥのᛢ᫆ǛਁЈŵ

ඬӏјௐᲢƲのǑƏƴࢫᇌƭƔᲹᲣᲴ
z ȞǰȍȃȈǫȃȗȪȳǰǛဇƍƨǷȸȫのஇᢘ҄

ưŴᧈ஖ᢃဇǍȡȳȆǳǹȈЪถŵ୍ӏǁьᡮŵ

䜰䝛䝇トᒾ⏣ᰴᘧ఍♫

• 䝬䜾䝛ット䜹ップ䝸ン䜾（෭፹䛜₃䜜䛺䛔）䜢᥇⏝䛧䛯
䝞䜲䝘䝸ーⓎ㟁ᶵ⏝の䝇䜽䝻ー䝹⭾ᙇᶵ

⏘⥲◊

• 䝞䜲䝘䝸ーⓎ㟁ᶵのᐇドホ౯䛻㛵䛩䜛䝜䜴䝝䜴
• 䝅䝭䝳䝺ー䝅䝵ンᢏ⾡䚸熱ᶵჾไᚚ䛻㛵䛩䜛▱ぢ

• ᵝ䚻䛺熱౪⤥᮲௳ୗ䛷のᐇドヨ
㦂䜢ྍ⬟䛻䛩䜛䚸ᑠつᶍ䝞䜲䝘
䝸ーⓎ㟁ᐇ㦂タഛのᵓ⠏

• 熱※䞉෭熱※ไᚚ䛻䜘䜛ኚືᑐᛂ
ヨ㦂のᐇ᪋

• 䝬䜾䝛ット䜹ップ䝸ン䜾の᭱㐺໬䛸䚸ᐇドᐇ㦂䜢㏻
䛨䛯㐠㌿᮲௳の᭱㐺໬䚹

H29ᖺᗘィ⏬

ᚑ᮶ᆺ䝇䜽䝻ー䝹⭾ᙇᶵ ᪂ᆺ䝇䜽䝻ー䝹⭾ᙇᶵ

Ⓨ㟁ᶵ Ⓨ㟁ᶵ

ᐦᑒᵓ㐀の䛯䜑
₃䜜䛜䛺䛔

㛗ᮇ౑⏝ୗ䛷䛿
㍈䝅ー䝹㒊ศのᦶ⪖䛸₃䜜のᜍ䜜
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No.24 ȓȃǰȇȸǿᚐௌƴǑǔݱ൦щႆᩓ৑の૏ᨦʖยǷǹȆȠ᧏ႆ
ૅੲᛢ᫆Ӹžᧈ஖ᢃဇȇȸǿƱʴ工ჷᏡᲢAIᲣǛ෇ဇƠƨݱ൦щႆᩓ৑ዜਤሥྸの᭗҄ࡇſ

˖ಅӸᲴଐஜ工փఇࡸ˟ᅈᲢᅦ޽ჄᲣ

˖ಅƕ̬ஊƢǔ২ᘐǷȸǺのϋܾᲴ
z ൦щႆᩓのᚨᚘȷᙌᡯȷ施工ȷᢃဇ২ᘐݱ
z ൦щᚨͳのᢒᨠႳᙻȷȢȋǿȪȳǰ২ᘐƓǑƼݱ

ǽȕȈǦǧǢ
z ૏ᨦȷီࠝǍႆᩓ᣽ሁのӲᆔᢃဇȇȸǿƱޗࣖݣ

ഭǛԃǉȎǦȏǦ

ငዮᄂƴǑǔ২ᘐǷȸǺのᚸ̖૾ඥᲴ
z ᢃဇȇȸǿのወᚘЎௌƓǑƼӲᆔೞ఺ܖ፼ᲢAIᲣ

২ᘐǛ෇ဇƠႆᩓЈщ˯ɦのૅᣐႎᙲ׆ǛଢǒƔ
ƴƢǔ

z ൢᝋʖยȷᚇยȇȸǿƴؕƮƖႆᩓ᣽˯ɦのᙲ׆
のɟƭƱƞǕǔŴ൦៻ǁのǴȟǍᆰൢのฆλǛଔ
஖ƴ౨ЈƢǔ২ᘐǛ౨᚛Ƣǔ

ඬӏјௐᲢƲのǑƏƴࢫᇌƭƔᲹᲣᲴ
z ዜਤሥྸǵȸȓǹのೞᏡ҄ࢍƴǑǓŴᘮ໎ע؏Ǜ

ԃǉݱ൦щႆᩓ৑のݰλਘٻƴ݃ɨ
z ݰ൦щႆᩓʙಅの˯Ȫǹǯ҄ƴ݃ɨƠŴϐǨȍݱ

λਘٻƴƭƳƕǔ

঩মੵ੾株式会社
• 䝰ニ䝍䝸ン䜾䛸㐠⏝⟶⌮ᢏ⾡の㧗ᗘ໬
• ᨾ㞀ᒚṔ䞉ᑐᛂ䝜䜴䝝䜴の䝕ー䝍䝧ー䝇໬

産業技術総়研஢ਚ
৵水ৡ発ਗ਼ਚの発ਗ਼୤௬੼峒௛௽൧૵技術のਫ਼ୈ

発電量評価
データী析技術の支援

௛௽൧૵ু法ਫ਼ୈ
アル崜リズム開発の支援

・ઈ用データの提供
・ઈ用ノウハウのુ有

・実証・評価
・ী析ু法のਫ਼ୈ・評価

ᑠỈຊⓎ㟁ᡤ

䝡ッ䜽䝕ー䝍ゎᯒ

㐲㝸ไᚚ䞉㐠⏝

ᨾ㞀ண㜵䛸ᑐᛂ

㐠⏝㐠⏝㐠⏝䝕ー䝍

ᨾ㞀デ᩿᝟ሗ
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⿵⤥Ỉ
䛸䛧䛶
౪⤥

 ᗘᡂᒙᘧ
ไᚚ

No.23 ༏ǛјྙǑƘМဇƢǔ২ᘐᨗٽ
ૅੲᛢ᫆Ӹžภࡇ঺ࡸޖʖ༏಺ǛဇƍƨŴᨗٽ༏ᨼ༏֥Ʊᙀя༏เೞ֥のஇᢘᢃ᠃҄ſ

˖ಅӸᲴఇࡸ˟ᅈʒᤧޛ工৑Ტܷ؉ჄᲣ

˖ಅƕ̬ஊƢǔ২ᘐǷȸǺのϋܾᲴ
z ᭗ภƱ˯ภのؾႸǛዜਤƠƯஇ後Ǉư໯ᬛƳƘɟ

のƓืƕМဇưƖǔƜƱƕཎᧈのಅѦဇภࡇภܭ
২ᘐŵࣂᔛ༏ǿȳǯᙌᡯƓǑƼСࡸޖ঺ࡇ

z ᔛ༏ǿࡸޖ঺ࡇภ׹ݱǋӧᏡưƋǔƨǊŴ҄׹ݱ
ȳǯǛᨗٽ༏のʖ༏಺ƱƠƯᢃဇƕӧᏡŵ

ငዮᄂƴǑǔ২ᘐǷȸǺのᚸ̖૾ඥᲴ
z ༏Ǜᙀዅ൦の༏เƱƠƯ෇ဇƠŴʖ༏಺́ဇᨗٽ

のᧈ஖ȷዮӳႎƳᚸ̖ᚾ᬴ǛܱࣂСࡸޖ঺ࡇภ׹
施ŵ

ƜǕǇưの঺ௐᲴ
z ᔛ༏ǿȳࡸޖ঺ࡇภ׹ݱ༏のᡵ༏јྙǛ᭗Ǌǔᨗٽ

ǯǛ෇ဇƠƨǷǹȆȠᢃဇ૾ඥの౨᚛ȷᚸ̖ǛᘍƬ
ƯŴஊဇࣱǛܱᚰƠƨŵ

ඬӏјௐᲢƲのǑƏƴࢫᇌƭƔᲹᲣᲴ
zዅืǷǹȆȠો̲ǍૼᚨǛᚘဒƠƯƍǔ施ᚨƴƓƍƯŴ

ภࡇ঺ࡸޖᔛ༏಺СࣂǷǹȆȠのࡽƖӳƍƕفьƠƯ
ƍǔŵᨗٽ༏ƳƲのϐဃӧᏡǨȍȫǮȸೞ֥ݰλƴ࣏
ᙲƳȎǦȏǦǛᔛᆢƠŴᔛ༏಺のᙌԼのࠀК҄Ǜ׋ǓŴ
ԗᡀǛԃǊƨӖදƴƭƳƕƬƯƍƘŵ

ᰴᘧ఍♫டᒣ㕲ᕤᡤ

⏘⥲◊

• ண熱䝅䝇䝔䝮䛛䜙熱※ᶵჾ䜈の
⤥Ỉ䜢⾜䛖䛣䛸䛻䜘䜛ኴ㝧熱の᭷
ຠά⏝

• 熱※ᶵჾ䛷のỈの᪼ 䛻せ䛩䜛
䜶䝛䝹䜼ー๐ῶ䛜ᮇᚅ䛷䛝䜛䚹

• ண熱ᵴే⏝ᆺ ᗘᡂᒙᘧไᚚ䛸䚸ண熱ᵴ↓䛧の
 ᗘᡂᒙᘧไᚚ䛸の⤥㍑ẚ⋠ຠ䝮䝔䝇䝅‮

H29ᖺᗘィ⏬

ᑠᆺ
ண熱ᵴ

 ᗘᡂᒙᘧ
ไᚚ

• 㐺ษ䛺䝕ー䝍ィ 䚸ᐇドホ౯䛻㛵䛩䜛䝜䜴䝝䜴
• ኴ㝧熱ά⏝䛻䛚䛡䜛ຠ⋡ྥୖ䛻㛵䛩䜛▱ぢ

 ᗘᡂᒙᘧண熱ᵴ

• ண熱ᵴే⏝ᆺኴ㝧熱฼⏝⤥䝮䝔䝇䝅‮

⤥⏝‮
⵳熱䝍ン䜽

⿵⤥Ỉ
䛸䛧䛶
౪⤥

⵳熱䝍ン䜽⵳熱䝍ン䜽⵳熱䝍ン䜽⵳熱䝍ン䜽

⵳熱 ᗘᇦの␗䛺䜛
஧⣔⤫の

 ᗘᡂᒙᘧไᚚ䛷
ຠ⋡のⰋ䛔⵳熱

ኴ㝧熱※

ヒートポンプ熱※

熱※≉ᛶ䛻
ྜ䜟䛫䛯
㐠⏝
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No.26 ȷᢃဇのƨǊのᚸ̖২ᘐܣήႆᩓǷǹȆȠの̬ᨗٽ
ૅੲᛢ᫆ӸžȡǬȯȃȈኢᨗٽήႆᩓ৑のэ҄ᚸ̖Ʊ૏ᨦȷэ҄౨ჷ৖ඥの᧏ႆſ

˖ಅӸᲴᅦႆ޽ᩓఇࡸ˟ᅈᲢᅦ޽ჄᲣ

˖ಅƕ̬ஊƢǔ২ᘐǷȸǺのϋܾᲴ
zӷᅈƕਤƭᅦ޽ᆰลȡǬǽȸȩȸƸŴɭမ10ȶ׎

30ᆔ᫏ˌɥのᨗٽήǷǹȆȠǛݰλƠƨ׎ϋஇٻ
ኢのᨗٽήႆᩓのࣱᏡᚸ̖ǵǤȈưƋǓŴO&M
Ტ̬ܣȷᢃဇᲣƴ᧙ƢǔᄂᆮのƨǊのȗȩȃȈ
ȕǩȸȠƱƠƯの෇ဇܱጚƕƋǔŵ

ငዮᄂƴǑǔ২ᘐǷȸǺのᚸ̖૾ඥᲴ
zᅦ޽ᆰลȡǬǽȸȩȸƴƓƚǔӲᆔᨗٽήႆᩓǷǹ

ȆȠのᙐૠ࠰ȇȸǿƔǒのኺ҄٭࠰Ǎэ҄ሁのЎௌ
zӲᆔȢǸȥȸȫのႆᩓཎࣱǍǻȫഎᨋƴ᧙Ƣǔዒዓ

ႎƳЎௌǍŴᔛᆢƞǕƨǪȳǵǤȈႆᩓܱጚȇȸǿ
Ʊのൔ᠋ȷᚐௌ

zэ҄ȷ૏ᨦのᚘย৖ඥƴǑǔЙК৖ඥの౨᚛

ඬӏјௐᲢƲのǑƏƴࢫᇌƭƔᲹᲣᲴ
zᅦ޽ჄϋのᨗٽήႆᩓʙಅᎍƴӼƚȡǬǽȸȩȸᧈ

஖ᢃဇのȎǦȏǦǛ࠼Ƙޒ᧏ƢǔƜƱƴǑǓŴͤμ
ƳϐဃӧᏡǨȍȫǮȸ୍ӏƴᝡྂƢǔŵ

༄化・௛௽൧૵ু法ਫ਼ୈ

O&Mにঢ়する研究のプラットフ崑ーム

産業技術総়研஢ਚ
৒୤的岵峎ሑ用的なO&M崶崎崷崎峒技術のનয়

30ரPVの発電્性をシステムと
嵊崠嵍ール比較からী析

システム・嵊崠嵍ール測定データী
析ু法およびਂ఻合ਫ਼知の測
定ু法についてਫ਼ୈする

ૣਣ発ਗ਼株式会社
୬഻୾発ਗ਼ਙ能௬੼サ崌ト
ૣਣ૬௃嵉崔崥ー嵑ー崥ー嵑ー崹ー崗

・実証評価
・技術੐導、୎ૡ

・データ、嵊崠嵍ール提供
・ਂ఻合事୻のૐ約

¾ᢃ᠃᧏ڼᲴ࠯঺ᲬᲰ࠰Ჭஉ
¾ᚨፗܾ᣽Ჴӳᚘኖ170kW
৑ئ¾ Ჴᅦ޽ᆰลȡǬǽȸȩȸႆᩓ৑

• 30ரథਰ上の୬഻୾発電システムを導入
• 4年間の༎動による発電データの໮஋、ਂ఻合の実୻

য౫୘成・研ఊプログラム

• O&Mノウハウと技術を਌に਩৔の୬഻୾発電事業঻に発
ਦし、発電ਚの௏৸かつশ਋ઈ用の൤及に貢献

発電量評価・ী析

H29ᘮ໎ע˖ಅのǷȸǺૅੲȗȭǰȩȠᲢᅦ޽ϐဃӧᏡǨȍȫǮȸᄂᆮ᧏ႆਗໜೞᏡ҄ࢍʙಅᲣ

No.25 ǳȳǻȳȈ׹ǹȞȸȈȡȸǿȸの᧏ႆ
ૅੲᛢ᫆ӸžǳȳǻȳȈ׹ǹȞȸȈȡȸǿȸのᚸ̖ȷᛢ᫆ᚐൿſ

˖ಅӸᲴఇࡸ˟ᅈ˟඾ȩȜᲢᅦ޽ჄᲣ

˖ಅƕ̬ஊƢǔ২ᘐǷȸǺのϋܾᲴ
z ǳȳǻȳȈ׹ǹȞȸȈȡȸǿȸ
z ภࡇŴ฻ࡇŴༀࡇɟ˳׹ƴǑǔဇᡦਘࣱࢌ
z 1ᅺ᧓1ɢׅǵȳȗȪȳǰƴǑǔ᝟ᒵཎࣱЎௌᏡщ
z ᩓ්ඬ࢟ЎௌƴǑǔܼᩓҥˮのᚮૺ৖ඥ

ငዮᄂƴǑǔ২ᘐǷȸǺのᚸ̖૾ඥᲴ
z ࢘ᛆǹȞȸȈȡȸǿȸのؕஜႎཎࣱᚸ̖
z ᢘࣖᙹ఍の౨᚛ƓǑƼᚸ̖
z FREAǨȍȫǮȸሥྸ౐ϋのЎ૝ᩓเᄂᆮᚨͳの

ɟᢿǛМဇƠŴܱᚰᚾ᬴ǛᘍƏŵǇƨŴᩓ්ඬ࢟
Ўௌ২ᘐの൮ဇࣱȷࣖဇࣱƳƲǛ౨᚛ƠŴЎௌ৖
ඥǛϋᔺȞǤǳȳǁܱᘺӧᏡƔ౨᚛Ƣǔŵ

ඬӏјௐᲢƲのǑƏƴࢫᇌƭƔᲹᲣᲴ
z ஜ২ᘐのޒ᧏ƴǑǓŴȍȃȈȷǼȭȷǨȊǸȸȷ

ȏǦǹᲢZEHᲣƴ࣏ᙲƳؕஜȢȋǿȪȳǰೞᏡǛ
᭗˄ь̖͌҄ƢǔƜƱƕӧᏡƴƳǔ

z ࢘ᛆǹȞȸȈȡȸǿȸのᙌᡯȷᢃဇƸμƯᅦ޽Ⴤ
ϋ˖ಅのMade in FukushimaȖȩȳȉưޒ᧏Ƣ
ǔƳƲૼƨƳငಅоЈƴ݃ɨŵ

株式会社会ஸ嵑嵄
• 既存つ᱁䜈のᑐᛂ㛤Ⓨ
• ෆⶶ䝬䜲䝁ン䛻䜘䜛ศᯒᶵ⬟の㛤Ⓨ䞉᳨ウ

産業技術総়研஢ਚ
ਁਫな௬੼峒ి応ૠત峢の対応崶崎崷崎を઀୹

੦本性能評価
૚崣ン崝ー機能・EMCテストಉ

ఁ୑性評価・ਫ਼ୈ
ੑ測データী析・評価

・崝ンプル嵊崠嵍ール提供
・事୻・データಉのী析・提供

・実証・評価
・ী析ু法のਫ਼ୈ・評価
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被災地企業のシーズ支援プログラム（福島再生可能エネルギー研究開発拠点機能強化事業）の成果

୬഻୾発ਗ਼システムの೫࿒౮ଞਫ਼ੴಎ઼のૹષ৲
（୬഻ਗ਼౱スト嵒ン崘૰ଳシステムの௬੼ ＜支援企業：崊サヒਗ਼৕(株)＞）

産総研の貢献①
FREAの実証フィールドに整૟されている୬
഻୾発電ਝ૟を活用し、ള数の୬഻電౱
嵉ー崓ーの୬഻୾発電システムで実証。

産総研の貢献②
研究員のノウハウを生かし、ᇍ๚的な発電
ਂ良嵊崠嵍ールをਝ઼し、૰ଳシステムのਂ
良൧૵の確認を実施。

具体的な成果
•
具体的具体的

• ୬഻୾
成果具体的な成果

୬഻୾୬഻୾崹ネルの౮ଞをಞଫく、安価に、峇してਫ確に崹ネルの౮ଞをಞଫく、安価に、峇してਫ確にਫ਼知で岷る୬഻୾発電ਫ਼知で岷る୬഻୾発電用用嵊ニタリン• ୬഻୾୬഻୾୬഻୾崹ネルの౮ଞをಞଫく、安価に、峇してਫ確に
グデ崸崌ス「

崹ネルの౮ଞをಞଫく、安価に、峇してਫ確に崹ネルの౮ଞをಞଫく、安価に、峇してਫ確に崹ネルの౮ଞをಞଫく、安価に、峇してਫ確に
グデ崸崌ス「グデ崸崌ス「Neoale

崹ネルの౮ଞをಞଫく、安価に、峇してਫ確に崹ネルの౮ଞをಞଫく、安価に、峇してਫ確に
Neoale（ネオエール）

崹ネルの౮ଞをಞଫく、安価に、峇してਫ確に崹ネルの౮ଞをಞଫく、安価に、峇してਫ確に崹ネルの౮ଞをಞଫく、安価に、峇してਫ確に
（ネオエール）」のૹ品化を実ਠ。

NeoaleⰍ

•
グデ崸崌ス「グデ崸崌ス「グデ崸崌ス「グデ崸崌ス「グデ崸崌ス「グデ崸崌ス「

•• 平成
グデ崸崌ス「グデ崸崌ス「グデ崸崌ス「
平成平成26
グデ崸崌ス「グデ崸崌ス「NeoaleNeoaleNeoaleNeoaleNeoaleNeoale（ネオエール）（ネオエール）（ネオエール）（ネオエール）（ネオエール）（ネオエール）」のૹ品化を実ਠ。」のૹ品化を実ਠ。」のૹ品化を実ਠ。」のૹ品化を実ਠ。グデ崸崌ス「グデ崸崌ス「グデ崸崌ス「グデ崸崌ス「グデ崸崌ス「グデ崸崌ス「グデ崸崌ス「

26262626年、৊製品は、嵉崔崥ーラーの嵉ンテ崲ンスভ঺との୿ਲ਼ీ約をഁ結。

୬഻୾
崹ネル

崵オ崐ール

崵オ崐ール
中ಲଂ 崗嵑崎崱

ੰෲ嵣ਖ਼৒
嵊崸崌ルഈଜに౮ଞ
が໌ౠに஫୸

ੰෲ嵣ਖ਼৒ੰෲ嵣ਖ਼৒ੰෲ嵣ਖ਼৒ੰෲ嵣ਖ਼৒

௛௽発生آ

ストリング

ストリング

ストリング

• FREAと連携して評価したことによりネオエー
ルの品質と性能の਱上に自ਦが持てました。

• 峇してこの自ਦが、嵉崔崥ーラー発電ਚ਱けの
嵉ンテ崲ンス事業をুがける最পুのڭ঺と
ీ約をഁ結することに繋がりました。

崊サヒਗ਼৕(株)の声 技術課 ొ田課শ
（ਊৎ）

୬഻電౱ストリング

太
陽
電
池

モ
ジ
ュ
ー
ル

支援成果
• ਌要嵉ー崓ーの崹ネルで機能することの実証データをඃ得。
• これにより、嵉崔崥ーラーಉにおいて、౮ଞᆽਚのଫ਋発見が可能となるૹ品を実用化。

୬഻୾発電崹ネルシステムのਂ఻合を೫࿒で૰ଳする測定技術。
ਊჾ技術の性能評価のノウハウやਝ૟を৳有していない。
FREA実証フィールド及び研究員の知見・ノウハウの活用。
୬഻୾発電用嵊ニタリングデ崸崌ス「Neoale（ネオエール）」の製品化。
嵉崔崥ーラー嵉ンテ崲ンスভ঺と୿ਲ਼ీ約をഁ結。

企業の技術シーズ

企業が抱える課題

産総研の貢献

具体的な成果

崊サヒਗ਼৕(株)の技術シーズ
• ୬഻電౱ストリング（୬഻電౱嵊崠嵍ールをઉഔにଦ઼した峬の）のਂ఻合を、
安価に೫࿒૰ଳするた峫の技術（ストリング൐の電૴ੑ測技術とූڭの୬഻
電౱嵊崠嵍ールの電ಓੑ測技術をੌ峩合峹峅た૰ଳシステムの構築技術）を
৳有。

• 本技術は、既にਝ઼した୬഻୾発電システムに峬৏હが可能であり、প岷な
ニーズが਋ୄされていた。

崊サヒਗ਼৕(株)が抱える課題
• 試作したプロトタ崌プを、ള数の୬഻
電౱嵉ー崓ーの崹ネルで機能するか
ਫ਼証実証するた峫の、①ਝ૟、②ノ
ウハウを৳有していない。

ৰ઱਋৑:਴成25ফ২岝਴成27ফ২
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被災地企業のシーズ支援プログラム（福島再生可能エネルギー研究開発拠点機能強化事業）の成果

୬഻ਗ਼౱৳૧৚ଡ଼の௛௽൧૵ಎ઼のૹષ৲
（୬഻ਗ਼౱スト嵒ン崘の௏৸ਙનੳਫ਼ਪಎ઼のৰ઒ ＜支援企業：঩ম崓ー崵ルシステム(株)＞）

঩ম崓ー崵ルシステム(株)が抱える
課題
• ഢਝੋ峩の୬഻୾発電システムで
ੑ測・൧૵をਫ਼証実証するた峫の
①ਝ૟、②方法が確য়されていな
い。

具体的な成果物
•
具体的な成果物具体的
• 発電量に୶஭が無いఽ間に崸崌崹ス৚ଡ଼の動作を点ਫ਼し、୬഻୾発電システムの௏৸• 発電量に୶஭が無いఽ間に崸崌崹ス৚ଡ଼の動作を点ਫ਼し、୬഻୾発電システムの௏৸発電量に୶஭が無いఽ間に崸崌崹ス৚ଡ଼の動作を点ਫ਼し、୬഻୾発電システムの௏৸
性や安৸性を高峫ることが
発電量に୶஭が無いఽ間に崸崌崹ス৚ଡ଼の動作を点ਫ਼し、୬഻୾発電システムの௏৸発電量に୶஭が無いఽ間に崸崌崹ス৚ଡ଼の動作を点ਫ਼し、୬഻୾発電システムの௏৸
性や安৸性を高峫ることが性や安৸性を高峫ることがで岷る「
発電量に୶஭が無いఽ間に崸崌崹ス৚ଡ଼の動作を点ਫ਼し、୬഻୾発電システムの௏৸発電量に୶஭が無いఽ間に崸崌崹ス৚ଡ଼の動作を点ਫ਼し、୬഻୾発電システムの௏৸

で岷る「で岷る「崸崌崹スダ崌オード崩崏ッ崓ー
発電量に୶஭が無いఽ間に崸崌崹ス৚ଡ଼の動作を点ਫ਼し、୬഻୾発電システムの௏৸

崸崌崹スダ崌オード崩崏ッ崓ー」を
発電量に୶஭が無いఽ間に崸崌崹ス৚ଡ଼の動作を点ਫ਼し、୬഻୾発電システムの௏৸発電量に୶஭が無いఽ間に崸崌崹ス৚ଡ଼の動作を点ਫ਼し、୬഻୾発電システムの௏৸発電量に୶஭が無いఽ間に崸崌崹ス৚ଡ଼の動作を点ਫ਼し、୬഻୾発電システムの௏৸

」を」を2015
発電量に୶஭が無いఽ間に崸崌崹ス৚ଡ଼の動作を点ਫ਼し、୬഻୾発電システムの௏৸

2015年
発電量に୶஭が無いఽ間に崸崌崹ス৚ଡ଼の動作を点ਫ਼し、୬഻୾発電システムの௏৸

年8
発電量に୶஭が無いఽ間に崸崌崹ス৚ଡ଼の動作を点ਫ਼し、୬഻୾発電システムの௏৸発電量に୶஭が無いఽ間に崸崌崹ス৚ଡ଼の動作を点ਫ਼し、୬഻୾発電システムの௏৸発電量に୶஭が無いఽ間に崸崌崹ス৚ଡ଼の動作を点ਫ਼し、୬഻୾発電システムの௏৸発電量に୶஭が無いఽ間に崸崌崹ス৚ଡ଼の動作を点ਫ਼し、୬഻୾発電システムの௏৸

年年8াにૹ品化。

• FREAと連携して実証を行うことで、ૹ品とし
てより高い質のਫ਼証を行うことが出来ました。

• ਠ場でのઈ用性が੎要で、コン崹クトかつシ
ンプルなૹ品を開発することが出来ました。

঩ম崓ー崵ルシステム(株)の声
ৗエネルギーシステム事業本部 技術部 ฒ井部শ

支援成果
• ਌要嵉ー崓ーの崹ネルで、発電量に୶஭しないఽ間に൧૵可能であることをਫ਼証。
• 出力ഈ৕峢の接続でල౐に௛௽をਫ਼出で岷るポータ崾ルなਫ਼出器を実用化。

঩ম崓ー崵ルシステム(株)の技術シーズ
• ఽ間にオン崝崌トで発電量に୶஭無く、୬഻
電౱ストリング৔の崸崌崹スダ崌オード௛௽の
ਫ਼知するಎ઼を開発。

• ୬഻୾システムのઉ૴ഈ৕に接続して測定
するのが容易であり、প岷なニーズが਋ୄされ
ていた。

産総研の貢献①
FREAの実証フィールドに整૟されている୬
഻୾発電ਝ૟を活用し、ള数の୬഻電
౱嵉ー崓ーの୬഻୾発電システムでఽ間の
൧૵を実施。

産総研の貢献②
研究員のノウハウを生かし、ഢਝੋ峩୬഻
୾システムに適用可能なಎ઼開発を支援。

崸崌崹スダ崌オード崩崏ッ崓ー崸崌崹スダ崌オード崩崏ッ崓ー崸崌崹スダ崌オード崩崏ッ崓ー崸崌崹スダ崌オード崩崏ッ崓ー」を」を」を」を」を」を201520152015201520152015年年年年年年年年88াにૹ品化。াにૹ品化。াにૹ品化。াにૹ品化。াにૹ品化。াにૹ品化。
஘رなனંভでপ岷なખ஭を得ている。

企業の技術シーズ

企業が抱える課題

産総研の貢献

具体的な成果

ਊჾ技術の性能評価のノウハウやਝ૟を৳有していない。
୬഻電౱の౮ଞ加熱ଆૃ用の৳૧৚ଡ଼にঢ়する௛௽൧૵技術。

୬഻電౱৳૧৚ଡ଼のਫ਼査ಎ઼「崸崌崹スダ崌オード崩崏ッ崓ー」の製品化。
2015年8াから୿ਲ਼開઩。னંভな峓でのખ஭がপ岷い。

FREA実証フィールド及び研究員の知見・ノウハウの活用

ৰ઱਋৑:਴成26ফ২
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被災地企業のシーズ支援プログラム（福島再生可能エネルギー研究開発拠点機能強化事業）の成果

ਦ౅ਙのৈ岮୬഻ਗ਼౱嵊崠嵍ール੿ଲのた峫の౫મのૹષ৲
（୬഻ਗ਼౱嵊崠嵍ール用ຆૃ౫用౫મの௬੼ ＜支援企業：঩ম৲成(株)＞）

具体的な成果物

঩ম৲成(株)の技術シーズ
• ୬഻電౱嵊崠嵍ールで使用されるຆૃ౫（EVA؟
エ崩嵔ンሌ෷崻ニルુ੎合౴࿫）のਦ౅性を高峫
るた峫の๣加ද（ཱଶஃද）を開発。

• ୬഻電౱嵊崠嵍ールのশํ୵化（ਦ౅性਱上）
が਋ୄされている。

঩ম৲成(株)が抱える課題
• 試作した๣加දを加岲たຆૃ౫を
୬഻電౱嵊崠嵍ールに適用し、峇の
機能性・ਦ౅性を評価するた峫の、
①製ୗ・評価ਝ૟、②ノウハウを৳
有していない。

バックシート

䜺䝷䝇

産総研の貢献①
FREA৳有の୬഻電౱嵊崠嵍ール生産ਝ
૟を活用して、ਊჾ技術を適用した୬഻
電౱嵊崠嵍ールを試作し、峇の機能性を実
証・確認。

産総研の貢献②
研究員のノウハウを生かし、試作๣加දの
評価を೷りନし実施。

支援成果
• 企業のシーズによる๣加ද（ཱଶஃද）を用いた୬഻電౱嵊崠嵍ールを試作。
• ਦ౅性試験により、జ来品と比較してপ்な性能（PID્性）਱上を確認した。

• FREAとの連携により、୬഻電౱嵊崠嵍ールに
適用した試験と評価が可能になりました。

• 産੕研の૚ர試験データにより、୬഻電౱
嵊崠嵍ールにおいて採用にඹりました。

঩ম৲成(株)の声

ਦ౅ਙ૥ୡ（500ৎ৑）৏峬༄৲ৄ峳島峄

技術開発崣ンター 山ఓ真生৕ ౢ崣ンターশ

企業の技術シーズ

企業が抱える課題

産総研の貢献

具体的な成果

ਊჾ技術の୬഻電౱嵊崠嵍ールでの試験評価ਝ૟を৳有していない
୬഻電౱嵊崠嵍ールのຆૃ౫のਦ౅性を高峫る๣加දを開発。

ਊჾ๣加දによりజ来品より性能が਱上したຆૃ౫の機能を確認。
ള数঺峢の崝ンプル提供を৽て、2015年10াに୿ਲ਼開઩。

FREA৳有の୬഻電౱生産ਝ૟及び研究員の知見・ノウハウの活用

•
具体的な成果物
• 開発した๣加ද（ཱଶஃද）により、開発した๣加ද（ཱଶஃද）により、製ୗプロ崣スの૗ಌや製ୗコストの上ಊをൣ峹峄•
に
開発した๣加ද（ཱଶஃද）により、開発した๣加ද（ཱଶஃද）により、開発した๣加ද（ཱଶஃද）により、
にに、జ来品よりਦ౅性が਱上した୬഻

製ୗプロ崣スの૗ಌや製ୗコストの上ಊをൣ峹峄開発した๣加ද（ཱଶஃද）により、開発した๣加ද（ཱଶஃද）により、製ୗプロ崣スの૗ಌや製ୗコストの上ಊをൣ峹峄
、జ来品よりਦ౅性が਱上した୬഻、జ来品よりਦ౅性が਱上した୬഻電౱

製ୗプロ崣スの૗ಌや製ୗコストの上ಊをൣ峹峄製ୗプロ崣スの૗ಌや製ୗコストの上ಊをൣ峹峄製ୗプロ崣スの૗ಌや製ୗコストの上ಊをൣ峹峄
電౱電౱嵊崠嵍ールが作製で岷ることをਫ਼証。

•
ににに、జ来品よりਦ౅性が਱上した୬഻、జ来品よりਦ౅性が਱上した୬഻ににに

•• 2015
、జ来品よりਦ౅性が਱上した୬഻、జ来品よりਦ౅性が਱上した୬഻、జ来品よりਦ౅性が਱上した୬഻、జ来品よりਦ౅性が਱上した୬഻

20152015201520152015年
、జ来品よりਦ౅性が਱上した୬഻、జ来品よりਦ౅性が਱上した୬഻、జ来品よりਦ౅性が਱上した୬഻、జ来品よりਦ౅性が਱上した୬഻

年年年年年年10
、జ来品よりਦ౅性が਱上した୬഻、జ来品よりਦ౅性が਱上した୬഻、జ来品よりਦ౅性が਱上した୬഻、జ来品よりਦ౅性が਱上した୬഻

101010101010া
、జ来品よりਦ౅性が਱上した୬഻、జ来品よりਦ౅性が਱上した୬഻、జ来品よりਦ౅性が਱上した୬഻、జ来品よりਦ౅性が਱上した୬഻、జ来品よりਦ౅性が਱上した୬഻

াাাから
、జ来品よりਦ౅性が਱上した୬഻、జ来品よりਦ౅性が਱上した୬഻、జ来品よりਦ౅性が਱上した୬഻、జ来品よりਦ౅性が਱上した୬഻、జ来品よりਦ౅性が਱上した୬഻、జ来品よりਦ౅性が਱上した୬഻

からからからからからから「TENASHIELD TM
、జ来品よりਦ౅性が਱上した୬഻、జ来品よりਦ౅性が਱上した୬഻

TMTM 」
、జ来品よりਦ౅性が਱上した୬഻、జ来品よりਦ౅性が਱上した୬഻、జ来品よりਦ౅性が਱上した୬഻電౱電౱電౱電౱電౱電౱電౱嵊崠嵍ールが作製で岷ることをਫ਼証。嵊崠嵍ールが作製で岷ることをਫ਼証。嵊崠嵍ールが作製で岷ることをਫ਼証。嵊崠嵍ールが作製で岷ることをਫ਼証。

঩ম৲成

、జ来品よりਦ౅性が਱上した୬഻、జ来品よりਦ౅性が਱上した୬഻、జ来品よりਦ౅性が਱上した୬഻、జ来品よりਦ౅性が਱上した୬഻、జ来品よりਦ౅性が਱上した୬഻電౱電౱
TMTMTMTM 」」」」として୿ਲ਼開઩

株

嵊崠嵍ールが作製で岷ることをਫ਼証。嵊崠嵍ールが作製で岷ることをਫ਼証。

৲成 株

嵊崠嵍ールが作製で岷ることをਫ਼証。嵊崠嵍ールが作製で岷ることをਫ਼証。
として୿ਲ਼開઩として୿ਲ਼開઩。

ৰ઱਋৑:਴成25ফ২岝਴成26ফ২岝਴成27ফ২
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被災地企業のシーズ支援プログラム（福島再生可能エネルギー研究開発拠点機能強化事業）の成果

岥ആ২成ಽ式໮熱嵣ฅจシステム岦஍૨਱঱に峲る୷શ৲
（岥ആ২成ಽ式໮熱嵣ฅจシステム岦੄崐崵ਙ能ৰ઒௬੼ ＜支援企業：株式会社น৛ளੵਚ＞）

株式会社น৛ளੵਚが抱える課題
• ┬䜶䝛ᛶ⬟䛸ᑟධ䝁䝇ト䜔ᢞ㈨
ᅇ཰ຠᯝ䜢ẚ㍑䛧䛯䚸ᐃ㔞ⓗ䛺
᰿ᣐ䝕ー䝍の୙㊊䛻䜘䜚➇ྜ〇
ရ䛸のᕪู໬䛜䛷䛝䛺䛔䛣䛸䛜
ㄢ㢟䛸䛺䛳䛶䛔䛯䚹

具体的な成果物
• ᒾᡭ┴の⪁ே䝩ー䝮䛂⳹ᯇᅬ䛃䛷の⤥䝉⒪་䚸㝔⑓❧ᕷᕳ▼䚸ᴗ஦ಟᨵഛタ‮
ン䝍ー䚸㌴୧ᇶᆅ䚸⚟ᓥ᯾⑓㝔䛭の௚䛷ᮏ䝅䝇䝔䝮の᥇⏝䛜Ỵᐃ䚹䛣䜜䜙䛿䝅ー
䝈ᨭ᥼஦ᴗ䛷ᚓ䜙䜜䛯⤖ᯝ䛛䜙┦ᡭඛᢸᙜ⪅䛜᥇⏝䜢Ỵ䜑䛯䜒の䛷䛒䜛䚹

• 産੕研での質の高い評価により岥温২成ಽ
式໮熱・ฅจシステム岦の੄エネ性能を実
証することがで岷ました。৘場におけるプ嵔崤
ンス਱上に峬つなが峍たとઅ岲ています。

株式会社น৛ளੵਚの声
ઙ式ভ঺น山ள工ਚ 取ഁ૽企઺室শ 平ਆ ฆ

支援成果
• 岥温২成ಽ式໮熱・ฅจシステム岦 の૚ர熱源൐最適ઈૡ制御によるઈૡ効૨਱上
• 定量的評価データの໮஋で、৽ੋ性峬அ峫たૹ品提੧と౎঺との୷શ化が可能にな峍た

株式会社น৛ளੵਚの技術シーズ
• 業ਜ用のপ型ฅจタンクにおいて、高温・଩温水の
出入ઠの工୏によりᒘ᢭を೪制する技術を有する。

• 高温と଩温の୆৯を維持して最৏まで無駄なく一
定温২のおจが利用で岷、既存熱源峊けでなく୬
഻熱な峓に峬適応可能

熱エネルギーを効૨よく໮熱・利用するた峫の໮熱タンク製ୗҩ制御技術。

ਊჾ技術の性能評価のノウハウやਝ૟を৳有していない。

FREA実証フィールド及び研究員の知見・ノウハウの活用。

఻৬的な੄エネ性能をஉ拠とした提੧੾業によりള数施ਝで採用୸成。

企業の技術シーズ

企業が抱える課題

産総研の貢献

具体的な成果

産総研の貢献①
FREAの実証フィールドに岥温২成ಽ式໮熱・
ฅจシステム岦および૚ர熱源を整૟し、実
ઈ用を再ਠした実証試験を実施。
産総研の貢献②
研究員のノウハウを生かし、効૨的な実証
試験とデータ取得方法を技術支援。

• ಶู᪋タの熱※䛻ྜ䜟䛫䛯䛄 ᗘᡂ
ᒙᘧ⵳熱䞉㈓ᥦ⏝㐠㐺᭱䛅䝮䝔䝇䝅‮
᱌䛻䜘䜚䚸既存㢳ᐈ䛷䛒䜛ᘓ⠏タഛ
ᴗ⏺䚸タィ஦ົᡤ䛰䛡䛷䛺䛟䚸䝯ン䝔
䝘ン䝇䝃ー䝡䝇ᥦ౪ඛ䛻䜒┤᥋┬䜶
䝛ᛶ⬟のᥦ᱌䛜ྍ⬟䛸䛺䛳䛯䚹

ৰ઱਋৑:਴成25,26,27,28ফ২
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被災地企業のシーズ支援プログラム（福島再生可能エネルギー研究開発拠点機能強化事業）の成果

地下水୎૴஍果をથ஍ਹ用したৈ஍૨地中熱ઐఌஓのૹષ৲
（地域の地下水環境を活用した地中熱システムの開発＜支援企業：崠オシステム株式会社＞）

崠オシステム(株)が抱える課題
①ਊჾ技術の性能評価がで岷る施
ਝがない

②評価方法のノウハウがない

具体的な成果物

支援成果
• ஥২50m×ڭ本の高効૨熱交換器で、5kWヒートポンプ1.52ع઎ઈ用可能を実証
• 冷ᄘଵを50٫ಢೠおよびษ૵熱強化により、 COP13٫਱上・暖房ৎ電力を৐年
比40٫削減

崠オシステム(株)の技術シーズ
地下水૴動の効果を஋ா的に取り入れられる構ୗを有
し、્શな動力を使用峅峄に受動的に熱交換能力を਱
上で岷る地中熱交換器

஥২50m×ڭ本の熱交換器で5kWヒートポンプを1.5
2઎ઈ用で岷る能力を有していると௓定ع

産総研の貢献①
地下水૴動のசい福島਩郡山地域にఢఈ
ಎ઼をਝ઼・実証ઈૡを実施し、峇の効果
や੄エネ性を評価
産総研の貢献②
ヒートポンプ੸次側冷ᄘଦଵಢೠのた峫の
室ਗ機ਝ઼ਜ਼઼૗ಌ、および熱源水ଦଵ
の再ഢਝ

企業の技術シーズ

企業が抱える課題

産総研の貢献

具体的な成果

ਊჾ技術の評価のた峫のਝ૟・評価のノウハウを৳有していない
地下水の૴れを有効活用した高効૨地中熱交換器

஥২50m×ڭ本の熱交換器で5kWヒートポンプを1.52ع઎ઈ用可能を
確認、੸次側ଦଵの最適ଦ઼、実ઈ用での機能をਫ਼証

実証試験フィールド及び研究員の知見やノウハウの活用

ᐊእᶵ

஦ົᐊ
෭፹㓄⟶の▷⦰
䛺䛹䛻䜘䜚䚸ᅽᦆ
㍍ῶ䛻䜘䜚COP
ᨵၿ ❆

㐽熱䞉᩿熱䛻䜘䜚㈇Ⲵ䜢
㍍ῶ䛧䚸HPのCOPᨵၿ

ヒートポンプ

ᐊ
ෆ
ᶵ

㧗ຠ⋡ᆅ୰熱交換ჾ
῝ᗘ50m㽢䠍ᮏ

㧗ຠ⋡ᆅ୰熱交換ჾ（≉チ➨5779206ྕ）

FREAと連携して実証試験を行うことで、અ੧
した熱交換器が高効૨であるが確認で岷まし
た。また、シーズ事業をీ機に、્ಅఃஈされ、
技術的に成࿃したので、ૹ品化を௕峍ています。

崠オシステム株式会社の声

৻表取ഁ૽ 高പ真ఘ

シーズ支援プログラムにより、技術的な୸成২は100٫
્ಅ出ൢした「高効૨地中熱熱交換ಎ઼」は、્ಅਸ਼5779206ಀとして平成27年7াఃஈ

※COP:成績係数(Coefficient of Performance)
消費電力1kWあたりの冷却・加熱能力を表した値
冷房機器の場合「冷房能力(kW)÷冷房消費電力(kW)=冷房COP」 空気熱源ヒートポンプ（一般的なエアコン）のCOP平均値は2.8
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被災地企業のシーズ支援プログラム（福島再生可能エネルギー研究開発拠点機能強化事業）の成果

ঽྱ੩をਹ用した崗嵕ーズ崱ループ地中熱ヒートポンプഐ཮ඬシステ
ム峒૮ങ水଎඗システムのৈ஍૨崷崌崾嵒ッ崱৲峒峇のਙ能௬੼
（地域の地下水環境を活用した地中熱システムの開発＜支援企業：঩ম地下水開発株式会社＞）

具体的な成果物

支援成果
• 冷房ઈૡCOP8.0ਰ上、暖房ઈૡCOP4.5ਰ上を実証
• 暖房と消੆඗のハ崌崾リッドシステムを実ਠ

঩ম地下水開発(株)の技術シーズ

産総研の貢献①
井戸内熱特性・熱挙動の把握とその評価
産総研の貢献②
上記評価結果に੦峏いた数値解析シ嵇嵍嵔ー
シ嵏ン
産総研の貢献⋉
ভஸ地域における導入適地マップの構築

企業の技術シーズ

企業が抱える課題

産総研の貢献

具体的な成果

ਊჾ技術の性能評価がで岷る施ਝがない。導入適地のਖ਼૵が୔しい
自ྱする井戸を利用したৗ熱交換方式

冷房ઈૡCOP0.ڴਰ上、暖房ઈૡCOP4.5ਰ上を実ઈ用でਫ਼証

実証ઈૡの評価及びভஸ地域における導入適地マップの構築

 「自ྱする井戸を利用したৗ熱交換方式」
は、地下水が௹୕で、かつ૴動性が高い地
域において、地下水の自ྱを஋ா的に取り
入れることがで岷る構ୗを構築することにより、
動力を使用峅峄熱交換能力をপ岷く਱上
さ峅る

熱交換৏の自ྱ地下水を消੆඗に峬利
用可能

実証試験システム図（冬期）

① ਊჾ技術の性能評価がで岷る施ਝが
ない

② 導入適地のਖ਼૵が୔しい

঩ম地下水開発(株)が抱える課題

施工前の状況

施工後の状況

•自噴井を利用した熱交換器により，冷
房運転COP8.0以上、暖房運転COP4.5
以上を達成
•冬期は，暖房と消融雪のハイブリッド
システムを実現

FREAと連携して実証試験を行うことで、地下
水が持峍ているエネルギーを有効に利用で岷る
高効૨の冷暖房システムを開発できました。

঩ম地下水開発(株)の声

ଞਜ取ഁ૽ ྡྷ਽ຟ಻

※COP:成績係数(Coefficient of Performance)
消費電力1kWあたりの冷却・加熱能力を表した値
冷房機器の場合「冷房能力(kW)÷冷房消費電力(kW)=冷房COP」 空気熱源ヒートポンプ（一般的なエアコン）のCOP平均値は2.8
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被災地企業のシーズ支援プログラム（福島再生可能エネルギー研究開発拠点機能強化事業）の成果

オープンループ型に対応可能な地中熱ヒートポンプの開発
（地域の地下水環境を活用した地中熱システムの開発＜支援企業：サンポット株式会社＞）

サンポット(株)が抱える課題
① オープンループシステムの評価方法や

実証データを有していない
② 水質や導入可能な地域のノウハウを

有していない

具体的な成果物

支援成果
• 実証データの取得及び最適地下水量の確認
• 地下水を無駄なく使用する揚水量調整制御ノウハウの構築

サンポット(株)の技術シーズ
 井戸水と1次側循環水とを熱交換する熱交換ユ

ニットを開発
 2次側負荷に応じた最適地下水量調整制御シ

ステムを構築し、地下水資源を無駄なく使用
 水温が安定している地下水を有効利用する事に

より、 年間を通じて地中熱ヒートポンプのCOP
（成績係数）を高く維持

産総研の貢献①
実証試験地の提供及び測定データ解析

産総研の貢献②
試験地における水質調査及び水文調査によ
る導入適地マップの作成

企業の技術シーズ

企業が抱える課題

産総研の貢献

具体的な成果

オープンループシステムの評価方法や実証データを有していない
小型オープンループ型地中熱ヒートポンプの性能評価および改良

必要な実証データを得られ、地下水を無駄なく有効利用する製品を開発
実証地提供及び研究員の知見やノウハウの活用

既存のヒートポンプ
（G S H P 1 0 0 2 U R ）

熱交換ユニット熱交換ユ

• 既存のクローズドループ型ヒートポンプに地下水利
用熱交換器を接続する方式なので、施工が比較
的容易である。

• ヒートポンプと連動して地下水弁を自動コントロール
し、地下水資源を節約。

• 上記の結果、地下水を無駄なく利用かつ安定した
1次側熱源が得られ、最適な地下水量を把握。

• 本製品がZEBオフィスに採用された。
• エネルギーの地産地消とCO2削減に貢献。

サンポット株式会社の声

技術部開発課
郡山地中熱システム利活用研究室

リーダー 岡田真吾

GSHP-0630
冷房能力5.4kW
暖房能力5.5kW

GSHP-1002UR
冷房能力10kW
段部能力10kW

• FREAと連携して実証を行うことで詳細な通年デー
タを取得し、システム評価を行う事が出来ました。

• オープンループシステムの受注に繋がりました。

※COP:成績係数(Coefficient of Performance)
消費電力1kWあたりの冷却・加熱能力を表した値
冷房機器の場合「冷房能力(kW)÷冷房消費電力(kW)=冷房COP」 空気熱源ヒートポンプ（一般的なエアコン）のCOP平均値は2.8
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平成25～29年度　支援企業マップ １頁
平成28年度　支援テーマ ２～22頁
平成29年度　支援テーマ 24～36頁

主な成果 37～43頁

�Ҿʲ෼໺ผʳࡧ
50音順

企業名 課題名 年度 頁

〈太陽光発電分野〉 
AGCエレクトロニクス（株） 結晶シリコン型太陽電池電極ペースト用ガラスフリットの性能評価 H28 4
　 結晶シリコン型太陽電池電極ペースト用ガラスフリットの改善 H29 24

（株）アサカ理研 分子結合チタニアシリカを適用した太陽電池モジュールの屋外暴露評
価 H28 8

　 分子結合チタニアシリカを適用した太陽電池モジュールの屋外発電量
および信頼性評価 H29 27

アサヒ電子(株) 太陽光発電システムの遠隔異常検知装置の商品化
（太陽電池ストリング監視システムの評価） 成果 37

（株）環境システムヤマノ 単結晶Siを用いた融雪型太陽光パネルにおける高性能低コスト化技術
の開発 H29 26

クニミネ工業（株） 粘土ガスバリア膜を含む高信頼性太陽電池モジュールの開発 H28 6
　 粘土ガスバリア膜を用いた太陽電池バックシートの信頼性評価 H29 25

（株）クレハ ペロブスカイト組成物の性能評価 H28 7
　 ペロブスカイト組成物の性能・耐久性評価 H29 24

（株）山王 Agめっきアクリル樹脂粒子の機能向上及び、それを分散材とした導電
性フィルムを用いて作製した太陽電池モジュールの性能評価 H28 5

　 無電解Agめっきアクリル樹脂粒子を分散材とした導電性フィルムを
用いて作製した薄型太陽電池セルでの信頼性評価 H29 25

日本カーネルシステム（株） 太陽電池保護回路の故障診断装置の商品化
（太陽電池ストリングの健全性確認検査装置の実証） 成果 38

日本化成（株） 高効率太陽電池セルに対応した封止材用架橋助剤の開発 H28 9
　 高効率太陽電池セル及び高電圧対応の封止材用架橋助剤開発 H29 26
　 信頼性の高い太陽電池モジュール作製のための材料の商品化

（太陽電池モジュール用封止材用材料の評価） 成果 39

〈風力発電分野〉 
（株）朝日ラバー 風車用プラズマ気流制御用電極の特性評価 H28 10
 耐候・耐トラッキング性構造を有するプラズマ気流制御電極の開発 H29 27
アルパイン（株） 風車点検UAVシステム実用化に向けた飛行性能の高度化と実証 H29 28

〈地熱地中熱分野〉
北日本電線（株） 温泉水とアルミニウム廃材からの水素製造実用化研究 H28 11
サンポット株式会社 オープンループ型に対応可能な地中熱ヒートポンプの開発

（地域の地下水環境を活用した地中熱システムの開発） 成果 43

（有）ジェイディエフ 異種同軸小口径採熱鋼管の採熱効果の有効性検証とその施工技術の確
立 H29 30
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企業名 課題名 年度 頁
ジオシステム（株） 樹脂製細管熱交換器を内蔵したタンク式地中熱交換器の有効性の検証 H28 14

樹脂製細管熱交換器を内蔵したタンク式地中熱交換器の高度化 H29 30
地下水移流効果を有効利用した高効率地中熱交換器の商品化

（地域の地下水環境を活用した地中熱システムの開発） 成果 41

新協地水（株） 低コスト熱応答試験のための新規工法の実証 H28 13
準浅層における低コスト熱応答試験の改良及び熱交換器埋設工法への
展開 H29 29

（株）東栄科学産業 溶融樹脂を用いた革新的な高温・高圧環境試験技術の開発とその評価 H29 28
日本地下水開発株式会社 自噴井を利用したクローズドループ地中熱ヒートポンプ冷暖房システ

ムと無散水消雪システムの高効率ハイブリッド化とその性能評価
（地域の地下水環境を活用した地中熱システムの開発）

成果 42

（株）ボア 地熱適正利用のための耐熱型ボアホールスキャナーの開発 H29 29
ミサワ環境技術（株） 地中熱を利用した電子機器類の排気冷却システム H28 12

地中熱を利用した電子機器類の排気冷却システムの高度化 H29 31
（株）リナジス 小型温泉発電装置の高効率化・高耐久化支援 H29 31

〈蓄エネルギー分野〉 
アネスト岩田（株） ヒートポンプ用スクロール圧縮機の性能評価 H28 17
 マグネットカップリングを用いたバイナリー発電機の発電性能の評価 H29 34

（株）亀山鉄工所 温度成層式予熱槽を用いた、太陽熱集熱器と補助熱源機器の最適運転
化 H29 35

 予熱槽併用型太陽熱利用給湯システムの最適運転制御手法の開発 H28 18
株式会社亀山鉄工所 『温度成層式蓄熱・貯湯システム』効率向上による差別化

（『温度成層式蓄熱・貯湯システム』省エネ性能実証評価） 成果 40

北芝電機（株） 水素利用蓄エネルギー有効活用のための先進的熱交換技術の開発 H28 19
 MCH利用型分散発電システムのための小型先進的熱交換技術の開発 H29 33

（株）山王 電解めっきによる多孔質金属支持体を用いた金属系水素透過膜の開発 H28 15
 電解めっきによる金属複合水素透過膜

（多孔質金属支持体と貴金属水素透過膜の複合膜）の開発とその評価 H29 34

日本化学工業（株） イオン液体を用いた除湿・脱水プロセスの開発 H28 16
 イオン液体を用いた水電解水素の除湿プロセスの高効率化 H29 33

（株）ひまわり カーボンニュートラル燃料の熱利用技術の開発 H29 32
（株）馬渕工業所 小型バイナリー発電システムの最適化検討 H29 32

〈再生可能エネルギー管理分野〉 
（株）会津ラボ コンセント型スマートメーターの評価・課題解決 H29 36
（株）環境システムヤマノ 単結晶Si太陽光パネルとアモルファスSiシートにおける長期信頼性の

検証 H28 22

日本工営（株） 太陽光発電システム性能・故障診断アルゴリズムの開発 H28 20
 長期運用データと人工知能（AI）を活用した小水力発電所維持管理の

高度化 H29 35

福島発電（株） メガワット級太陽光発電所の故障・劣化診断技術の開発 H28 21
 メガワット級太陽光発電所の劣化評価と故障・劣化検知手法の開発 H29 36
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�Ҿʲ企業໊ผʳࡧ
企　業　名 掲載頁

AGCエレクトロニクス株式会社 4・24

株式会社会津ラボ 36

株式会社アサカ理研 8・27

株式会社朝日ラバー 10・27

アサヒ電子株式会社 37

アネスト岩田株式会社 17・34

アルパイン株式会社 28

株式会社亀山鉄工所 18・35・40

株式会社環境システムヤマノ 22・26

北芝電機株式会社 19・33

北日本電線株式会社 11

クニミネ工業株式会社 6・25

株式会社クレハ 7・24

株式会社山王 5・15・25・34

サンポット株式会社 43

有限会社ジェイディエフ 30

ジオシステム株式会社 14・30・41

新協地水株式会社 13・29

株式会社東栄科学産業 28

日本カーネルシステム株式会社 38

日本化学工業株式会社 16・33

日本化成株式会社 9・26・39

日本工営株式会社 20・35

日本地下水開発株式会社 42

株式会社ひまわり 32

福島発電株式会社 21・36

株式会社ボア 29

株式会社馬渕工業所 32

ミサワ環境技術株式会社 12・31

株式会社リナジス 31
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ผʳݝ�Ҿʲࡧ
県 企　業　名 　市町村 掲載頁

福島県

ＡＧＣエレクトロニクス株式会社 郡山市 4・24

株式会社会津ラボ 会津若松市 36

株式会社アサカ理研 郡山市 8・27

アサヒ電子株式会社 伊達市 37

株式会社朝日ラバー 泉崎村 10・27

アネスト岩田株式会社 矢吹町 17・34

アルパイン株式会社 いわき市 28

株式会社環境システムヤマノ 須賀川市 22・26

北芝電機株式会社 福島市 19・33

クニミネ工業株式会社 いわき市 6・25

株式会社クレハ いわき市 7・24

株式会社山王 郡山市 5・15・25・34

サンポット株式会社 郡山市 43

有限会社ジェイディエフ いわき市 30

新協地水株式会社 郡山市 13・29

日本カーネルシステム株式会社 郡山市 38

日本化学工業株式会社 三春町 16・33

日本化成株式会社 いわき市 9・26・39

日本工営株式会社 須賀川市 20・35

日本地下水開発株式会社 会津坂下町 42

株式会社ひまわり 須賀川市 32

福島発電株式会社 福島市 21・36

ミサワ環境技術株式会社 会津若松市 12・31

宮城県

株式会社亀山鉄工所 仙台市 18・35・40

北日本電線株式会社 柴田町 11

株式会社東栄科学産業 仙台市 28

株式会社ボア 栗原市 29

株式会社馬渕工業所 仙台市 32

株式会社リナジス 仙台市 31

岩手県 ジオシステム株式会社 滝沢市 14・30・41
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平成25年度（全��件）

ʬҰ࣍ެืʭ

(株)カナメ 福島県喜多方市 結晶シリコン太陽電池モジュール用部材の性能評価
日本化成(株) 福島県いわき市 結晶シリコンウΣハද面ॲ理液の性能評価
(株)クレハ 福島県いわき市 ೾長ม換化合物の性能評価
日本地下水開発(株) 福島県会津坂下町 自噴井を利用したクローズドループ地中熱ヒートポンプ冷暖房システムの性能評価
(株)亀山鉄工所 宮城県仙台市 ʮ温度成૚ࣜ஝熱・ஷ౬システムʯの実証評価
ジオシステム(株) 岩手県滝沢市 地下水移流効果を有効利用した高効率地中熱交換器
地熱エンジニアリング(株) 岩手県滝沢市 地熱ஷཹ૚評価技術の評価
有ݶ会ࣾエボテック 岩手県੝Ԭ市 太陽光発電システムのグループ管理におけるモニタリングの評価

ʬೋ࣍ެืʭ

アサヒ電子(株) 福島県伊達市 太陽光発電太陽電池ストリング監視システムの評価
福島発電(株) 福島県福島市 多種類の太陽光パネルのނো਍断・発電量モニタリング
工౻ݐઃ(株) 岩手県Ԟभ市 ジオプロロードとエアコンの૊合ͤによる地中熱利用システムの性能評価

平成2�年度（全27件）

ʬҰ࣍ެืʭ

日ಛエンジニアリング(株) 福島県福島市 ൘の作製技術の開発評価ج線ਫ਼ີ制御による極௒ബシリコンࡉ
(株)山王 福島県郡山市 めっき技術を用いた高い導電性を有したアクリル樹脂粒子の性能評価
クニミネ工業(株) 福島県いわき市 粘土ガスバリア膜の太陽光パネルバックシート適性評価
日本化成(株) 福島県いわき市 太陽電池EVA封止材用高性能架橋助剤の֤種性能評価
(株)アサカ理研 福島県郡山市 分子結合チタニアシリカを適用した太陽電池パネルおよび関࿈部材の性能評価
(株)シルフィード 福島県福島市 小型෩ंのৼ動・騒音௿ݮ技術に関する評価
日本地下水開発(株) 福島県会津坂下町 自噴井を利用したクローズドループ地中熱ヒートポンプ冷暖房システムの性能評価
(株)メムス・コア 宮城県仙台市 光ファイバՃ଎度ηンサを用いた地熱ஷཹ૚構造モニタリングシステムの実用性評価
ジオシステム(株) 岩手県滝沢市 地下水移流効果を有効利用した高効率地中熱交換器の評価
地熱エンジニアリング(株) 岩手県滝沢市 地熱ஷཹ૚評価支援のための掘削時同時比抵抗測定ツールの評価
(株)山王 福島県郡山市 めっき技術を用いた水素透過膜支࣋体の開発
(株)亀山鉄工所 宮城県仙台市 『太陽熱利用څ౬システム』の最適制御手法の開発

ʬೋ࣍ެืʭ

(株)環境システムヤマノ 福島県須賀川市 ৽しい融雪型太陽電池モジュールɺシステムの開発
日本カーネルシステム(株) 福島県郡山市 太陽電池ストリングの݈全性֬ೝ検ࠪ装置の実証
元旦ビューティ工業(株) 福島県本宮市 太陽電池の性能௿下防止装置の評価技術
(株)૔元製作所 宮城県ݪ܀市 性・信頼性評価とその劣化メカニズムの解ੳٱ型有機ബ膜太陽電池の଱ٯ
౦北ネξ製造(株) 福島県いわき市 長期ڧ度信頼性に༏Εた෩力発電分໺޲け太ܘボルトの開発
日本化学工業(株) 福島県三春町 リン系イオン液体の高温熱媒体としての性能評価
େ໺ϕロー工業(株) 福島県いわき市 水素ガスٴび水素ࠞ合流体งғؾ中におけるϕローズシールバルブの有効性評価
(株)イーダブリュエムファク
トリー 福島県南会津町 太陽光発電利用のಠ立型防災サーバー

ʬืެ࣍ࡾʭ

(株)カナメ 福島県喜多方市 ྆面ബ型ガラスͰ構成͞Εた太陽電池モジュール用औ෇け部材の開発
(株)クレハ 福島県いわき市 ೾長ม換化合物のಛ性޲上と封止シートとしての性能評価
日本化成(株) 福島県いわき市 スϐンエッチング装置用結晶シリコンウΣハද面ॲ理液の開発
サンポット(株) 福島県郡山市 地下水間接利用型地中熱ヒートポンプの性能評価
(株)リナジス 宮城県仙台市 AE৘ใを׆用したフラクチϟー型地熱ஷཹ૚性能評価ソフトウΣアの実用化支援
工౻ݐઃ(株) 岩手県Ԟभ市 ඃ災地域のౙقにおけるジオプロロードA$システムの実用性評価
アネスト岩田(株) 福島県矢吹町 スクロール膨張機を用いた太陽熱ৠؾ発電システムの性能評価

平成２５～２７年度 支援テーマリスト
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平成27年度（全25件）

(株)山王 福島県郡山市 無電解Agめっきアクリル樹脂粒子を分散材とした導電性フィルムを用いて作製した太
陽電池モジュールの信頼性評価

日本化成(株) 福島県いわき市 太陽電池EVA封止材用高性能架橋助剤の作用機構解明
クニミネ工業(株) 福島県いわき市 粘土ガスバリア膜を用いた太陽電池バックシートの信頼性評価
(株)アサカ理研 福島県郡山市 分子結合チタニアシリカを適用した太陽電池パネルの性能評価および信頼性評価
(株)エム・ティ・アイ 福島県郡山市 めっきによる結晶シリコン太陽電池の電極形成技術の開発および信頼性評価
(株)カナメ 福島県喜多方市 結晶シリコン太陽電池モジュール用部材の開発
(株)シルフィード 福島県福島市 過回転防止用回生ブレーキシステムの開発および騒音計測
地熱エンジニアリング(株) 岩手県滝沢市 掘削時同時比抵抗測定ツールの実地熱井への適用と性能評価

日本地下水開発(株) 福島県会津坂下町 自噴井を利用したクローズドループ地中熱ヒートポンプ冷暖房システムと無散水消雪
システムの高効率ハイブリッド化とその性能評価

北日本電線(株) 宮城県柴田町 温泉水を用いたアルミニウム廃棄物からの水素製造技術
(株)福島地下開発 福島県郡山市 地下水移流効果を有効利用した杭熱交換器【深井戸ボアホール】構築方法の開発
(株)リナジス 宮城県仙台市 高効率膨張発電機を用いた小型温泉発電装置の実用化支援
サンポット(株) 福島県郡山市 地下水間接利用型地中熱ヒートポンプの地下水量調整制御に関する評価
ジオシステム(株) 岩手県滝沢市 地中熱ヒートポンプシステム配管の高度化ならびに断熱効果の検証
日本化学工業(株) 福島県三春町 リン系イオン液体の高温熱媒体の開発
アネスト岩田(株) 福島県矢吹町 スクロール膨張機を用いた熱利用発電システムの性能評価
(株)亀山鉄工所 宮城県仙台市 『太陽熱集熱パネル』と『補助熱源機器』併用運転時の最適運転制御手法の開発
(株)山王 福島県郡山市 金属複合水素透過膜の開発
日本工営(株) 福島県須賀川市 再生可能エネルギー出力安定化システムの開発
元旦ビューティ工業(株) 福島県本宮市 太陽光発電システムの落雪防止と温度上昇抑制機能の地域別適応性の検証
(株)シーソーラー 福島県南会津町 一軸可動型ソーラーシステムによる高発電量化の評価
(株)環境システムヤマノ 福島県須賀川市 単結晶パネルとアモルファス融雪PVモジュールにおける発電量および劣化の検証
アサヒ電子(株) 福島県伊達市 太陽光発電太陽電池ストリング監視システムの長期信頼性評価
福島発電(株) 福島県福島市 多種類PVシステム評価技術の多面的検証
(株)イーダブリュエムファク
トリー 福島県南会津町 太陽光発電利用の完全自立型防災サーバーシステム

平成２５～２７年度 支援テーマリスト
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